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　俺の家の玄関には、狭い踏み台がある。俺がバイトへ行こうと、そこに腰掛けてスニーカーを履いていたら、親父が自分の部屋から出てきた。

　親父は手に新聞を持っており、どうやらトイレに行こうと出てきたようだ。髪はボサボサで無精ヒゲが伸びてだらしない格好だった。朝っぱらから親父の顔なんぞ、胸くそ悪くて見たくもなかったが、俺が腰掛けた場所からは嫌でも目に入る。思わずムカついて睨みつけると、親父は目をしょぼつかせながら眠そうに大あくびをした。

（また、朝帰りかよ。まったくもう、トイレで新聞を読むなよなぁ……）

　酒好きの親父は、しょっちゅう酒を飲んでは朝帰りをしてきた。

　夕べは、俺がバイトから帰ってきたときにはまだ帰っていなかったから、いつものように飲んできたに違いない。

　こんな親父でも、世の中の一部の連中からは、「写真の神様」みたいに尊敬されているのだから不思議だ。確かに、俺も親父の撮る風景写真はすごいと思う。

　だけど、実際の親父を見ていると、どんなに人を感動させる写真を撮っても、そのフォトグラファーが立派な人物だとは思えない。これが他人なら笑ってすませられるが、実の親ではそうはいかないのだ。

　ときどき俺は思う。

（俺ってかわいそうだよなぁ……）

　だけど、どんなに文句を言っても聞くような親父ではなかった。親父に説教するぐらいなら、隣の家の猫を叱った方がまだましだ。少なくとも親父よりも猫の方がよほど学習能力がある。

「おい、汀なぎさ」

「……なんだよ」

「おまえ、俺のライカをさわらなかったか？」

「知らねぇよ」

　俺が答えると、親父は嘘をつくなという顔で俺を見返した。

　ライカというのは、親父が大事にしているカメラの一つで、一九五四年製造の初期型のライカＭ３といってドイツ製の小型カメラのことだ。

「本当にさわってねぇな？」

「さわってないって」

「いいか、まともにカメラの掃除もできないくせに、さわるんじゃねぇぞ」

「うるせぇ！」

（このクソ親父が！）

「誰があんなアナログカメラをさわるかよ！」

　俺は喚いて立ち上がると、玄関のガラス戸を勢いよく開けた。

　そんな俺に親父は怒鳴る。

「この野郎、ライカのどこがアナログだ！　ブレた写真しか撮れないくせに一人前の口を利くな！」

「ブレって……。あれはわざと『ブレ』て、撮っているんだ。躍動感を出すためだろうが！　親父なんかにはわかりゃしねぇよ！」

　俺は喚き返して、思いっきり戸を閉めた。

「こら、待て！　汀！」

　親父はまだ何か喚いていたようだが、俺は無視した。

（ざけんじゃねぇ）

　俺、久谷くたに汀、十九歳。某三流大学芸術学部写真学科の二年生。

　朝から俺にイチャモンをつけてきたのが俺の親父で久谷九作きゅうさくといい、風景写真専門のフォトグラファーだ。もっとも親父に言わせると、自分はあくまで「フォトグラファー」ではなく「写真家」なのだそうだ。お袋は数年前に病気で亡くなり、今はあのクソ親父と二人暮らしだ。うちの親父は、フォトグラファーとしてはけっこう名前が知られていたが、それだけに昔気質で、今の流行であるデジタルカメラを親の敵のように嫌っていた。だけど、俺はアナログよりもデジタルが好きだ。どちらかというと、風景よりも人物をモチーフにしたアート的な写真を撮りたいと思っている。

　将来はフォトグラファー志望だった。

　そのせいもあって、親父とはいつも喧嘩が絶えない。親父に言わせると、俺は写真家になりたいのではなくて芸術家になりたがっていると言うのだ。

「デジタルカメラで撮った写真はただの画像で写真ではない」

　それが親父の持論だ。

　チャリを出そうとガレージに行くと、親父のポンコツのワゴンが邪魔で出せない。

「何がブレた写真だ！」

　むかついた俺は、そのワゴン車に足蹴りを一発食らわせてチャリを出した。

（見ていろ！　いつか必ず、木村きむら伊兵衛いへえ写真賞を取って、親父を見返してやる！）

　それは俺のガキの頃からの夢だ。木村伊兵衛写真賞というのは、写真の世界でいう新人賞のようなものだ。まだまだひよっこの俺だが、いずれは親父を見返してやりたいと思っていた。いや、絶対に見返してやる。なにしろ年が若い分、俺の方が感性が若いんだし、それにあの親父よりは柔軟性もある。今はピント合わせ一つまともにできない俺だが、フォトグラファーとしての夢だけは大きい。

　うちの親父は経済観念がまるでない。たまに金が入ると、高い機材を買ったり、全部飲み代に消えてしまう。おかげで俺の家はいつも貧乏だ。亡くなったお袋の実家はかなりの資産家で、お袋は親父と結婚するときに、それなりの財産分与をしてもらったらしい。だが、それも俺が学校に上がる頃にはすっかりなくなっていた。それでお袋は、近くのスーパーで働いて生活を支えていた。

　そんなぐうたら親父だったから、お袋は俺の将来を心配して、俺のためにコツコツと貯金をしてくれており、そのおかげで俺は大学に進学することができた。苦しい生活の中から毎月貯金をするのは大変だっただろうと思う。

　もちろん親父には内緒だ。そんな金があるのを知ったらあの親父のことだ、自分によこせと言うに決まっている。

「俺が稼いだからこそ貯金ができたんだ。だからその金は俺のものだ」

　それぐらい言いかねない。

　それで親父には、俺の大学費用はお袋の実家から、俺の出世払いで借りていることにしている。

　実家には今年七十を過ぎたが祖母ばあちゃんが健在で、あのアホ親父もその祖母ちゃんにだけはさすがに頭が上がらない。

　そんなわけで大学の費用はどうにかなったが、親父は生活費を入れようなんて気は全然ない。

　だから、俺は自分の小遣いと生活のためにホテルのカフェレストランでバイトをしている。勤務時間は、大学の授業がない土、日、祝日と木曜日はフルタイムで、平日は十七時から二十二時までだ。

　ようするに俺は、立派な勤労学生というわけだ。それもこれもあの親父のせいなんだが、本人はそんなことはまるで気にしていない。親としては最低の男だった。

（絶対に一流のフォトグラファーになって、親父を見返してやるから今に見ていろ！）

　俺はもう何度目かわからない決心をすると、勢いよくチャリを漕いだ。

　俺がバイトをしているホテルは、日本国内の主要都市に二十以上のホテルを持つ大型ホテルチェーンの一つだった。いわゆる高級ホテルで、客層も企業の重役とか金持ちが多く、それだけにスタッフの教育も徹底していた。アルバイトでも社員と同じように、言葉遣いや服装一つまで厳しくチェックされる。そのぶん時給が他よりも格段に高い。それにカフェレストランの責任者であるマネジャーの東海とうかいさんは、厳しいが面倒見のよい人で、俺にとっては頼れる兄貴みたいな人だ。彼は大学の先輩で、そのせいか俺のことをなにかと目を掛けてくれる。

　同僚の女性スタッフたちからは、「久谷君は見かけは『白馬に乗った王子様』みたいなんだけど、中身はそのへんの悪ガキだもんね」なんて呆れられるほど普段はがさつな俺でも、ウエイターの制服を着ると背筋がピンと伸びるから不思議だ。

　だから俺はこのバイトをけっこう気に入っている。それに、現実問題としてバイトを辞めたら食べてはいけないのだ。それもこれもあのアホ親父のせいだ。

（これ以上俺に迷惑を掛けやがったら、即行で親子の縁を切ってやる！）

　俺はそう思っている。

　その日は木曜日で、いつものように朝からバイトに入っていた。その日、ホテルは「どんでん」が二つ入っており大勢の客で混雑していた。

「どんでん」というのはホテル用語の一つで、一つの宴会場の配置を変えて使い回すことを言った。そのせいか、カフェレストランの方もいつもより忙しかった。それでなくても俺がバイトしているカフェレストランは、昼はバイキング形式のランチになり、フレンチで二十種類ほどのメニューが並ぶ。その上に、有名パティシエによるデザートのケーキや果物が食べ放題。店内では持ち帰り用のケーキも販売しており、特に女性客に人気が高かった。だから、普通の日でもけっこう混雑しており、俺たちスタッフは忙しい。

　その人に気づいたのは、昼の忙しさが一段落した頃だったと思う。

　俺は料理の補充をしていて、彼がいつ来たのか知らなかったが、女性スタッフたちがやけにひそひそと話をしているので気がついた。

（なに遊んでいるんだよ……）

　と思ったら、どうやら客の一人を見て騒いでいるらしい。俺はそれを見て、彼女たちが「ＵＧ」の客だから騒いでいるのかと思った。「ＵＧ」というのは、Undesirable-Guestの略で、「問題のある客」や「招かれざる客」などのことだ。だが、どうやらその客は、「ＵＧ」ではなかったらしい。

「ねぇ、あの人、格好いいと思わない？」

「え？　どの人？」

「ほら、一番奥の窓際の人」

「ああ、あのお客様はこの頃よく見えるのよ」

「本当？」

「うん。一週間ぐらい前からかな」

「そうなんだ。知らなかったわ」

　その日はちょうど東海マネジャーが休みで、みんな忙しいわりにはリラックスしていた。もし彼がいればスタッフ同士での私語は大目玉ものだ。

「久谷君はどう思う？」

「え……？」

　いきなり聞かれて俺は戸惑った。そんなことを聞かれても、俺は男だ。男の品定めなんて冗談じゃない。それなのに彼女たちは、何も気にしていないらしく、俺に同じ男から見てどうだと聞いてきた。

「久谷君も男にしては綺麗な顔立ちで『ツバメ』にしたいようなイケメンなんだけどさ」

（おい……こらぁ）

　俺が「ツバメ」と聞いてムッとなっても彼女はすましたものだ。実はこの前、金持ちのいわゆる有閑マダム風の客から、冗談交じりで「あなた、綺麗な顔しているわね。どう？　私のツバメにならない？」と誘われたのだ。もちろん丁重にお断りした。ババアなんか趣味じゃねえ。

「やっぱり男はああでなくちゃね。大人の男の色気があるもの」

　ウットリした顔で俺に言う。彼女の目は完全にハートマークになっていた。すると、それを聞いてもう一人の女性スタッフが混ぜっ返す。

「あら、あなたはマックィーン様一筋じゃなかったの？」

「だって、あのお客様の方が素敵でしょう。それにマックィーン様より若いし」

（おいおい……いいかげんにしろよな）

「いい男は何人いてもいいわよね。目の保養になるから」

　なんて言いながら、他の女性スタッフにまで知らせにいく。俺はそんな彼女に呆れてしまった。

　東海さんがいないものだから好き勝手だ。

　マックィーン様というのは、アンディ・マックィーン氏と言って、先週からこのホテルに宿泊している客だった。なんでもアメリカの大企業の最高経営責任者とかで、最上階の一泊二十万円もするロイヤルスイートを先週から一ヵ月間借り切っていた。

　女性スタッフが騒ぐとおり、端整な顔立ちでハリウッドの有名な映画スターに似ている。マックィーン氏は見かけは生粋のアメリカ人だが母親が日本人とかで、日本生まれの日本育ちという。

　そのせいか日本語は堪能だった。俺はそれを知らなかったから、初めて会ったときは彼にどう接してよいのか戸惑った。なにしろ俺は高三のとき担任に、「それでよく写真学科に通ったな」と驚かれるほど、英語の成績は酷いものだったのだ。そんな俺に、彼は流暢な日本語で話しかけてきた。大企業の役員にしては傲慢なところがなくフランクな人だった。だから女性スタッフの噂の的になっていた。

（そんなにいい男かよ？）

　彼女たちがあんまり騒ぐので、俺も気になってその客の方を見た。もちろん、露骨にジロジロと見るのは失礼だから、さりげなく周りのテーブルを見るふりをしてその客を見る。

　その客は、いかにも高そうなブランド物のスーツを着ていた。体格がいいせいかスーツがよく決まっており、座っているからわからないが、かなり背が高いようだ。優雅に足を組み、コーヒーを飲んでいる。スーツより少し薄い色のストライプの入ったシャツに黒っぽいネクタイをしていて洗練された感じだ。いかにも仕事ができそうなエリートサラリーマンに見える。

　年は三十前ぐらいだろうか？　前髪が少し落ちて額に掛かりセクシーに見せている。切れ長の形のよい目で、鼻は高く、唇は厚くもなければ薄くもない。確かに女性スタッフが騒ぐのも無理はないほどのいい男だった。それでいて温和な顔立ちで、一見優しそうな感じをうけた。

　彼は女性スタッフが自分を見て騒いでいることなんか気づきもしないで、優雅にコーヒーを飲みながら窓の外を眺めていた。彼の座っている場所は大通りに面しており、その席からは通りを歩く大勢の人の群れと車が見える。

　ふいに彼がその目をスーッと細めた。

（え……？）

　そんな彼を見て、俺は一瞬怪訝に思った。窓の外を見る彼の目は一瞬だったが、まるで獲物を狙う獰猛な野獣のように鋭かった。俺はそんな彼になんとなく違和感を持った。

　あらためて見てみると、普通のサラリーマンにしてはどことなく変だ。

（ヤクザかな……？）

　だが、それにしてはスマートすぎる。

（詐欺師かな？）

　そんなに軽薄な感じはしない。

　どちらかと言えば落ち着いた雰囲気だ。

　ウエイターとしては失格だったが、思わずその客の仕事を詮索してしまった。

　すると彼と視線が合う。とたんに彼は俺に向かってニッコリ微笑んだ。

（あ、コーヒーのお代わりか……）

　念のためもう一度彼を見ると、彼は俺に向かってまた微笑む。俺はすぐに彼の傍へ行った。

『言われる前に動く』、それはいつも東海さんから言われていることだ。

　そんな俺を見て、後ろで女性スタッフが小声で文句を言うのが聞こえたが、これが俺の仕事なんだから、彼女たちに構ってはいられない。

「お客様、なにかご用でしょうか？」

「コーヒーのお代わりをもらえますか？」
















[image: ]










　返ってきた彼の声は、テノールよりも少し低めで艶があった。彼の傍に寄ると、柑橘系のコロンの香りがした。彼の香りは爽やかで妙なクセがなかった。このホテルでバイトを始めてもう一年近くなるが、こんなになにもかも決まっている人を見るのは初めてだ。男もいろいろだとあらためて俺はそう思った。

（さぞかしもてるだろうなぁ……）

　なんて、下世話なことを考えてしまうほど彼は格好よかった。

「はい、かしこまりました」

　俺は頷いて、一礼をする。

　傍で見れば見るほど、確かにいい男だ。それもただのいい男と言うだけではなくて、洗練された風貌の中に微かに影が見える。ファインダー越しに覗いたら絵になるに違いない。

　俺は、彼を撮ってみたいと思った。フォトグラファーの本能が疼いてくる。彼の光と影を捉えたら、素晴らしい写真が撮れそうな気がした。今日会ったばかりの、それもどこの誰とも解らない人だというのに、ときおり見せる彼の厳しい表情になぜか俺は強烈に惹かれた。

（モデルかな？　それとも俳優かな？）

　それにしては彼を包んでいるオーラがどことなく重かった。芸能人ならもっと華やかでもいいはずだ。だけど、普通の人にはとても見えない。プランド品はよくわからないけどブルガリかエルメスか、俺が見ても高そうな時計をしている。

　すぐにカウンターに戻り、厨房にコーヒーをオーダーする。　

「私が持っていく」

「あ、私！」

　言い合いをしている女性スタッフを無視して、俺はコーヒーの入ったポットを素早く受け取ると、彼の席へ持っていった。後で彼女たちから思いっきり文句を言われそうだった。今まで沢山の人を撮ってきたが、こんなに被写体にしたいと思う相手に出会ったのは初めてだ。

「お待たせいたしました」

　ところが、俺が彼の空になったカップを持ち上げてコーヒーを注ごうとしたとき、俺の後ろを五十代ぐらいの女性客が通りかかった。

　その客は少し小太りで、片手に大きなバッグを持っていた。それで、後ろを通ろうとしたとき、持っていたバッグの紐がそばの椅子に引っかかった。その客はバッグを無理やり取ろうと引っ張る。バッグはなんとか取れたが、そのはずみで俺は彼女に押された。

（うわぁ〜！）

　俺は思わずカップを持ったままでよろめいてしまった。コーヒーが彼のズボンの上に掛かった。

（やばい！）

「申し訳ありません！　お客様、洋服をよごしてしまって申し訳ありません。お怪我はありませんか！」

　俺は慌ててカップをテーブルの上に置くと、紙ナプキンを急いで掴んだ。それで彼のズボンを拭こうとした。すると、彼はそんな俺を止める。

「大丈夫です」

　そして、優雅な仕草で胸ポケットからハンカチを取り出し、ズボンに掛かったコーヒーを拭いた。そんな俺たちに気づいたサブマネジャーがすっ飛んでくる。

　その間に、俺を押しやった女性客は、知らぬ顔でさっさとレジに行ってしまった。

「お客様、大丈夫でございますか！　申し訳ございません。ほら、早く拭く物を！」

「は、はい！」

「ああ、大丈夫です。騒がないでください」

「ですが、お客様……。私どもの不注意で申し訳ございません」

　どうやら怪我はしていないようだ。俺は思わずホッとしていた。

「本当に大丈夫ですから」

「ですが……申し訳ありませんでした。よろしければ、クリーニング代を弁償させていただきますが」

　サブマネジャーがそう言うと、彼は笑って答える。

「お気遣いは無用です。すぐに乾きます」

「そうはおっしゃられましても、私どもの不注意ですので……」

「そんなに心配されなくても、たいしたことではありませんから」

「本当に申し訳ありませんでした」

　サブマネジャーは深々と頭を下げ、俺も慌てて頭を下げた。どうかするとこれ幸いに文句を言ってくる客もいるのだ。タチの悪い客になると、後で賠償請求をしてくることもある。

　だけど、彼はそんな言いがかりをつけてくるような客には見えなかった。だからこそよけいに俺は申し訳がなかった。火傷をさせるほどではなかったと思うが、ズボンは濡れてしまった。高そうなズボンなのにシミになったらどうしよう。それなのに、逆に彼は俺のことを気遣ってくれた。

「わざとコーヒーをこぼしたわけではありませんから。彼を怒らないでやってください」

「お客様……」

　俺はただひたすら頭を下げるしかなかった。

「すぐに別のコーヒーをお持ちいたします」

　俺は急いでカウンターへ走り、女性スタッフから新しいカップとポットを受け取って彼の席へ戻る。

「ありがとう」

　彼は何事もなかったような顔でコーヒーを飲み始めた。サブマネジャーはそんな彼を見て安心したらしくレジへと戻っていく。

「あの……せめてそのハンカチだけでも弁償させていただけませんか？」

　申し訳なくて俺がそう言うと、彼は少し困った顔をした。

「そんなに気にしなくてもいいですよ」

「いいえ、とんでもありません。それぐらいはさせてください」

　俺は何かしないと気が済まなかった。いくら客に押されたからとはいえ、一つ間違えば彼に火傷をさせるところだったのだ。このままですませるわけにはいかない。

　すると、彼はチラリと俺を見て苦笑する。

「それじゃあ、こうしましょう。これをクリーニングして返してくれますか？」

「ハンカチをですか？」

「そうです。この次に私が来たときに返してくれればけっこうですから」

「わかりました。俺、いえ、私は久谷と申します。失礼ですがお客様のお名前は？」　

「鷲高わしだかです」

「鷲高様ですね。かしこまりました」

　俺は彼に礼を言ってそのハンカチを受け取った。

「近いうちに来ますから」

「はい！　申し訳ありませんでした」

　受け取ったハンカチはシルクだった。

　後でサブマネジャーからは小言を言われ、その上、女性スタッフからは、彼に見とれてドジったのだろうと、さんざんからかわれてしまった。だけど、俺はその日は一日中なんとなくうれしい気分だった。

　ファインダー越しに彼を見てみたい。彼の笑顔の裏に隠されているもう一つの顔を覗いてみたい。そんな欲望が俺をトリコにしていく。それが危険で甘い誘惑であることに、そのときの俺は気づいていなかった。
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　その女性が俺の家に来たのはその日の夜のことだ。

　俺がバイトから帰ってくると、家の前に見知らぬ女性が立っていた。親父の車はガレージにあったが、親父は外灯をつけるようなマメなことをする男ではないので、うちの玄関先は真っ暗なままだ。だから、まさか玄関先に人が立っているなんて思いもしなかった。そのままチャリでガレージまで行こうとして、人がいるのに気づいて驚いた。

「すみません！」

　慌ててチャリから飛びおりて謝ると、その女性は逆にすまなそうな顔で答える。

「いいえ、私がぼんやりしていたものですから」

　その声は意外にも普通の人の声で、俺はそれを聞いてホッとした。

　なぜなら、月明かりに浮かび上がった彼女の姿は、まるで物の怪の化身のように不気味だったからだ。四十少し前ぐらいだろうか、服装は地味で、茶色のスカートにクリーム色のセーターを着ている。ストレートの髪を肩まで伸ばし、化粧をしておらず、そのせいか顔がのっぺりとして無表情に見える。それほど不美人ではなかったが、全身から悲壮感が漂っており暗い感じがした。

（なんなんだ……？）

　飲み屋の取り立てのようでもないし、俺は思わず引き気味になった。

「あの……こちらは久谷九作さんのお宅ですよね」

「はい。九作は父ですが。なにか？」

　俺がそう答えると、彼女は急に怖い顔になった。

「久谷さんにお聞きしたいことがあるんです！」

「父に……ですか？」

「お願いします。久谷さんに会わせてください！」

（なんなんだよ、この女？）

　彼女は必死の形相で訴える。その尋常でない様子に俺は焦った。

「車があるから、父は家にいると思います。ちょっと待ってください」

　俺は彼女にそう言うと、慌てて玄関の戸を開けて家の中に入った。

「親父！　いるんだろう！　親父！」

　喚きながら親父の部屋へ駆け上がっていくと、親父はいつものように酒を食らって、ソファで平和そうに寝ている。その親父を俺はたたき起こした。

「起きろよ！　客だ。玄関に客が来ている！」

「なんだ……汀？　うるせぇなぁ。ぎゃあぎゃあ騒ぐな」

　親父は渋々起き上がって玄関へ行く。だが親父も彼女を見て驚いた様子だった。

「先ほどお電話をした者ですけど……」

「え……」

「お願いです！　私の話を聞いてください」

　親父は困った顔をする。だが、彼女は必死な顔で親父を見ている。それで、親父はしかたなく彼女を居間へ上げた。俺は気になったが立ち聞きするのもおかしいので、そのまま二階の自分の部屋へ上がった。仕事関係ならお茶ぐらい出した方がいいのだろうが、どう見ても仕事関係とは思えない。飲み屋関係なら俺の知ったことではない。

　それからかなりたってから、（もう帰っただろう……）と思って、二階の部屋からおりてくると、ちょうど彼女は帰るところだった。

「ありがとうございました。これでなにもかもはっきりします！」

　彼女は泣きながら何度も親父に礼を言って帰っていった。

（なんなんだぁ……？）　

　彼女は来たときとは別人のように興奮していたようだ。

「あの人はなんだったんだよ？」

　親父に聞くと、親父は面白くなさそうな顔で答える。

「ガキには関係ない」

（なんだと……この野郎。そのガキに苦労させているのは誰だ！）

「新しいお袋かと思ったのになぁ〜」　

「アホか！」

　親父は喚いてまた自分の部屋に戻る。そんな親父の部屋を何気なく覗いたら、テーブルの上にはネガが山積みになっていた。どうやらなにかを探したらしい。

「なんだよそれ？」

「なんでもないからあっちにいけ！」

　親父は手で俺を追い払うマネをして怒鳴る。俺はむかついてドアを勢いよく閉めた。

（俺は犬じゃねぇ！）

　それっきり親父はその女性のことはなにも教えてくれなかった。
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　その翌日には鷲高さんのハンカチがクリーニングから戻ってきた。俺は彼が来るのを待ったが、彼は姿を見せなかった。俺が学校でシフトに入っていないときは、東海さんに彼が来たら渡してもらうように頼んでいたのだが、彼はあれっきり来ないと言う。

（やっぱり怒らせたのかな……）

　なんて不安に思っていたある日のことだ。俺は親父とまた派手に喧嘩をしてしまった。

「親父、デジカメで撮った写真がどうして信用できないんだ！」

「当たり前だろうが！　あんなもの、後でどうにでも加工できる。写真というのは、その一瞬を捉えてこそ写真なんだ。いいか、てめえのオモチャはカメラじゃない。それは絵を描く道具だ」

「ふざけんな！　芸術のどこが悪いんだ。親父なんかになにがわかる！」

「一人前の口を利くんじゃねぇ。てめぇみたいな写真下手で映像オンチのガキになにがわかる」

「俺のどこが写真下手なんだよ！」

「そうだろうが。なんだあの写真は？」

「うるせぇ！　親父みたいなアナログジジイに、俺の写真がわかってたまるか！」

「なんだと！　ガキのくせにふざけるな」

「そのガキに苦労させているのは誰だよ！　てめぇだろうが！」

「俺がいつおまえに苦労させた」

「させているじゃないか！　酒ばかり飲みやがって！」

「俺が働いて稼いだ金だ。なにに使おうと俺の勝手だ」

「この野郎！　それでも父親か！」

　俺は頭にきて親父を睨んだ。だが、親父もムッとした顔で俺を睨み返す。

「文句があるなら一人前になってから言え！」

「ああ、わかったよ。こんな家、こっちから出ていってやる！　てめぇなんか酒に飲まれて死んじまえ〜！」

　俺は怒鳴ると、そのまま家を飛び出した。

（くそったれ親父がぁ〜！）

　だけど、売り言葉に買い言葉で家を出たのはいいが、行くところがない。財布の中は給料日前で二千円足らず。心細い限りだった。

　それで大学の友人のアパートに泊めてもらおうと訪ねたが、運悪く奴は出かけていて留守だった。携帯に電話をしても、「お客様のご都合により〜」というメッセージが流れる。しかたなく、一時間ほどアパートの前で粘ってみたが、帰ってきそうにないので諦めた。

（どうしようかなぁ……）

　今さら家に帰るのは嫌だ。祖母ちゃんのところへ行ってもいいが遠い。明日は朝からバイトが入っており、祖母ちゃんのところへ行ったら、朝の四時起きで出てこなければ間に合わなくなる。

　東海さんの家に泊めてもらいに行こうかとも考えたが、住所をはっきりと聞いていなかった。　とにかく今夜一晩だけ過ごせばなんとかなると開き直った。

　それで俺は、とりあえず24時間営業のファミリーレストランで徹夜をすることにした。レストランは駅前にあり、バイトしているホテルの近くにあった。

（一番安いスパゲティでいいか……）

　なんてしみったれたことを考えながらチャリを駐車場に止めて中に入ろうとした時、赤のフェラーリが俺の少し先で止まる。

（派手な車だなぁ……）

　と思って見ていると、その車はゆっくりとバックしてきて、俺のすぐ傍に止まった。運転していたのは鷲高さんだった。

「久谷君！」

「鷲高様……」

　俺は急いで、車の方へ駆け寄った。すると、彼は車から降りてきた。

「制服ではないので違うかなと思ったのですが、やはり久谷君でしたね」

「こんばんは。先日は申し訳ありませんでした」

「いいえ、そんなに気にしないでください」

「ですが……」

　俺が恐縮すると彼はニッコリ微笑む。その顔はとても優しそうで、俺はなんとなく恥ずかしかった。不思議な人だと思う。彼からは俺を包み込むようなオーラが出ており、なにがどうとは言えないのだが、話しているだけで気持ちがワクワクしてくる。

「ひょっとして君は大学生ですか？」

「はい、二年生です」

「やっぱり。ではウエイターはアルバイトだったのですね？」

「はい。すみません。この前のハンカチをお返ししなければいけないのですが、店の方に置いていて今は持っていないのです」

「ああ、あれはいつでもいいです。それより、こんな時間にどこへ？　夜遊びは感心しませんね」

「嫌だなぁ……。夜遊びなんかじゃないんです」

　俺は苦笑して、友人のところへ行ったら留守だったことを話した。すると彼はそれならこれから一緒に食事をしないかと言う。鷲高さんは仕事帰りで、どこかで夕食を食べようと思っていたところらしい。

「一人で食べるのは寂しいですからね」

　そう言って誘われると、俺も断れない。それに、正直に言うと俺も腹が減っていた。

「じゃ、お言葉に甘えてご一緒させてください」

「よかった。それでは、乗って」

「はい」

　俺は頷いて彼の車に乗った。彼は俺を乗せるとすぐに車をスタートさせる。

（この車、フェラーリの新型だよな。三千万はくだらないはずだ……）

　その車は発注から納品まで一年半は掛かると言われている高級スポーツ車だった。俺は思わず珍しさに車内をキョロキョロと見回していた。こんな車、もう二度と乗れるかどうかわからない。

　だけど、これが運転している奴がいかにも金持っていそうなオヤジだったらむかつくが、鷲高さんみたいに格好いい人だと絵になるというか決まっているから不思議だ。

「久谷君はなにが食べたいですか？」

「俺はなんでもいいです」

「遠慮しなくてもいいですよ」

　恐縮する俺に鷲高さんは優しくそう言う。俺はますます困った。そんな俺を鷲高さんは楽しそうに見返す。見つめられると恥ずかしい。

（前を向けよな。事故ったらどうするんだよ）

　そう思いながら、俺はわざとらしく窓の外の景色を見た。そんな自分がなんとなくおかしい。

　まるでデートに誘われて喜んでいる女の子みたいなのだ。

（俺って変じゃないか……？）

　そう思っても、このドキドキは止まらない。俺はいつの間にか手に汗をかいていた。

　彼が俺を連れて行ってくれたのは洒落たレストランだった。店内はシックな造りになっており、オープンキッチンで三六〇度店内から見回すことができる。そのキッチンを囲むようにしてテーブルがあった。ピアノの生演奏も聴けて、一角にはバーカウンターもある。とても学生の身分では食べに行けるような店ではなかった。

　俺たちは店内の奥にある個室の一つに案内された。どうやら鷲高さんは顔なじみらしく、案内してくれたボーイと親しげに会話を交わす。その部屋は白で統一されており、椅子や楢のテーブルは斬新なデザインだったが、落ち着いた雰囲気があった。だけど俺はなんとなく落ち着かない。

「どうしました？　やはり和食がよかったですか？」

「いいえ……。その、なんだか落ち着かなくて」

　素直に答えると、彼は楽しそうに声を上げて笑う。

「久谷君がバイトしているホテルのレストランだって、こんな感じではありませんか？」

「それはそうなんですが。俺はレストランの方には入ったことがないんです」

　俺は苦笑して答える。

「何か飲みますか？　あ、ひょっとして君は未成年？」

「はい。俺はまだ十九才です」

「そうですか。それではアルコールを勧めるわけにはいきませんね。君を酔わせてみたいと思ったのですが残念ですね」

　そう言って鷲高さんは意味深に微笑んだ。

　俺はそんな彼を見てドキッとしてしまった。やっぱり俺、なんか変だ。

「え……？」

　焦ってマジマジと鷲高さんを見返したら、彼はおかしそうに笑う。

「本気にしましたか？」

「いえ、その……」

　なんとなくバツが悪い。

（冗談かよ……）

　それなのに俺のドキドキは収まらない。これではまるで本当にデートしているみたいだ。

　俺は男なのに……。鷲高さんはそんな俺にメニューを勧め、なにを食べるかと聞いてくる。彼の動作の一つ一つがスマートで洗練されており、俺はマジにエスコートされている気分だった。

　俺が綺麗な女の子だったら、彼はもっと本気になって口説いてきたかもしれない。自分が男なのがなんとなく申し訳ないような気がした。

　だけど、さっき彼は妙なことを言った。俺なんかを酔わせても面白くないのに変な人だ。

　メニューを見てもわからないので彼に選んでもらい、俺たちは食事をした。料理もさすがに美味しくて、俺は普段食べたことがないようなフォアグラとかキャビアに感激してしまった。もちろん俺にもメンツがあるので顔には出さなかったが。キャビアはこんなものかなと思ったけど、フォアグラは柔らかくて美味しかった。

　その夜の食事は忘れられなくなるほど素敵だった。

「あの、鷲高様はお仕事はなにをしていらっしゃるのですか？」

　食事の合間に気になっていたことを聞くと、彼は少し困った顔をする。

「久谷君、その様づけはやめてください」

「あ、すみません」

「それとも、私なんかと友達になるのはいや？」

「え……？　そんな、そんなことはありません！」

「それでは友達になってくれますか？」

「俺なんかでいいんですか？」

「いいも悪いも、私がお願いしているのです」

「は、はい……」

「では、言い直して」

「鷲高……さん」

「はい、ＯＫ」

　彼はそう言って楽しそうに笑う。俺はなんだかくすぐったいような気分だった。

　俺、やっぱりおかしいと自分で思う。大人の、それも俺よりもずっとグレードの高い人と話しているのに、気兼ねをせずに普通に話すことができる。彼とこうしているだけで気持ちが弾んでくる。やけに興奮している自分を感じていた。鷲高さんは始終穏やかで、この前のような鋭さは少しも見せなかった。

「久谷君は下の名前はなんて言うの？」

「え？　言わなければ駄目ですか？　その笑わないと約束してくれますか？」

「いいですよ。でも、どうしてです？」

「俺、『なぎさ』って言うんです」

「『なぎさ』君？」

「はい」

　俺は頷いてテーブルの上に指で字を書いた。

「『汀』って書いて、『なぎさ』と呼ぶんです。女の子みたいで嫌なんです」

「どうして？　いい名前じゃないですか」

「鷲高さんは？」

「『真幸まさゆき』です」

（鷲高真幸さんかぁ……）

　俺はあらためて彼をマジマジと見返していた。だけど、そのとき俺は自分たちがまるで中学生の初デートのような挨拶を交わしていることに気づかなかった。よく考えれば、下の名前なんてどうでもいいことなのだ。それなのにそんな些細なことを気にしていた。

「仕事は公務員です」

（へぇ……そうなんだ）

　そのわりには服装とかが派手だ。変には思ったが彼が嘘をつくとは思えない。外務省とか文部科学省とかのいわゆる高級官僚と呼ばれる国家公務員なのだろうか……？

「さぁ、食べましょう」

「はい。いただきます」

　俺は頷いて炭火焼きのステーキにかぶりつく。鷲高さんは経済問題から最近のドラマまで話題の豊富な人だった。その上、聞き上手で、俺はいつの間にか彼にうちの家庭の事情や、親父と喧嘩して家を飛び出したことを話していた。俺がこのまま家を出て一人暮らしをしたいと言うと、それまで黙って俺の話を聞いていた彼が聞く。

「それで、汀君はこれからどうするつもりなのです？」

「どうって……」

「家を出たいという君の気持ちはわかります。ですが、実際問題として一人暮らしをするにはアパートを借りなければいけません。アパートを借りるには、保証人もいりますし、敷金、礼金も掛かります。ワンルームを借りるにしてもそれなりの金額が必要になってきます」

「生活費はバイトしているからなんとかなるし、保証人は祖母に頼めばなってくれると思います」

　俺は思わず言い返していた。もちろんカッとなって家を飛び出してきたから、本当はそこまで考えてはいなかった。

　だけど、それを鷲高さんに白状するのは、自分がガキだと思われるようで嫌だった。

「汀君の気持ちはわかりますが、無茶なことをしてはいけませんよ」

「鷲高さん……。鷲高さんは、うちの親父を知らないからそんなことを言われるんです。本当に最低の親父なんです」

「確かに君の話を聞いているとあまりいいお父さんではないかもしれません。ですが、君にとってはたった一人のお父さんなんです」

「あんな親父はいない方がいいんだ」

　俺がそう言うと、鷲高さんは急に厳しい顔になる。

「汀君。そんなことを言ってはいけません」

「鷲高さん……」

「叱るつもりはないんです。ただね、君はお父さんに甘えているような気がします」

「俺がですか？」

（冗談だろ……）

「そうです。父親としてではなく同じ男としてお父さんを見てごらんなさい」

「俺は……。鷲高さんは俺に家に帰れと言われるんですか？」

　俺はだんだんむかついてきた。

「頭を冷やしてよく考えてごらんなさい。一人で生きるのは気楽ではありますが、寂しいものです。君はまだ若いからわからないでしょうけど」

　そう言って、彼は寂しそうに笑った。

（この人は……？）

「あなたはお一人なんですか？」

　その言葉を俺はかろうじて飲み込んだ。聞いてはいけないような気がしたのだ。そこまで立ち入ってはいけないような気がする。

「それで、今夜はどうするつもりなんです？」

「どうって……」

「よかったら私のところに泊まりませんか？」

「え……」

　俺は驚いて彼を見返した。その申し出は俺にとってはありがたいことだった。だけど、彼の好意に甘えてもいいのだろうか？　咄嗟に返事ができず困っている俺に、彼は言う。

「遠慮はいりません。私は一人暮らしですから。それに君ともう少しゆっくり話がしたい。私と話すのはいやですか？」

「いいえ」

　思わず即答で答えたら、彼は嬉しそうに微笑む。俺もそんな彼を見て嬉しくなった。

　この人のことがもっと知りたいと純粋に思う。一見穏やかで優しげに見える彼の陰の部分を見てみたい。彼の微笑みに隠されたもう一つの顔を俺は知りたい。

　俺はそのとき、すでに彼に魅せられていたのだ。ただ、その気持ちがフォトグラファーとしての好奇心だと自分では思っていた。それ以上でもそれ以下でもない。被写体としての彼。恋愛経験の乏しい俺にはその気持ちがなんなのかわかるはずもなく、ただ彼に魅せられていく気持ちを抑えられなかった。そんな俺に彼は熱心に自分の家に泊まるよう勧め、俺も断り切れずにその夜は彼の家に泊めてもらうことになった。




　　　　　◇◇◇




　鷲高さんの家は、都心でも一等地に建てられたいわゆる億ションと呼ばれるマンションだった。

　彼の部屋はその三十六階にあり、部屋数は男の一人暮らしには贅沢すぎるほどの広さだ。俺は玄関を一歩入ったとたんに、そのあまりの豪華さに圧倒された。

　玄関は一部屋はあろうかと思うほど広く、床は大理石で、壁には有名な画家の絵が掛けてある。

　その画家はアメリカの有名な前衛画家で、一枚何百万はくだらないだろう。家具類もすべてアンティークで統一され、重厚な中にも落ち着きがあった。

　彼の家は、俺が勤めているホテルのロイヤルスイートよりも上品で豪華だった。リビングの窓からは素晴らしい夜景が見えた。よそ様の家の中をあまりジロジロ見るのは失礼だったが、物珍しさも手伝って見ていると、鷲高さんはすぐに着替えて戻ってきた。そして俺たちはしばらく話をした。

「親父はデジタルカメラはカメラじゃないって言うけど、俺はデジカメこそ新しいカメラの形だと思うんです。デジカメは進化しています。今は画質もよくなり、普通のカメラと少しも変わりません。むしろ、カメラよりも使いやすく、誰にでも簡単に撮ることができます。これからはデジカメの時代なんだ。それなのにあの頑固親父ときたら……」

　俺はついつい鷲高さんに愚痴っていた。彼みたいな人から見たら、俺の言うことなんか『若造の戯れ言』にしか聞こえないだろうに、それでも熱心に俺の話を聞いてくれた。

　いろいろ話をして気がついたときには午前二時近くになっていた。さすがに時間も時間なので俺は眠くなってきた。するとそんな俺に気づいて鷲高さんが言う。

「汀君は明日は早いんでしょう。そろそろ休みましょうか？」

「あ、はい」

（やばい……明日、起きられるかな？）

「私のパジャマなので、汀君には少し大きいかもしれませんが」

　そう言って俺にパジャマを渡してくれる。そして、自分は部屋の用意をするからと出ていった。

　渡されたパジャマは俺にはやはり大きかった。彼と俺とでは身長の差があるから当然だが、ズボンなんてまるで時代劇の袴のようだ。しかたなく折り曲げてみたが、なんとなく不格好でおかしい。しばらくして彼は戻ってきたが、ぶかぶかのパジャマ姿の俺を見て苦笑する。

「やはり大きかったようですね」

　俺はバツが悪くて笑って誤魔化すしかなかった。

「汀君が初めてのお客様なんですよ」

　鷲高さんに案内された部屋は八畳ほどで、シングルベッドに机と椅子が置いてあり、簡素な造りだった。生活感のまるでない部屋は、どうやら普段は使われていないらしい。

「私はどうせ使わないから空き部屋でいいと言ったのですが、萩原はぎわらがもし来客があったときに困るといけないからとここにもベッドを入れたのです。それが役に立つとは思いませんでした」

　後で聞いた話では、彼の実家はここから三十分ほど離れたところにあり、この部屋の掃除やなんかは実家から来てもらっているという。萩原というのは実家の執事さんらしい。金持ちは一般人の俺なんかとは世界が違うんだよなぁ……。

「私の部屋は隣です。何かあったら声を掛けてください。お休みなさい」

「お休みなさい」

　鷲高さんは出ていき、俺はベッドにごろりと横になった。だけど、さっきまでは眠かったのになんとなく目が冴えてくる。

（なんか不思議な一日だったなぁ……）

　親父と喧嘩して鷲高さんに会って、彼に勧められるままにこうやって泊めてもらった。今日一日が夢のようだ。俺はまだ興奮している自分を感じていた。

　昨日までは客とウエイターで一度会っただけの人。その人と、まるで昔からの友人のように親しい間柄になっている。本当に不思議だ。俺よりもずっと年上で、まるで違う世界に住んでいる人だというのに。考えれば考えるほど目が冴えてくる。

　それでも明日は早いので俺は何とか寝ようと目を閉じた。寝不足でバイトに行ったら、東海さんから大目玉を食らってしまう。

（寝よう……）

　そう思って、俺は布団を勢いよく被った。

　その声を聞いたのはそれからしばらくしてからだったと思う。

　最初はなんの音なのかわからなかった。やけに煩くて俺は目を覚ました。しばらくは寝ぼけたままでそれがなんなのか気がつくのに少し時間が掛かった。

「う……うぅ……！」

　まるでなにかを押し殺すような苦痛に満ちた声。それは悲痛で獣の声にも似て恐ろしい。

（なんだ……？）

　それが人の声だと気がついて、飛び起きていた。

（鷲高さん……！）

　思わず部屋を出て彼の部屋へ行く。

「うぅ……っ！　うぁーぁ！」

　その声は彼の部屋から聞こえていた。ノックをして一声掛けてから入る。

「鷲高さん、入ります！」

　部屋の中は薄暗い。カーテンの隙間から漏れた月明りが微かに入り込んでいた。

「う！　うぅっ！　はぁ……ぁ！」

「鷲高さん！」

　俺は手探りで電気のスイッチを入れた。部屋の中が一瞬にして明るくなった。鷲高さんはベッドの横の床に上半身裸で蹲っていた。苦しそうに右肩を押さえている。その顔には脂汗が噴き出し、目は血走り苦痛に歪んでいた。昼間とはまるで別人のような彼の変化に俺は驚いた。

「大丈夫ですか！」

「……構うな」

「え……？」

　助け起こそうとする俺を彼は止める。

「私に……構うな……うっ！」

「鷲高さん……」

　彼は俺の手を払うと、唇をギュッと噛みしめてよろめきながら立ち上がり、ベッドの上の布団を掴んだ。

「はぁ！　うっ！」

　そのまま苦しそうに頭を何度も振った。布団を掴んでいる彼の手は白く変化し、身体は寒いのか小刻みに震えている。

「今……救急車を！」

「よせ！」

「ですが、鷲高さん！」

「今、クスリを飲んだから……そのうち治まる。放っておいてくれ……うっ！」

「でも……！」

　彼の苦しみ方は尋常ではなく、俺は苦しみ続ける彼を見ていられなかった。

　彼に手を貸してベッドになんとか寝かせた。彼はその間も右肩を押さえて呻き続ける。彼の右肩には無数のひっかき傷ができ出血していた。赤い血が彼の胸を伝わってシーツに落ちていく。それは壮絶な光景だった。

「なにか欲しい物があったら言ってください！」

　俺は苦痛に呻き続ける彼を見ていられずに叫んでいた。そのとき俺は、なんとか彼を助けたいと思った。だけど彼は救急車を呼ぶなという。こんなに苦しんでいるのに……。

「これは……私の罰なのだ。だから……」

「鷲高さん……」

「放っておいて……くれ」

「そんなこと、できません！」

「汀……君」

　思わず叫んだ俺を、鷲高さんは苦痛に顔を歪めながら見返す。その目はまるで助けを求めるように切なげに揺れている。それなのに彼は、俺に自分を放っておけというのだ。俺にはそんなことはできなかった。唇は紫色に変色し、その目は鬱血している。こんなに苦しんでいる彼を見捨てるなんて俺にはできない。

「お願いだから病院へ行きましょう」

「……駄目だ」

「鷲高さん！」

　彼は肩で大きく息をする。そのたびに彼の逞しい胸が上下に揺れ、傷口から噴き出した血が流れて道を作る。まるで傷ついた古代の戦士のようだった。俺は思わずその血を指でそっと拭った。彼の胸は鋼のように硬く逞しかった。

「いいから……私に構うな」

「鷲高さん！」

　彼は縋るような目を俺に向けるくせに、口では俺を拒絶する。

「どうして……どうしてなんですか！」

　俺は思わず悲鳴を上げていた。悔しくてグッと唇を噛みしめた。彼が苦しんでいるのに手をさしのべることさえ拒絶されたのだ。いくら、そんなに親しい友人ではないとはいえ悲しかった。

「俺のことを信用できないのですか？」

「違う……」

「俺がガキだから」

「違う」

「俺が嫌いなんだ」

「違うと言っている！」

　カッと目を見開いて鷲高さんは怒鳴る。だが、すぐに苦しそうに胸を押さえて呻く。

「うっ！」

「大丈夫ですか！」

　慌てて俺は彼の痛みを少しでも抑えようと、彼の背中をさすろうとした。すると、彼は俺の手を掴み、そのままベッドの中に引きずり込んだ。

「鷲高さん！」

　俺ははずみでバランスを失って彼の上に倒れ込む。慌てて身体を起こそうとすると、彼はそんな俺を抱き締めてきた。

「君は……温かい」

　そう呟いた彼は寒いのか小刻みに震えていた。

「俺の布団を持ってきます」

「いい……いいから、少しこのままで」

「は、はい」

　彼に言われるまま、そっと身体を押しつけると、鷲高さんは俺をさらに強く抱き締めてきた。

　彼の身体は汗で濡れていた。彼の心臓は力強く鼓動を打っている。その音を聞いて俺は少しだけホッとしていた。鷲高さんはときどき苦しそうに呻き、その痛みを誤魔化すように俺を強く抱き締めた。俺も痛かったが、彼の苦しみを思うとそれぐらい我慢できた。

「鷲高さん……大丈夫ですか？」

　彼は荒く息を吐くだけで答えない。俺はだんだん不安になってきた。

「まだ、寒いですか？」

　彼は小さく頷く。その髪は汗でグッショリと濡れている。そんな彼をなんとか助けたいと俺は思った。俺にできることはなんでもしてあげたい。彼の苦しみを少しでも癒したかった。

「俺にできることがあったら言ってください。俺、なんでもしますから」

　俺がそう言うと、彼は少し驚いた顔で俺を見返した。

「君は……」

「言ってください。鷲高さん！」

「汀君」

　鷲高さんは俺の名前を呟いて静かに微笑んだ。そんな彼の頬に汗が流れていく。

「私を、助けてくれますか……？」

「俺はどうしたらいいんですか！」

　思わず叫んだ俺に彼はそっと囁く。

「この痛みを……忘れさせてください」

　彼はそう言うと、俺をさらに強く抱き締めた。

「わ、鷲高さん！」

　あらがおうとする俺を押し切って、彼はそのまま貪るようにキスをしてきた。俺は咄嗟に彼を押しやろうとしたが、強い力で押し切られ、そのまま強引にキスを受けた。

「あ！」

　生まれて初めて同性からされたキスは、激しく荒々しかった。唇を力任せに吸われる。苦しくて思わず口を開くと、彼の舌がすぐに潜り込んできて、今度は口の中を貪りだした。舌を絡ませ、力任せに吸われた。振りほどこうにも振りほどけない。しだいに頭の芯がボーッとなり、目の前が潤んでくる。

　息もできないほど口づけられ、彼のなすがままになっていた。飲み込み損ねた唾液が漏れ出して滴り落ちていく。身体は急速にたかぶり、角度を変えて貪られるたびに、俺は呻き声とも喘ぎ声ともつかない声を上げていた。

「あ……っ！　あぁ……！」

　彼の唇が離れたとき、激しすぎるキスを受けていた俺は朦朧となっていた。彼はそんな俺をそっと起こす。そして、自分もゆっくりと上半身を起こすと、まるでむしり取るように俺が着ていたパジャマを開いた。ボタンがちぎれて飛んでいく。そのままパジャマを腰まで引き下ろされる。俺の胸は彼の目の前にむき出しになった。

　彼は震える手で俺の頬をなぞる。俺はパジャマに拘束されて動けなかった。彼は指で俺の頬から、そして首へとゆっくりとなでていく。まるでなにかを確かめるように。俺は、彼のなすがままになっていた。

　彼に対する嫌悪感とか恐怖は不思議と感じなかった。俺を見る彼の目は縋るように切なくて綺麗で、そんな彼に俺は魅了されていた。自分の目に彼の顔を夢中で焼き付ける。悲しげで弱々しく、それでいて凛とした信念を感じさせる。苦痛に時折眉をひそめながら、彼は真っ直ぐに俺を見ている。そんな彼を俺は助けたい。彼が望むのならこの身体を差し出してもいいと思った。俺はとっくに彼に魅せられていたのだ。

　彼の指が俺の乳首をそっと摘む。チクリとした痛みが走る。身体の芯が熱くなるのを俺は感じた。なにかに火が点く。俺は言葉を発しようとしたが口をパクパクさせただけで、それは声にならなかった。

「大丈夫です。怖くないから」

　鷲高さんは俺を安心させるようにそっと囁く。俺は黙って頷いた。すると彼は嬉しそうに微笑んだ。その顔はとても綺麗だったが、すぐに苦痛に顔を歪ませる。

「鷲高さん！」

「じきに治まります」

　荒く息を吐いて彼は答える。だけど必死に痛みを我慢しているようだ。そのまま彼は俺をシーツの上にゆっくりと押し倒した。

「鷲高さん！」

「真幸と、呼んでください」

　ねだられて俺は恐る恐る彼の名前を口にした。

「真幸……さん」

「ありがとう」

　彼はそっと囁く。その声は艶をおびてゾクゾクするほどセクシーだった。声だけで感じるなんて、それも男の声で……俺はそんな自分に戸惑っていた。

　だが、彼は僕の乳首にしゃぶりついてきた。そのとたんに足のつま先からてっぺんまで、なにかが一気に駆け上がった。

「あっ！」

　思わず喘いでずり上がろうとする。彼はそんな俺を力任せに引き寄せる。そのまま左右の乳首をしゃぶられ、俺は知らず知らずのうちに身体をくねらせていた。

「はぁ……っ！　あ！　んっ……！」

（今のは俺の声か？）

　唖然とした俺を彼は満足そうに見る。自分がそんな声を上げたことが信じられずに俺は動揺していた。まるで自分が自分でないようだった。

　彼はさらに強く俺の乳首を吸う。男でもそこを愛撫されると感じるなんて今まで知らなかった。

　俺の乳首は彼の唾液でダラダラになり、プッと膨らんで赤くなる。そこからジンジン疼きだし、身体中に熱がうごめき始める。身体はカッと高揚し気持ちを抑えられない。前が張りつめてきた。

　そのとき俺は自分が欲情していることに初めて気づいた。同性である男にさわられて感じるなんて、なんてことだ。だけど、俺のペニスは痛いほどに勃起してくる。身体はますます熱くなって、ズボンが煩わしくなった。

　そのうち我慢できなくなり、俺は腰をそっと浮かせて自分でズボンを脱ごうとした。すると、それに気づいた彼が俺のズボンを乱暴に脱がせる。そのまま下着も一気に引き下ろされ、俺は素っ裸にさせられた。

　彼は俺をシーツの上に押さえつけて、ジッと真上から見下ろす。その顔は獰猛な獣のように荒々しかった。彼の瞳は欲望を色濃くにじませていた。俺は今、裸で男に組み伏せられている。理性が頭をもたげてくる。俺は屈辱を感じて唇を噛んだ。

　すると、彼はなにを思ったのか、俺の唇を指で強引に開けさせ、自分の指を噛めとばかりに差し込んできた。俺が驚いて見返すと、首をたてにふって頷く。だが、俺にはそんなことはできなかった。

（真幸さん……）

「噛んで。さぁ、噛みなさい！　私はあなたにこれからもっと酷いことをするんです。だから、思いっきり噛みなさい！」

　俺は彼の指を銜くわえたままで嫌だと頭を振った。

　それでも彼は許そうとはしない。彼は本気なのだ。俺は覚悟を決めるしかなかった。

　彼を助けると言った。彼の苦痛を和らげるためならなんでもしようと思った。だから、俺は決心をした。銜えさせられた彼の指にそっと歯をたてる。

　言われるまま噛む。彼は低く呻いて深呼吸をする。俺の頬には一滴の涙が流れていた。

　彼は食いつかんばかりに俺を見ている。その目は爛々と輝き、獲物を前にした獰猛な獣のようだった。

　そして、彼は俺にむしゃぶりついてきた。

「真幸さん！」

　俺は悲鳴を上げてシーツに沈む。そんな俺の上に彼は乱暴にのしかかり、まるで飢えたように俺の全身を舐めだす。しゃぶっては噛み、噛んでは舐める。俺はただ彼のなすがままだった。

「あ……やぁ！」

　俺はひたすら喘ぎ続けた。首から胸へ、胸から腹へと、彼は執拗に愛撫していく。乳首を何度もしゃぶられ吸われる。男でもそこが感じるのだと生まれて初めて知った。

　彼は乱暴に俺の身体を扱った。ベッドは軋み、俺の悲鳴とも喘ぎともわからない声が部屋中に充満していく。彼は何度も苦しそうに呻きながら、それでもやめようとはしない。

　彼の息は荒くなり、俺をさらに煽っていく。俺は全身を淫らにくねらせて彼の愛撫を受け続けた。そして、さんざん俺を喘がせた後、彼は俺をベッドに俯せに押しつけて、尻を高々と突き上げさせ押し入ってきた。

　俺のそこは彼の舌で舐められてはいたが、初めてだったので、そう簡単に彼を受け入れられるはずがない。俺は全身を引き裂くような激痛に悲鳴を上げ続けた。そのうち、彼は焦れて俺の尻を乱暴に叩く。俺はただひたすら泣き叫んでいた。

「い、痛い！　やめろ！　やめてくれ……！」

　身体中がバラバラになるような激痛が俺を襲い続ける。俺はいつしか彼を罵倒していた。それでも、彼はやめようとはしない。何度も何度もねじ込んでは引き出し、さらに奥へとねじり込む。

　汗と涙でグチャグチャになりながら、彼の獣のような呻き声が俺を追いつめていく。

　それは自分の欲望を満足させるだけの行為でしかなかった。俺は、自分の甘さを後悔する余裕すらなく、ただひたすら彼に攻められ続けた。

　そして彼が俺の中に勢いよく放ったとき、俺は意識を手放していた。

「汀」

　俺を呼ぶ彼の声を遠くに聞いたのだった。
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　翌朝、目を覚ますと、心配そうな彼の顔がすぐ傍にあった。

「目が覚めましたか？」

（鷲高さん……？）

　俺は一瞬、ここがどこなのかわからなかった。

「俺は……」

　そう言おうとして、声がガラガラでまともに出ない。

（親父と喧嘩して家を飛び出して……それから、夕べ確か鷲高さんに会ったんだ。それで、彼の家に泊めてもらうことにして……あ！）

　昨夜の記憶が蘇ってくる。俺は焦って飛び起きようとしたが、身体を少し動かしただけで全身に痛みが走った。思わず呻いてシーツに沈んだ。

「い、痛い……！」

「大丈夫ですか？　どこが痛いんです！　やはりお医者さんを呼びましょう」

　そんな俺を見て鷲高さんは心配して騒ぐ。だけど、元はと言えば彼が原因だった。

　今朝の彼は昨夜とは別人のように元に戻っていた。俺は焦って電話しようとする彼を慌てて止めた。

「やめてください。医者になんて言うんです」

「それは……ですが……」

　彼は困った顔で俺を見返す。俺はそんな彼にそっと手を伸ばした。

「もう、大丈夫なんですね」

　すると彼はそんな俺の手を握りしめる。

「汀君のおかげです。あなたが傍にいてくれたから痛みはなくなりました」

「鷲高さん……」

　俺は恥ずかしくて真っ赤になっていた。すると、彼はそんな俺に少しムッとした顔で言う。

「真幸と呼んでくれる約束でしたよね」

「あれは……」

「さぁ、呼んで」

　どうやら呼ばないと許してくれそうにない。強引な人だ。

「……真幸さん」

「汀君」

　鷲高さんは俺の名を呼び返してそっとキスをしてきた。俺は拒否しようかとも思ったが、なぜかできなかった。そのまま彼は労るような優しいキスをする。そのキスはとても甘かった。彼はゆっくりとのしかかってきた。

「ちょ……ちょっと、やめてください！」

　慌てて彼を押しやろうとするができない。

「俺はバイトに行かないと……遅刻する！」

「今日は休みなさい」

「そんな、駄目だ。俺は大学は休んでもバイトは休んだことがないんだ！」

　彼は喚く俺に諦めろという顔で時計を見せてくれた。

「げ！　八時過ぎてる……」

　俺は唖然としてしまった。今から行っても間に合わない。俺はしかたなくホテルに電話を入れて、東海さんに今日は風邪で具合が悪いので休むと連絡したのだった。

（最悪だよなぁ……）

　男同士のＳＥＸがこんなにハードだとは思いもしなかった。それなのにその元凶の男は上機嫌なのだ。

（一発ぶん殴ってやろうか……？）

　ムッとなって見返すと、そんな俺に気づいたのか彼は素早く手でガードする真似をした。

「察しがいいですね」

「当然でしょう。君の考えていることぐらいすぐにわかります」

「へぇ……そうなんだ」

　俺はむかついて思いっきり足で蹴った。

「痛い！　汀君、足を出すとは卑怯です」

「誰が卑怯だよ。俺にこんなことをしておいて、よくそんなことが言えたな！」

「では、責任を取らせてくれますか？」

「え……？」

「私と真面目にお付き合いをしてください」

「お付き合いって……あのなぁ、俺は男だ！」

　俺はいつの間にか地を出してしまっていた。今さらあんなことをされたのに格好をつけるのもおかしい。ところが喚く俺に彼はすまして言う。

「知っていますよ。夕べ汀君の素敵な身体を全部見せてもらいましたから」

「あれは!!　あれはその……鷲高」

「真幸です」

（煩い奴だ）

「真幸さんがあんまり苦しんでいるから、つい仏心を出したんだ。どこか悪いところがあるなら早く病院に行った方がいいよ」

「ありがとう。でも大丈夫です。ときどきああなるだけですから」

「ときどきって……あのなぁ」

「それより、汀君。夕べはすみませんでした」

「もう、いいって」

「よくありません。私だけがいい思いをして、あなたを楽しませてあげなかった」

（そっちかよ！）

「ちゃんと楽しませてあげないと私の気がすみません」

「いや、いいって」

「駄目です。この鷲高真幸、恋人をないがしろにして一人だけイったとあっては、ご先祖様に合わせる顔がない」

「ち、ちょっと……恋人って、俺のことか……？」

　わけがわからず尋ねた俺に、彼はニッコリ微笑んで答える。

「もちろんです」

　俺は唖然として彼を見返していた。

（こいつ……変だぁ〜！）

　なにもかも揃った完璧な人間はいないと誰かが言っていたが、そうなのかもしれない。

「もしかして、真幸さんて『変』な人かよ？」

「私がですか？」

「そうだ！」

「うーん、どうでしょうか？　上司からは『君は他人の言うことを全然聞かない！』と文句を言われます。部下からは……私の部下に一人面白い男がいるんですが。その男は風貌が『海坊主』にそっくりなのでそう呼ばれているのですが、本当は気のいい男なんです。その彼に言わせると、私は彼よりも滅茶苦茶な人間だというのです」

「滅茶苦茶……？」

「はい。私のことを、笑いながらマシンガンを連射して回る男だと言うのですよ」

　鷲高さんは楽しそうにそう言って笑う。

（マシンガンね……）

　わかったようでわからない。とりあえず、彼がどこかおかしいのだけははっきりした。もっとストイックで厳しい人かと思ったら、とんでもない人だったのだ。

　彼の身体は何か運動でもしているのか逞しくがっしりしていた。だが、何気なく彼の右肩を見て俺はハッとなった。昨夜は気づかなかったがそこには大きな傷痕があった。それほど古い傷ではないようだ。

　そう言えば、彼は苦しみながらときどき右肩を押さえていたのを俺は思い出した。夕べあんなに苦しんでいたのは、その傷が原因だったのだろうか……？

　俺はそっと手で彼の肩の傷をなぞる。すると、彼はそんな俺の手を苦笑して掴んだ。

「もう、大丈夫ですよ。ときどき夕べみたいに疼くだけです」

（やっぱりこの傷が原因だったのか……）

「それより、汀君。昨夜はあなたをゆっくり見ることができなかった。もう一度私に見せてください」

「冗談だろ」

「大丈夫です。もう、あんな痛い思いはさせませんから。夕べあなたを愛してあげられなかったからお詫びにちゃんと愛してあげたい」

「いいって……」

「よくありません」

　彼はそう言うと、俺をそっと抱き締める。俺は嫌がって逃げようとしたが、なんなく押さえつけられ、そのままキスをされた。

「汀……」

（あ……！）

　彼の唇が近づいてくるのはわかっていたのに、俺はそれを拒否できなかった。

　そのまま唇が重ねられる。彼にジッと見つめられ、俺はどうしていいかわからない。困って目を閉じた。どうして俺は彼とキスをしているのだろう？

　自分でもわからない。だけど、彼とのキスはとても心地よかった。舌で唇をなぞられ、恐る恐る口を開くと、彼の舌が潜り込んできて、俺の口内を吸い始める。そのうち息が上がって、俺は肩で荒く息をしていた。

「あ……！　あぁっ……！」

　彼はキスが上手い。思わず彼の背中に腕を回して縋り付く。すると彼はさらに俺をギュッと抱き締めてくる。腰に硬い物が当たる。彼が勃起しているのを肌で感じた。そんな彼に誘われるように前が張りつめてくる。

　キスをしているだけだというのに、たかがキス一つで身体がたかぶりだす。そんな自分が信じられない。思いきり口の中を吸われ、彼から解放されたとき、俺はもうふらふらになっていた。

　そんな俺を楽しそうに見ながら、彼はゆっくりと布団を剥ぐ。俺はそれを止める気力も起きなかった。ただ、だらしなく寝そべっていた。そんな俺を彼はジッと見つめる。彼の視線を肌で感じた。振り返ってみると、彼は苦笑して言う。

「そんな潤んだ目で見ないでください。また、あなたが欲しくなる」

（冗談じゃない！）

　焦って飛び起きようとした俺を彼はそっと止める。

「大丈夫です。夕べ無理をさせてしまいましたから、優しく愛してあげます」

　そっと俺に囁いて、首筋に唇を押しつけてきた。

「あ……！」

　俺は喘いでシーツに倒れ込んだ。すると彼は夕べとは別人のように俺の身体を労るかのようにキスをしていく。夕べさんざんやられたせいか、俺の身体はそんなキス一つにも敏感に反応する。

　身体はたまらなく熱くなり、前がすぐに張りつめてきた。先端からは先走りのものがチロチロと流れ始め、シーツにシミを作っていく。

「もう、感じてきたんですね」

　彼はそれを見て嬉しそうに言い、そっと俺のペニスを握りしめる。

「あ……っ！　駄目だ……それを離せ！」

「さぁ、もっといい気持ちになってください」

「真幸……さん！」

「汀の身体は、とてもしなやかで綺麗です」

　彼はそう言って俺の身体の隅々までキスをしていく優しく唇を押しつけ、そっと吸う。俺はそんな彼の愛撫にただひたすらすすり泣きだしていた。

「あ……！　はぁ……ん！やぁ！」

　前を扱かれ、乳首を舌で転がされて、俺は喘ぎ続けた。身体は素直に快感を求めだし、ダラダラと止めどなく雫は流れていく。彼の手の中で俺のペニスはビクビクと震え続けていた。それがしだいに熱くなり、痛いほどに張りつめている。俺はもうなにも考えられなくなる。

　ただ、彼が与えてくれる快感に酔っていた。そして、彼は俺の足を大きく開かせるとそこに躊躇いなく顔を埋める。

「あ……あぁ……！」

　俺は甲高い声で喘いで仰け反った。俺のペニスは彼の温かい口内に取り込まれ、嬉しげに震えている。彼は手で袋を弄りながら、唇を使って丹念に俺をすき上げていく。

「やぁ……！　駄目だぁ……！」

　俺は思わず彼の髪を掴んで喘いでいた。どうしようもないほど気持ちがよかった。汗が噴き出してくる。身体をくねらせればくねらすほど、彼の口の中で俺のペニスは撓っていく。舌で先端を突きながら唇で根元を締め付ける。そして、それを何度も繰り返して俺を追い上げた。

　しゃぶられ突かれ舐められる。それは壮絶な快感だった。俺は声にならない声を上げてよがりだし、そして、彼が俺のペニスを舌で強くすき上げたとき、とうとう我慢できずに身体をピーンと硬直させると、そのまま一気に彼の口の中へと上り詰めた。勢いよく放っていた。

　彼はそれをすべて飲み干して満足そうに微笑んだ。俺はグッタリとなって倒れ込んだ。

「では、私はシャワーを浴びてきます。後でお風呂に入れてあげますから、いい子で待っていてくださいね」

　鷲高さんはまるで子供にでも言うようにそう言うと、ベッドから立ち上がって寝室を出ていく。俺はそんな彼の後ろ姿をぼんやりと見ていた。

　そのまま俺は眠ってしまっていたらしい、次に目が覚めたときには彼の姿はどこにもなかった。

　ベッドの横に走り書きと鍵が置いてあり、急な仕事で出かけるので帰るときは鍵を掛けて帰るようにと書いてあった。鍵は俺に預けておくという。どうやら眠っている間に彼が俺の身体を拭いてくれたらしい。新しいパジャマを着ていた。

　はずみとはいえ、俺は男とやってしまったのだ。こんなに簡単に同性の男と寝てしまうなんて、自分でも信じられない。

　だが、鷲高さんに対して嫌悪感もなければ、抱かれたことに不思議と後悔もしていなかった。

　それよりもむしろ、俺はもっと彼の違う顔を見てみたいと思った。そんな自分に正直戸惑った。

　男とＳＥＸして、もっと彼を知りたいと思うなんて普通ではない。

（惚れたのか……？）　

　ファインダー越しに彼を見てみたいと思った。

　彼の笑顔の裏に隠された本当の顔を写してみたいと……。

　だけど、こうやって身体を合わせて彼と特別な関係になってもその欲望は尽きない。

　もっと彼が知りたい。彼の心の底を覗いてみたい。彼がなにを考え、なにを思い、なにに悩んでいるのか……それが知りたかった。そう思って俺はギョッとなった。

（これじゃ恋だ）

　そうなのだ。俺は彼に恋しているのだ。

　その思いは被写体を超えている。胸がギュッと痛む。その痛みは俺の身体に甘い疼きを運んでくる。痛みすら快感に感じるとは、俺はおかしくなったのかもしれない。

「鷲高真幸」という一人の男と出会っただけで、自分が変わってしまうなんて……。

　だけど、俺はその思いを打ち消すことはできなかった。

（これからどうしたらいいのだろう……？）

　わからない。それに、俺は彼のことをなにも知らない。彼が俺のことをどう思っているかもわからない。俺みたいなガキを彼が相手をしてくれるとは思えないが、それでも俺は自分の気持ちを誤魔化すことができなかった。

　自分と彼との差をあらためて思うと、ふいにわけのわからない不安を感じた。気持ちが勝手に滅入ってくる。身体の痛みよりもその気持ちの方が俺には数倍もつらかった。

（なんかなぁ……）

　俺はため息を吐いていた。家の中は静まり返っている。昨夜は気づかなかったが寝室は広く、アンティークな家具が置いてあり、床にはペルシャ絨毯が敷き詰められていた。俺なんかにはどう見ても場違いな部屋だ。なんとなく居心地が悪くなり、俺は痛む身体を起こしてベッドから起きあがった。

　そして、そのまま着替えをすませると、鍵を掛けて彼のマンションを出たのだった。
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　親父と喧嘩して出てきていたから、家に帰ろうかどうしようか迷ったが、他に当てもないので俺は家に帰ることにした。それに、鷲高さんとのことを思えば親父との喧嘩なんて可愛いものだ。

　ところが家へ帰ると、親父は玄関先で見知らぬ男と派手に言い争いをしていた。その男は背は低かったが、がっしりとした体格をしていた。

　人相はものすごく悪く、目はギョロ目で頭は坊主頭、いかにも陰湿そうな目つきをしており、見るからにガラが悪い。俺はその男を見てヤクザかサラ金の取り立て屋かと思った。

「帰れ！　帰れ！」

　親父はものすごい剣幕で男に向かって怒鳴る。だが男も負けてはいない。そんな親父に、唾を飛ばして怒鳴り返す。

「そんな言い方はないだろうが！」

「俺は知らないと言っているんだ。何度同じことを言わせる！」

「ちゃんと考えたのかよ」

「うるさい！　さっさと帰れ！　このタコが！」

「タコ……！　タコとはなんだ！　タコとは！　貴様、俺を侮辱する気か！」

　二人は掴みかからんばかりの形相で睨み合う。

「親父、なんだよ……いったい？」

「汀、いいところに帰ってきた。おまえ塩を持ってこい」

「え……？」

「いいから早くしろ！」

「う、うん」

　わけがわからないまま台所へ走って塩の入った袋を持ってくると、親父はそれを俺から取り上げ、いきなりその男に向かって塩を投げつけた。

「一昨日きやがれ〜！」

「わぁ〜！　なにをする！」

　男は悲鳴を上げた。それでも親父はやめようとはしない。さらに乱暴に塩を投げつけられて、男はそれに閉口したのか、そのうち逃げるように帰っていった。

　男がいなくなると、親父は「あ、せいせいした！」と言って、俺に残りの塩を押しつけ、自分はさっさと部屋へ入ってしまった。

（なんなんだ……？）

　俺は呆れてそれを見ていた。すると、閉まったはずの玄関の戸がスルスルと音もなく開く。

（え……？）

　驚いて見返したら、男が戸の隙間から少し顔を出した。

（帰ったんじゃなかったのか……）

　そして、玄関に親父がいないのを確認すると、俺に向かってニッコリお愛想笑いをする。

　だが笑うと皺だらけの顔になり、まるで妖怪のように不気味だった。俺は思わずギョッとなった。すると男は、そんな俺に手招きをするのだ。俺はしかたなく男の傍へ行った。

「君は息子さん？」

　親父を気にして小声で聞いてきた。

「そうですけど」

　思わず俺も小声で答える。

「あなたは？」

「俺は、西波にしなみ署の平沢ひらさわというんだけど」

「え、西波署？　というと、刑事さんですか？」

　驚く俺に、彼はもったいぶった顔でポケットから警察手帳を出してみせる。俺は思わずそれをしげしげと見返していた。

（刑事かよ……ヤクザより人相が悪いぞ）

「最近、ここにこの人が尋ねてこなかった？」

　平沢刑事は、俺に一枚の写真を渡す。

　その写真はどこかスナックかバーで撮られたものらしく、ボトルの並んだカウンターを背にして女の人が一人写っていた。髪は茶髪で、顔には醜悪なほどこってりと厚化粧をしており、真っ赤なスーツを着ていた。酔っているのか、口はだらしなく半開きにして誘うようにこっちを見ている。見たことのない女だった。

「いいえ。来ませんでした」

「本当に？」

「ええ。俺が知っている限りでは見たことがありません」

　こんな派手な女が来たら覚えているはずだ。

「そうか……」

　平沢刑事はなにか考えているようだったが、すぐに礼を言って写真を俺から取り上げた。

「この人がどうかしたのですか？」

「うん、まあな」

「俺がいないときに来たのならわかりませんが、俺の知る限り来ませんでした」

「そうか。ありがとう。しかし、君も大変だな。あの親父はなんだよ」

　俺が苦笑したとき、親父が俺を呼ぶ声がする。

「おい、汀！」

　それを聞いて平沢刑事はギョッとした顔になり、「じゃ、なんか電話してくれよ」、そう言って俺に名刺を渡すと、そさくさと帰っていった。

（なんなんだ……？）

　俺はわけがわからずに首をひねったのだった。

「汀、腹減った。なにか食わせろ！」

　親父は部屋から怒鳴っている。

（あの野郎……）

　俺はむかついて、ため息を吐いた。それでもしかたなく夕飯の用意をしたのだった。
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　食事の時に、あれだけ大げんかして出ていったので嫌みを言われるのかと思ったら、親父はなにか考え込んでいる様子で、まるで俺のことなど眼中にないようだった。

　仕事に入る前はいつもこうなので、俺は別に不思議にも思わなかった。ところが、それからしばらくして親父はなにも言わずにどこかへ出かけた。車では行かなかったから、たぶん行きつけの飲み屋なのだろうぐらいに俺は思っていた。

（飲む金があるなら生活費を入れろよな……）

　ぼやきながら後片づけをしていると、玄関のチャイムが鳴る。

（誰だ……今頃？）

　玄関へ行くと、訪ねてきたのは思いがけず鷲高さんだった。

「鷲高さん、どうして？」

　俺はいきなり訪ねてきた彼に面食らってしまった。彼に住所は教えていなかったはずだ。ホテルで聞いたのだろうか？

　すると、彼の後ろからひょっこりと平沢刑事が顔を出す。

「平沢さん……！」

「やぁ。さっきはどうも。あいつはいる？」

「父は出かけていますけど」

「あ、そうなんだ」

　親父がいないと聞いて、平沢刑事は安心したらしく、鷲高さんの後ろから出てくる。

「管理官、奴はいないそうですから帰りましょうよ」

（管理官？）

「平沢君、そういうわけにはいきません。久谷さんから話を聞かないでどうしますか」

「ですがね、あの野郎は一筋縄でいくような奴ではありませんよ。この俺に向かって『タコ』って言いやがったんですよ」

　平沢刑事は不服そうな顔で鷲高さんに訴える。

「気持ちはわかりますが、被害者が久谷さんを訪ねると言っていたのですから、確認をするのは当然です」

「そりゃあ、そうですがね、管理官は奴を知らないからそんなことを言われるんですよ。無茶苦茶な男なんですから。俺はこの人が訪ねてこなかったかと聞いただけなんですよ。それなのにいきなり怒り出して、あげくに俺のことを『タコ』呼ばわりしやがった」

「とにかく、久谷さんから話を聞かないわけにはいきません。お父さんがどちらに行かれたかわかりますか？」

「たぶん、近所の飲み屋だと思うんですが……車はあるから」

「では、お帰りになるまで待たせていただいてよろしいですか？」

「管理官、やめましょうよ……」

　平沢刑事は気が乗らないようだ。

「それでしたら、君は先に署に帰ってください。私は久谷さんから話を伺ってから戻りますから」

　鷲高さんが呆れたようにそう言うと、平沢刑事はとたんにホッとした顔になった。

「いいんですか？」

「いいも悪いもありません。話を聞くだけですから私だけで充分です」

「それじゃあ、俺は先に戻っています。進展がありましたら連絡しますので」

「わかりました」

　鷲高さんが頷くと、平沢刑事はホッとした顔で帰って行った。

　俺はわけがわからないまま彼を居間へ通した。

「どうぞ」

「お邪魔します」

　鷲高さんは興味深そうな顔で部屋の中を見回してソファに腰を下ろす。狭い家なのでなんだか恥ずかしかった。

　さっき平沢刑事は鷲高さんのことを『管理官』と呼んでいた。ということは、彼も警察官ということになる。俺は半信半疑だった。なぜなら彼はどう見ても警察官には見えない。俺の中では警察官というと、もっと堅いイメージがあった。

「鷲高さんは警察の人なんだ」

「すみません。隠すつもりはなかったのですが、警察官だというと君が嫌がると思ったので言えなかったのです」

「そんな、俺は別に……」

「身体は大丈夫ですか？」

「え……？」

「君の携帯番号を聞き忘れたから連絡できなくて心配していたのです。痛くないですか？」

　真顔で聞かれて、俺は困ってしまった。

　確かに夕べさんざん彼に弄られたそこはまだ熱をもって疼いている。それでも、我慢できないほどの痛みではない。それに彼がクスリを付けてくれたらしく、それが効いたのか痛みも少しずつだが治まってきた。

「まだ少し痛いけど、それほど酷くないから」

　俺が真っ赤になってそう答えると、鷲高さんは安心した顔をする。

「初めての君に無理をさせてしまって心配していました。この次はもっと優しく愛してあげますから」

「この次って！」

　焦って喚こうとした俺を彼はギュッと抱き締めてきた。

「ちょっと、鷲高さん！」

「真幸と呼んでくれる約束でしょう」

「それは……そうだけど」

　嫌がっても彼は聞いてはくれない。そのままキスをされそうになり、俺は焦った。

「親父に用があってきたんだろう！　いったいなんなんだよ」

　俺は慌てて彼の胸を押しやった。すると鷲高さんは少し不服そうな顔をする。

「平沢君から聞かなかったのですか？」

「あの刑事さんは、俺に写真を見せて、この女が来なかったかと聞いただけだ」

「しょうがないですね」

　彼はぼやいて抱き締めていた俺をしかたなく離す。

「じつは殺人事件なのです。あなたに見せた写真の女性が被害者です」

「殺人事件！」

　俺は驚いて彼を見返した。

　写真の女性の名前は、島本しまもと 有里子ゆりこと言ってクラブ「ルミーナ」のホステス。今日の午前十一時頃に、彼女は自宅マンションで遺体で発見された。発見者は友人のホステスだった。

　今日、遊びに行く約束をしていたのに時間になっても姿を見せず、携帯に連絡を入れても繋がらないので、心配してマンションにやってきてベッドで死んでいる彼女を発見した。

　死因は絞殺による窒息死。死亡推定時刻は遺体の状態から、夜の十二時から三時までの間と見られるという。室内は荒らされた跡があり、鷲高さんたちは物取りと怨恨の両方の線で捜査をしているそうだ。

「その事件と親父がどういう関係があるんだ？」

「彼女の机の引き出しから、君のお父さんの名刺が出てきたのです」

「親父の名刺が？　その人は親父のファンか、客だったんじゃないのか？」

「それがおかしいのですよ。彼女は意外と几帳面な性格だったらしく、客からもらった名刺はきちんと名刺入れに整理されていました。ところがお父さんの名刺だけはそれとは別に一枚だけ仕舞ってあったのです。ファンなら写真集などがあるはずですが、彼女の部屋にはそれはありませんでした。それで私は個人的な付き合いがあると見て、平沢君に聞き込みに行かせたのですが、どうやら彼はお父さんと喧嘩になってしまったらしい。本当に困った男です。気はいいのですが、すぐカッとなるのが欠点ですね。汀君は、本当に被害者とは面識がないのですね」

「ない。あんな化粧の派手な女が来たら、いくら俺でも覚えている」

「そうですか……。ですが、なんとなく腑に落ちないのです」

「なにが？」

「君のお父さんですよ。確かに平沢君は少々礼儀を知らないところはあります。それでも彼が写真を見せて、この女性を知らないかと聞いただけで怒り出したというのは妙な話です」

「……？」

「本当に彼女は来なかったのですね」

「うん、来なかった。こんな女は見たことがないし、親父から聞いたこともない」

　俺が答えると鷲高さんは困った顔で唸る。

　そのとき、家の電話が鳴った。俺は彼に断って電話のある台所へ行った。

「もしもし、久谷ですが」

『汀君？』

　その声は、いつも親父が飲みに行っている居酒屋の女将さんだった。

「いつも親父がお世話になっています」

『あのね、汀君。落ち着いて聞いてね』

　女将さんは酷く動揺していた。

（え……？）

『今、総合病院の救急センターにいるの。お父さんが、久谷さんが車にはねられたのよ！』

「なんですって！　親父が！」

　俺は受話器を握りしめて絶句した。

（親父が……！）

　親父は飲み屋を出たところで、後ろから来た車に轢かれたらしい。ドーンという音に気づいて女将さんが飲み屋から飛び出したときには、もう車は走り去った後だったという。

　今手術が行われているので、俺にすぐに病院へ来て欲しいということだった。

　それを聞いて、俺は自分でもどうしていいかわからないほど動揺していた。

「病院へ行かないと……」

　受話器を置いたものの、どうしていいかわからない。よろめいて足元の椅子に引っかかって思いっきり転んだ。椅子は派手な音を立てて倒れ、足を打ったが構っている暇はない。俺はなんとか立ち上がる。

（財布……どこだっけ！）

　すると、音を聞いて鷲高さんが台所へやってきた。

「汀君、どうしたのですか？」

「親父が事故ったって……今。連絡があったんだ！」

「なんですって！」

「俺、病院へ行かないと……」

「汀君、落ち着いてください」

「あの馬鹿が！　酒なんか飲むからだ」

　俺は思わず喚いていた。突然のことで、なにをどうしていいか咄嗟に判断がつかない。すると鷲高さんはそんな俺をいきなり抱き締める。

「こんなときになにをするんだよ！」

「きっとお父さんは大丈夫ですから、落ち着いて」

「そんなのわかんねえだろうが！」

「大丈夫です」

　鷲高さんは喚く俺を強く抱き締めて、落ち着かせるように何度も囁く。

「真幸……」

　彼の逞しい胸に抱き締められて、俺は少しずつ落ち着いてきた。

「落ち着きましたか？」

「うん。ごめん。駄目だな……俺は」

「では、病院へ行きましょう」

「ついてきてくれるのか？」

「当然でしょう。汀君を一人にはできません」

　彼はキッパリそう言うと、俺にとりあえず健康保険者証と印鑑を持っていくように勧め、俺は彼と一緒に親父が担ぎ込まれた病院へ駆けつけた。
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　親父は救急センターで手術中だった。轢き逃げということで所轄の警察も来ており、鷲高さんは俺の代わりに彼らから話を聞いてくれる。

　鷲高さんについてきてもらって本当によかったと俺は思った。もし、一人だったらパニックになっていただろう。

　女将さんは心配して一緒についていましょうかと言ってくれたが、申し訳ないので帰ってもらった。すると女将さんはそれからしばらくして戻って来た。

「久谷さんはそう簡単に亡くなるような人じゃないわよ。だから、汀ちゃんの方こそ倒れないようにコレを食べて頑張って」

　そう言って、差し入れのおにぎりとお茶を持ってきてくれた。俺は女将さんの心遣いがとても嬉しかった。

　女将さんの話では、親父は十時頃から店で飲んでおり、十二時近くなったので帰ると言って店を出たらしい。その直後に事故に遭った。親父はかなり酔っぱらっていたそうだから、飲んだ勢いで歩道にでも出て轢かれたに違いない。

（酒なんかやめさせておけばよかった……）

　俺は救急センターのロビーで手術が終わるのを待ちながら、そんなことを思っていた。普段は喧嘩ばかりでむかつく親父だが、なんといってもたった一人の親父だ。こんなことで死ぬなんて馬鹿馬鹿しすぎる。

（俺……あんな馬鹿親父でも、けっこう好きだったんだなぁ）

　そう思うと、なんとなく悔しい。ロビーの窓からは真っ暗な闇が見えた。明かりに照らされたこの部屋とは対照的で、救急センター内はシーンと静まっており物音一つ聞こえない。まるで建物自体が墓場のようだった。俺は肌寒さを感じた。

　鷲高さんはそんな俺の傍にずっとついていてくれた。なにも話すわけではなかったが、彼が傍にいてくれるだけで気持ちが落ち着く。

　後日、なぜすぐに連絡をしなかったと祖母ちゃんに叱られてしまったが、俺はそのときかなり動揺していたのだと思う。手術は三時間ほどで終わり、親父はそのままＩＣＵに入院になった。

　医者の話では、命に別状はないということで俺はホッとした。だが、右腕をかなり痛めており、右腕が動かなくなる可能性があるという。カメラマンにとって手が動かないということは致命的なことだった。俺はそれを聞いて、ハンマーで頭を殴られたような気がした。

　ＩＣＵの窓越しに見た親父は死んだように眠っていた。麻酔が覚めた後、一度目を開けたらしいのだが、また眠ってしまったらしい。遠くから見た親父は、間違いなく親父ではあったが別人のようにさえ思えた。

（意識が戻って、自分の右腕が動かないと知ったら親父はどうするだろう……）

　女房子供よりもカメラが大事で、写真を撮ることだけがすべての男だというのに、その写真が撮れなくなったら……。俺は考えただけで気持ちが滅入ってくる。俺だって今、右腕が動かなくなったら、おかしくなるだろう。

（親父がそうなったら……）

　俺は胸が張り裂けそうな痛みを感じた。当座はすることもないので一度帰るように言われたが、俺はどうしてもそのまま家に帰る気にはなれなかった。

　それで、鷲高さんが自分のマンションに来るように勧めてくれた。病院からは彼のマンションの方が俺の家よりも近い。何か起きたらすぐに駆けつけられる。それで俺は容態が変わったら携帯に連絡をしてくれるように頼んで救急センターを出たのだった。

　彼のマンションへ行くと、彼は俺に少しでもいいから眠るように言う。だが、俺はとてもそんな気分ではなかった。

「汀君。少し休んだ方がいいですよ。疲れたでしょう」

「大丈夫だって」

「大丈夫ではないでしょうが。そんな真っ青な顔をしてなにを言っているんですか」

　鷲高さんは少し怖い顔で俺に言う。俺は困ってしまった。とりあえず命に別状はないとはいえ、親父はもしかしたらカメラマンを続けられないかもしれないのだ。

　右腕が動かなければ、「風景写真家久谷九作」は死ぬことになる。そんなことになったらと思うと、俺はゾッとした。

「お父さんのことを心配する気持ちはわかりますが、君が倒れてもなにもなりませんよ」

「……わかっている。わかっているけど、眠れそうにないんだ」

　俺はぼやいて彼を引き寄せる。すると、彼は苦笑して、そんな俺を抱き締めてくれた。彼の逞しい胸に抱き締められて、俺はホッとため息を吐いていた。

「お父さんのことを心配している君に、こんなことを聞くのは酷なのですが、お父さんは誰からか恨まれていませんでしたか？」

「え……？　それってどういう……」

「鑑識の結果がはっきり出ないと断言できませんが、お父さんの事故には不審な点があります。一つは現場に車のブレーキ跡がないことです。お父さんを轢いた車は背後から直進してきて、お父さんを轢きそのまま走り去っています。事故の場合、普通なら車は轢いた後は一度は止まるはずです。現場にはその跡が残っていないそうです。目撃者の証言からも、車はそのまま走り去ったと言いますし、妙なんですよね」

「それっていったい……？」

　わけがわからず尋ねた俺に彼は平然と答える。

「今回の事故は偶然ではなく、故意による可能性があると言うことです」

「じゃあ、親父を殺すつもりで轢いたということか？」

「そうです」

「そんな馬鹿な……！」

　俺は唖然としていた。親父は頑固で昔気質の男だが、人から恨まれるような人間ではない。どちらかというと不器用で生き方が下手な方だ。

　その親父を殺そうとする奴がいるなんて、俺には信じられなかった。

「お父さんを轢いた車は黒っぽい普通車だったというので、所轄がその車の行方を追いかけているところですが、今回の事故が故意だとすると、その車を見つけても盗難車という可能性がありますね」

（まさか……）

　俺は信じられない。多少口が悪くて、仕事に関しては厳しいところはある。だが、それでも殺されるほど恨まれるとはとても思えない。なんだか、とてもやるせなかった。

「飲み助でさぁ、どうしようもない親父なんだ」

「え……？」

「お袋の葬式の時も、途中で抜け出して樹氷を撮りに行こうとしやがった。だから、俺は言ったんだ。樹氷は次がある。だけど、葬式は一回きりだって！　そんな馬鹿な男なんだよ」

「汀君」

　みっともないと思った。男が泣くなんて。だが、あふれ出した涙を止められなかった。

「家のことなんか何一つ考えていない。俺やお袋のことなんか、まるで気にもしていない。親父にとって一番は写真なんだ。そんな写真馬鹿が、写真を撮れなくなったらどうなると思う。いい気味だよ。今まで好き勝手なことをしてきたからバチが当たったんだ。ざまあみろってんだ！」

「もう、泣かないで」

「俺は泣いているんじゃない！　喜んでいるんだ！」

「汀君」

　喚く俺を鷲高さんはそっと抱き締める。

「お父さんのことは警察と病院に任せて、君は少し眠りなさい」

「鷲高さん……」

「真幸ですよ」

「かわんないだろうが……」

「違います。汀君には名前で呼んで欲しいのです」

　彼はニッコリ微笑むと、ギュッと俺を抱き締める。俺は涙でグチャグチャになりながらそんな彼に夢中でしがみついた。

　みっともない、情けないと自分でも思う。だけどそのときの俺はどうしようもなかった。不安と悲しみが俺の中で渦巻き、その苛立ちが俺を急き立てる。

　写真馬鹿の親父から写真を取ったらなにが残るだろう。意識が戻り、自分の右腕が動かないと知ったら、そのとき親父はどうするだろう。想像するだけで切なかった。

　鷲高さんは、そんな俺に囁く。

「汀君は本当に優しい子ですね」

「違う！　俺はそんな、そんないい奴じゃない！」

　喚き返した声は最後まで言葉にはならない。鷲高さんが俺を抱き締めてキスをしたのだ。

　俺の声は彼の口の中に吸い込まれた。そのまま彼は荒々しいキスを仕掛けてきた。俺はたまらず彼にギュッとしがみついた。泣きながらしたキスはしょっぱかった。ようやく彼から解放されたとき、俺はグッタリとなっていた。

「夕べは汀君が介抱してくれました。今夜は私が介抱してあげます」

　鷲高さんはそう言うと、俺のセーターをいきなり引き上げる。

「ちょっと！　真幸！　やめろ！」

　彼は慌てて止めようとした俺を強引にソファに押し倒した。

「嫌だ！　こんなときによせ！」

「今はなにもかも忘れてしまいなさい。私のことだけを感じてください」

　彼はそう言って俺の頬にチュッとキスをする。

（そんな……）

　彼の目は切なげに俺を見た。そして彼はむき出しにした俺の胸に顔を埋める。

「真幸！」

　俺は思わず叫んでいた。彼はそのまま俺の乳首を頬張った。そしてペロペロと舐め出す。俺はくすぐったくて思わず身体をくねらせていた。

「嫌だ……いや……だって！　あ……っ！」

　カリッと乳首を噛まれ、肌がつった。たったそれだけの刺激だというのに、身体はカッと熱くなり、肌が粟立ち始める。そのまま交互にしゃぶられ、俺は思わず甲高い声を上げていた。

　なんてことだろう。親父が大変なときだというのに、俺は快感に流されそうになっているのだ。そんな自分が情けなくなってくる。

（俺って最低だ……）

　それでも身体は素直に反応し始める。自分の節操のなさが歯がゆかった。鷲高さんはそんな俺にはお構いなしに、俺の乳首を思いきりしゃぶると、今度は胸から腹へと舐めていく。舌の先でへそを突かれ、俺は我慢できずに身体を淫らにくねらせた。

「あぁ……」

　俺の反応を楽しそうに見ながら、彼は愛撫を繰り返す。　俺のペニスはしだいに張りつめだし、ジーンズを突き破らんばかりに勃起し始めた。前が疼いてくる。俺は荒く息を吐いて何度もそれを鎮めようとしたが、彼に強く吸われただけで、俺のたかぶりは大きくなっていく。そのうち俺は我慢できなくなってきた。

「ジーンズを脱がせて……」

　ねだると彼は頷いて俺のジーンズを脱がせてくれる。彼のなすがままに下着を取られ、セーターを脱ぐ。全裸になり隠すものがなにもなくなるとさすがに恥ずかしい。

「……見るな」

「どうして？　見ないといいことができませんよ」

　鷲高さんはクスクス笑いながら楽しそうにそう言う。俺はばつの悪さも手伝って真っ赤になっていた。それなのに俺のペニスはますます張りつめていく。

　そりゃあ、俺も十九だし、小学生のガキではないからオナニーぐらいは知っていた。

　だけど、昨夜はなりゆきとはいえ初めて男に抱かれて、俺は自分が男にさわられても感じることを学んだ。そして、あそこで快感を得ることも知った。鷲高さんに出会うまではそんなことは知らなかった。それなのに彼と一度ＳＥＸをしただけで、自分の身体が同じ男に反応することを知ったのだ。

　彼はギュッと閉じている俺の足を強引に広げさせる。とたんに俺のペニスは嬉しげにそそり立つ。あまりのあさましさに唇を噛んだ。すると、彼はそんな俺を安心させるように囁く。

「私に発情していますね。ありがとう」

「真幸……」

「夕べはあなたを傷つけてしまって申し訳ありませんでした。あなたに嫌われたのではと不安だったのです」

「そんなこと……嫌いになんかなるわけないだろう」

「本当に？」

「本当だ。すごく痛かったけどさ」

　俺がそう答えると、彼は本当に申し訳なさそうに言った。

「すみません。トラウマになったのではと心配でした」

　俺は真顔でそう言う彼を苦笑して見返した。

「今度はちゃんと愛してあげます。だから、私に任せて」

　俺は困ってしまった。一度だけなら気の迷いですむ。苦しむ彼に同情したのだと自分に言い訳もできる。だが、もう一度身体を繋げれば洒落ですまなくなる。俺は自分の気持ちを測りかねていた。あまりにもペナルティーが大きい気がした。

　それでも俺は彼をぶん殴って逃げようという気にはならなかった。彼に貫かれて、男としてのプライドもすべてズタズタにされ、ただの雌になって彼を受け入れる。男同士のＳＥＸは屈辱的でしかない。

　だが、それでも、俺は彼が欲しいと思った。彼の本当の顔を見たいと。彼は縋るように俺を見ている。その目はとても綺麗で、切なくなるほど寂しげだった。

　俺は彼に惚れてしまった。ここまで来たらそれを認めるしかない。

（毒を食らわば皿までか……）

　俺のペニスはますます猛っていく。そのあさましい姿を俺は彼の目にさらしていた。

「汀君、嫌ですか？」

「俺が嫌がっているように真幸には見える？」

「いいえ。少なくとも身体は嫌とは言っていませんね」

　彼はクスリと笑って、猛りだした俺のペニスを指でスーッとなぞる。とたんに俺は喘いだ。

「あ！　やめろ……！」

「優しく愛してあげます。だから、素直に抱かれなさい」

　鷲高さんは宣言するようにそう言った。俺は観念するしかなかった。鷲高さんはそのまま俺をソファに寝かせると、自分はスーツを脱ぎ捨てるようにして全裸になる。俺はボーっと彼が裸になるのを見ていた。

　彼の身体は何度見ても引き締まっていて格好よかった。何かスポーツをしているのかと思ったが、警察官だったわけだ。武道で鍛えているのだろう。

　そのまま身体を開かされ、もう一度彼の愛撫を受ける。彼は昨夜とは別人のように優しく俺を抱いた。

「少し気持ち悪いかもしれませんが我慢してくださいね」

　さんざん俺をよがらせた後、彼は俺のアナルにどこから持ってきたのかローションを塗り始める。最初はヒンヤリとして冷たかったが、彼が何度も丹念に塗り込んでいくうちに、そこはかっかとし始めてきた。

　彼の指が硬い襞を擦って中へ中へと入っていく。そして中を円を描くように弄り、指を伸ばしたり曲げたりする。そのたびに襞は擦れて甘い疼きが突き上げてきた。

　昨夜は痛いだけでしかなかったその行為が、今日は快感を伴い、俺を攻めていく。俺のペニスはますます勃起して撓しなりだし、俺は苦しくて呻き声を上げた。焦れったかった。もっと強く擦って欲しかった。

　俺はそう思った自分に愕然となった。俺は彼に入れて欲しいと思っているのだ。昨日は身体を引き裂かれるほど痛かったのに、たぶん今日も昨日ほどではなくても、相当痛いはずだ。もしかしたら、昨日無茶をしたので中が切れて爛ただれているかもしれない。それなのに俺は入れて欲しいと思うなんて、自分の気持ちが自分でもわからない。

　だけど、身体は確実に快感を追い求め始め、俺のペニスはこれでもかというほどに撓っている。

　先端からは先走りの雫がチロチロと流れ出していた。その雫が俺が身体をくねらせるたびに、四方八方に飛び散った。すると彼はアナルを指で濡らしながら、俺の産毛についた零を舌でそっと舐める。

「やぁ……！」

　俺は喘いで彼を睨む。それなのに彼はそんな俺を楽しそうに見返した。

「汀君、もっと君の可愛い声を聞かせてください」

「……馬鹿」

「ほら、そんなに睨んでも無駄です。そんな可愛い顔で睨まれたら、ますますそそられます」

　鷲高さんは嬉しそうにそう言う。俺はだらしなくやにさがっている彼に呆れてしまった。

　さんざん弄られて、そこからはグチュグチュという卑猥な音が立ち上がってくる。彼が少しでも指を出そうとすると、俺はその指に縋り付いていた。

「もう、そろそろいいようですね」

　鷲高さんはそう言うと、俺の尻の下にソファのクッションを敷く。そして、俺の尻を持ち上げる。彼の目の前に俺の一番恥ずかしい部分がさらけ出され、あまりの恥ずかしさに肌を震わせていた。こんな惨めなポーズを取らされるなんて、あまりにも情けない。

　だけど、彼はそんな俺をウットリとした顔で見ている。

「汀君のお尻はまるくてとても綺麗です」

　そう言ってヤワヤワと俺の尻を揉む。俺はくすぐったくて嫌がったが、彼はやめようとはしない。そのままさんざん撫で回され、彼はようやく俺の中に入ってこようとする。

「無理かもしれませんが、力を抜いていてください」

「やっぱり……無理だよ」

「大丈夫ですよ。夕べはちゃんと受け入れてくれたでしょう」

「そりゃぁそうだけど……」

　鷲高さんは怖じ気づいた俺を安心させるように、軽くキスをする。俺は次に襲ってくるだろう激痛に身体を硬くした。そこに彼の熱いたかぶりが押し当てられる。

（あ！　くる！）

　そう思った瞬間、彼はゆっくりと入ってきた。

「あ！　あぁ……っ！　うっ！」

　呻いて思わず身体を引こうとする。だが、彼はすかさず俺の身体を引き寄せて離さなかった。

　そのまま、彼の熱い塊は俺の中へ潜り込んできた。

「やぁ……！　はぁ……ん……！　だ、駄目だ！」

　俺は我を忘れてすすり泣きだした。痛みは昨夜とは比べ物にならないほど楽ではあったが、そんな自分の変化が正直怖かった。

　彼の楔は襞を擦りながら、奥へと入っていく。そのたびに襞が歓喜してわななく。ローションで濡らされたせいか、比較的簡単に入っていった。それでも体内に自分以外の他人の熱を受け入れて、俺は身体がおかしくなりそうな不安に全身をふるわせた。受け入れているそこは焼け付くように熱い。彼を飲み込んでいるそこからビリビリと破れそうな気がする。

　それなのに彼は俺の中でさらに硬く撓っていき俺を攻めた。そしてすべてを収めると、そのまま俺をギュッと抱き締めて、俺の中が彼に慣れるのを待った。いつしか全身から汗が噴き出していた。彼の身体も俺の身体も汗でベトベトに濡れている。

　俺のペニスは挿入の痛みに少しは萎えたものの、すぐにまた熱く撓り始めた。先端からはさっきよりもさらにドクドクと雫が流れだした。身体は欲望に取り込まれ、なにがなんだかわからなくなっていく。燃えるように熱い。俺は全身で歓喜していた。

「はぁ……っ！　あぁ……ん！　あ！」

　俺は髪をふり乱して喘ぎ続ける。男としてのちゃちなプライドなどどこかに忘れた。今はただ、欲望のままに彼を貪りたいと思った。

　快感だけが俺をトリコにしていく。逞しい彼の胸に思わずしがみついて、ただひたすら喘ぐ。

　そのたびに俺の中で彼はますます猛っていく。彼の顔には艶が浮かび、彼もまた欲望に取り込まれていた。俺たちはただの獣になり、お互いを貪り合った。彼しか見えなくなる。彼以外のものはすべてどうでもよくなっていく。俺はすべてを忘れて喘ぎつづける。そのうち、彼はゆっくりと動き出した。

「真幸……やぁ！」

　思わずそれを止めようとしがみついたが、彼のペニスは俺の中からスルリと抜けそうになる。

　俺は思わずそれを締め付ける。

　すると、彼は嬉しそうに笑った。俺は悔しかったが、彼の笑い顔がとても綺麗でなにもわからなくなってくる。そのままもう一度中へ突き入れられ、俺はひときわ甲高い声を上げて叫んだ。

「あぁ……っ！」

　その瞬間、今度は一気に引き抜かれ、肌を震わせる。そして、彼はゆっくりと俺の中でピストン運動を始めた。ギリギリまで引き出しては、さらに奥へと突き入れて、奥深くまで潜り込ませると、今度はそれを一気に抜く。

　その動きがしだいに速くなり、俺はそんな彼に置いていかれまいと夢中で尻を振っていた。

「あ！　あぁ……っ！」

「汀……素敵だ！」

「真幸……もっと、もっとしてくれ」

　わけがわからなくなりながら俺は彼を求めていた。それがどんなにあさましいことであるか、そのときの俺には考える余裕さえない。ただ、彼を喜ばせたい。

　もっと違う彼が見たい。貪欲に彼を求める。俺のペニスは腹につくほどそっくりかえり、彼は俺の中でますます猛り出す。俺たちはいつしか滅茶苦茶に腰を振っていた。

　そして、彼が低く呻いたとき、俺の中に一気に上り詰め、俺も同時に彼の腹へと飛ばしていた。

　イクときの彼の顔は欲望に取り込まれて、最高に綺麗だった。

　俺はそんな彼の顔を見たとき、どうしようもないほどに幸せを感じた。そして、共に果てた後、俺は糸の切れたタコのようにグッタリとなって、ソファに倒れ込んだ。そのまま意識を手放していた。

　それからどれほどたったことだっただろう。時間にするとそう何時間も寝ていたようではなかった。窓の外には日が昇り、すっかり朝になっていた。目を覚ますと、そこは彼の寝室で、俺はいつの間にかベッドに運ばれたらしい。

　まるで記憶がない。それでも身体を起こすのはやはりだるくて、目を覚ましたものの、俺はしばらくベッドから起き上がれなかった。ようやく意識が完全に戻りのろのろとはい出した。

　ベッドに掴まってようやく立ち上がる。まったく情けない限りだが、身体が言うことを聞かなかった。

（まいったよなぁ……）

　ぼやいて寝室を出た。リビングに行くと、鷲高さんは出かけようとしていたところだった。

「おはようございます」

　なんとなく照れくさかった。夕べ、また彼とやってしまったのだ。

「おはよう。眠れましたか？」

「誰かさんのおかげでグッスリな」

「それはよかった」

　彼は、俺の嫌みもまるで気にならないらしく、嬉しそうに笑う。

「私はこれから捜査会議があるので仕事に行きますが、君はどうします？」

「俺は、一度病院へ行ってから、家に帰るつもりだ。必要なものもあるだろうし」

「そうですね。では、病院まで送りましょうか？」

「え？　いいって。真幸さんが遅刻するといけないから」

「大丈夫です」

　彼はニッコリ微笑んでそう言うと警察に電話を掛けて、急用で少し遅くなると伝える。俺は平気な顔でそう言っている彼を呆れて見ていた。

（管理官がいいのかよ……）

　それで、とにかく大急ぎで顔を洗い着替えて、彼とともにマンションを出たのだった。

　鷲高さんはどこかで朝ご飯を食べていこうかと誘ってきたが、もちろん俺は断った。まったくあの人ときたらなにを考えているのかわからない。本当に変わっている。

　病院へ行くと、親父の意識は戻ったそうだが、まだ面会できるような状況ではなかった。医者から入院等の手続きをして欲しいと言われて、俺は祖母ちゃんに知らせるのを忘れていたことを思い出した。慌てて親父が事故に遭って入院していることを知らせたら、祖母ちゃんから「もっと早く連絡しなさい！」と、思いっきり怒られてしまった。

　すぐに、祖母ちゃんと叔父さんが駆けつけてきてくれた。医者の話では、親父の容態は思ったよりも軽傷だったので、経過しだいだが二ヵ月もすれば退院できるだろうということだった。

　ただ、手術した右腕が元通りに動くかどうかは様子を見ないとわからないという。俺は、入院に必要なものを揃えるために、後のことを祖母ちゃんたちに頼んで家に戻った。




　　　　　◇◇◇




（パジャマとかは祖母ちゃんが買うからいらないと言っていたし、下着を用意しないとな。タオルとかもいるって言ってたよな……）

　当面はＩＣＵだからすぐには必要ないが、いずれ一般病棟に移ればいろいろと揃えなければならない。今すぐにいるものを考えながら家の中へ入ると、なんとなく家の中の様子が変だ。

「あれ……？」

　夕べ出かけるときには、消しておいたはずの廊下の電気が点いている。

　鷲高さんから家を出るときに、戸締まりと火の元は見ておくようにと言われて確認して家を出た。俺一人だったらバタバタして忘れたということもあるが、彼と一緒だったので間違いなく消したはずだ。

　俺は怪訝に思って、念のために家の中を見て回った。居間や台所はなんの変わりもない。印鑑とか貯金通帳類を調べたが、なくなっている物はなかった。

（気のせいかな……？　出かけるときは気が動転していたしな）

　そう思いながら、親父の着替えを出そうと親父の部屋のドアを開けた。すると……。

「なんだよこれは！」

　俺は足場もないほどに散乱している部屋を見て唖然としてしまった。

　親父は八畳と六畳の二間を自分の部屋として使っており、主に手前の八畳を仕事部屋にしている。角には暗室もあって、カメラの機材関係を収納する防湿ケースや、親父が今まで撮った写真のネガなどを入れている大きな棚もある。

　部屋の中は、引き出しという引き出しはすべて引き抜かれ、まるで地震にでも遭ったかのように床に散乱していた。撮影してきたネガが入っていたはずの棚は空っぽで、引き出されたネガは部屋中に放り出されていた。親父は普段はおおざっぱな男だが、仕事に関しては几帳面で神経質な男だ。ホコリやチリを特に嫌い、いつも俺が呆れるほど片づけている。

　その上、今まで撮った写真のネガは、いつでも取り出せるようにと日付と撮影場所ごとにきちんと整理していた。俺が、家を出るときに戸締まりを確認するためにこの部屋に入った時は、いつもと変わらなかった。俺がいない留守中に誰かが入ったとしか思えない。

（いったい誰が……？　どうして……）

　わけがわからず俺は唸った。とにかくこのままにしておくわけにもいかず、どうしてよいかわからないので鷲高さんに知らせた。すると、すぐに平沢刑事がもう一人の刑事を連れて駆けつけてきた。

「管理官に自分が行くと言われたんだが、いくらなんでも捜査会議をほったらかすわけにはいかないだろう。俺が代わりに行くからと止めたんだよ」

「すみません。俺が鷲高さんに電話なんかしたものだから」

「いいや、知らせてくれてよかったよ。しかし、すごい状況だな」

　平沢刑事は散乱している部屋を見て、呆れたようにそう言って頭を掻く。

「俺もなにがなんだかわけがわからないのです」

　そこへ家の中を調べていた別の刑事がやってきた。

「平沢さん。どうやら犯人は、浴室のガラスを割って家の中に侵入したようです」

「え！」

　その刑事が言ったとおり、浴室へ行ってみると窓ガラスが割られており、風呂の中までガラスが飛び散っていた。さっき俺は台所と居間は見たが、浴室は確認していなかったのだ。まさか浴室から侵入していたなんて思いもしなかった。

「おまえは、所轄に連絡してすぐに鑑識を呼んでくれ」

「わかりました」

　頷いて刑事は出ていく。

「どう見てもただの物取りとは思えないな。現金や貴重品類は手を付けていないんだろう」

「はい。通帳や印鑑類は取られていません」

「すると、やはり荒らされたのは、親父さんの部屋だけということか……妙だな」

　平沢刑事は唸る。そうするとますます人相が悪くなり、深海魚のようにグロテスクな顔になった。俺は、（なるべくなら、取調室で二人っきりになるのはごめんだな）と思った。

「部屋の状況から見て、犯人はなにかを探していたようだが、心当たりはないか？」

「いいえ、全然ありません。俺は親父の部屋には立ち入り禁止を食らっていましたから」

「どうして？」

「親父は、俺に大事なカメラをさわらせたくなかったんです」

「カメラねぇ……おまえの親父さんは息子よりもカメラが大事ってわけか」

「そうです。カメラさえあればいい人ですから」

「馬鹿じゃねぇのか。カメラが『お帰りなさい』とか、『疲れたでしょう』とか言うかよ」

「それはまぁ、そうですが……」

　俺は苦笑するしかない。確かにそのとおりなのだが、親父の気持ちもわからなくはない。

　俺もたまに自分のデジカメに話しかけているときがある。そんなときは、自分でギョッとしてしまう。

「それじゃ、親父さんでないと、なにを取られたかはわからないんだな」

「そうです」

「そうか……まいったな」

　平沢刑事は困った顔で唸った。

「親父さんの事故だが、どうやらただの交通事故ではないようだ」

「それは、本当ですか？」

「ああ。さっき親父さんを轢いた車が見つかったんだが、盗難車だった」

「盗難車？」

　俺は驚いて平沢刑事を見返していた。

「どうやら事故は親父さんを狙った可能性が強い。あの車は、親父さんが店に入った頃からあの現場付近に止まっていたらしい。複数の目撃者がいる。ただ、運転していた男はわからない。もしかすると、親父さんが店から出てくるのを待っていたのかもしれない」

「それじゃ、やはり親父は殺されそうになったんですね」

「そういうことになるな。親父さんから事情聴取をしたいんだが、まだ医者の許可が下りないので困っているんだ」

　誰かが親父の命を狙っているなんて信じられない。

「犯人に心当たりはないのか？」

「ありません！　確かに親父はカメラ馬鹿で俺にはどうしようもない親です。ですが、人から恨まれるようなことはなかったはずです」

「俺はえらくガラの悪い男だと思ったが、風景写真家としては有名だそうだな」

「ええ、まあ。親としては最低ですが」

　俺は考え込んでしまった。親父は頑固で自分の意志を曲げないから、同業者とか出版関係者とかと揉めたことはあったが、それはあくまで仕事上のことだ。それぐらいで、殺したいほど恨まれるとは思えない。

　それからしばらくして数人の警察官がやってきて現場検証が始まり、俺は所轄の警察官に一通り事情を聞かれたが、平沢刑事が一緒だったので簡単にすんだ。それに、やはり親父でなければなにを盗られたのかは皆目わからなかった。

　病院へ電話をすると、親父の容態はずいぶん落ち着いてきたので、夕方には少しだけ面会できるかもしれないということだった。俺はそれを聞いて正直ホッとした。

「夕方には少しだけ面会ができるそうです」

「そうか。親父さんに聞いたら事故のことはなにかわかるだろう」

　平沢刑事にコーヒーを勧めると、彼はいつものお愛想笑いをする。この前、鷲高さんが言っていた見かけは悪いが気のいい部下とは、彼のことに違いない。現場検証が終わるまでは病院へ行くわけにもいかず、俺はすることもなくて暇だった。

「平沢さんは鷲高さんとは長い付き合いなんですか？」

「俺か？　長いといえば長いよな。三年ぐらいかな。俺はさ、巡査からの叩き上げだ。頭も悪いし、どう頑張っても昇進試験には通らないんだよ。たぶん、定年までこのままだろうなぁ。だから、最初に管理官に会ったとき、『なんだこの野郎は！』と思ったんだ。なにしろ管理官は国立大卒のバリバリのキャリア様だ。それに、キザが服を着て歩いているような人だろう」

「ええ、まぁ……」

「俺の一番嫌いなタイプだったんだよ。それがだ。一緒に仕事をしてみると全然違うじゃねぇか。他の管理官なんて、口では『現場が大事だ』なんて俺たちにはわかったようなことを言っておきながら、自分の保身にしか回らないような奴ばかりだというのに、あの人は全然違う。いざとなったら身体を張って俺たちのことを守ってくれる。それに、俺たちのことをちゃんと見てくれているんだ。頑張れば頑張るだけ認めてくれる。今時、あんな人はいないよ。ただな、俺もけっこう滅茶苦茶で始末書が多いが、あの人はこんな俺から見てもハチャメチャなんだよな。見ていてハラハラするんだ」

　俺はわかるような気がした。

「だから、俺は早く結婚しろといつも言っているんだ」

「どうしてですか？」

「決まっているだろう。結婚して守る者ができたら無茶も減ると思うんだよ」

「そうですね……」

「だけど管理官は好みが煩くてさ。あれは嫌だ、これは駄目だって文句が多いんだ。あれじゃ、一生結婚なんかできっこねえ」

　平沢刑事は呆れたように言う。俺は苦笑してしまった。彼は根本的に間違っていると思う。

（男を勧めた方がよかったんじゃないか？）

「俺はあの人に死んで欲しくないんだよ。もっと長生きして偉くなって欲しい。そしたら警察は変わる。管理官にならそれはできると俺は信じている。あの人は俺の夢なんだ」

「夢ですか……」

「そうだ。俺の夢だ」

　平沢刑事はそう言って照れくさそうに笑う。その顔は相変わらず不気味ではあったが、それほど気持ち悪くはなかった。

「あの、平沢さん」

「なんだ？」

「鷲高さんの右肩の傷なんですが……」

「なんで君がそれを知っている？」

「この前、親父と喧嘩して家を飛び出してしまって……。それで鷲高さんのマンションに一晩お世話になったんです。そのとき、鷲高さん……その、夜中にすごく痛がっていて」

　俺がそう言うと、平沢刑事は驚いた顔になり、いきなり俺に掴みかかった。

「それ、本当なのか！」

「そうです。ちょっと、平沢さん苦しい！　やめてください！」

「あ、すまん」

　平沢刑事は慌てて俺を離した。

「なんてことだ！　だから俺が病院へ行けと言ったのに、あの人ときたら俺の言うことなんか全然聞かないで。まったくもう！」

「平沢さん……」

「いや、君に怒ってもしかたがないんだけど。管理官のあの傷は、一年ほど前捜査中に撃たれたものなんだ。詳しい話は言えないが、あの右肩にはまだそのときの弾丸たまが入ったままになっているんだ」

「弾丸がですか！　それってやばくないですか？」

「そうだよ。俺は何度も手術して取り出すように言ったんだが、管理官は聞いてくれない。俺も、肩に弾丸が入ってどうもないはずがないと思っていたんだ。絶対に手術させてやる！」

　平沢刑事は決心したようにそう言う。

（弾丸が入っていたのか……）

　俺はそれを聞いて、彼がなぜあんなに苦しんでいたのかがわかった。

　その後、鑑識の調べが終わった。やはり荒らされたのは親父の部屋だけだった。なにを取られたのか俺にはわからなかった。

　警察が帰った後、俺は平沢刑事とともに病院へ行った。親父はようやく意識が戻ったらしい。

　一応面会は許可されたが短時間しか認めてもらえず、医者は警察の事情聴取に応じることは止めた。平沢刑事は粘ったが許可は下りず、とりあえず俺と祖母と叔父の三人が面会することになった。

　ＩＣＵに入り、親父の傍へ行くと、親父は目を開けて俺たちを見る。右手は固定されていたが、左手は自由が利くようだ。親父は白衣姿に帽子という俺たちの格好を見てクスリと笑う。思ったよりも元気で俺はホッとした。横には大きな点滴の袋が下げられており、顔は倒れたときにできたのか擦り傷があった。見るからに痛々しい姿だった。俺は思わず涙が出そうになった。だが、ここで泣いたら、後で親父から笑われるのがオチだ。

「親父、大丈夫か？」

「まぁな……。とんだドジを踏んだ」

　いつもはうるさいくらい大声の親父だが、その声は酷く弱々しい。祖母ちゃんはそんな親父を見て泣き出し、叔父に支えられる。

「義母さん、心配掛けてすみませんでした」

「九作さんが無事で本当によかった。これからお酒は禁止ですからね」

　それを聞いて、親父は苦笑いをした。祖母ちゃんには親父の事故はただの事故だと言ってあった。高齢の祖母ちゃんに、親父は殺されかかったなんて言ったらショックを受けるに違いない。

「親父、事故のことで何か覚えていないか？」

　平沢刑事に頼まれていたこともあって俺は聞いてみたが、どうやら親父は事故直後の記憶が抜けているらしい。後で医者に聞いた話ではそれは事故のショックでよくあることだと言われた。

「店を出たところまでは覚えているんだが、その後はなにがなんだか……。気がついたらここにいた」

「しばらくはゆっくり休めよ」

「ああ、しょうがないな。コレじゃ身動きもできない。汀、俺のカメラにさわるなよ」

「さわってないって言っているだろうが」

　家に泥棒が入ったことを言おうかとも思ったが、ベッドの上の親父は弱々しくて言えない。面会時間はほんの数分で終わり、俺たちはＩＣＵを出された。

　部屋を出ようとしたとき、親父が俺を呼んだ。

「汀」

「なんだよ？」

　親父の傍へ戻ると、親父は俺に小声で言う。

「母さんの写真を大事にしろ」

「え……？」

　俺は、わけがわからず親父を見返した。だが、親父はそう言うとすぐに目を閉じる。俺はわけがわからないままＩＣＵを出たのだった。

　亡くなったお袋は、カメラマンの妻のくせに写真を撮られるのが大嫌いだった。そのせいか家にはお袋の写真は一枚もなかった。唯一残っているのは、俺が中学の頃に自分でバイトした金で初めてデジカメを買い、そのとき撮った写真が一枚あるだけだ。

　それは俺にとっても記念の一枚だったから、写真立てに入れて大事に俺の机の上に飾ってある。

（親父はなにを言いたかったんだろう？）

　俺にはさっぱりわからなかった。平沢刑事に、親父は事故のことはなにも覚えていないらしいと伝えると酷くガッカリしていた。医者の話ではこのまましばらくはＩＣＵに入って、経過がよければ来週には一般病棟へ移すということだった。右腕は身体が動くようになってみてあらためて検査をするという。

　それで俺は、当面病院に詰める必要もないので、休んでいたアルバイトに行くことにした。親父が一般病棟に移れば手がいるからと祖母たちも言うので、稼げるうちに稼いでおきたいと思った。親父の奴、まともに生命保険も入っていなかったから入院費も掛かる。祖母が心配するなとは言ってくれたが、なにもかも甘えるわけにはいかない。

　本当に手の掛かる親父だ。息子にどれだけ苦労をかけたら気がすむんだろう。親父が助かってホッとしたものの、入院費用やなにやかやで頭が痛かった。それに親父の右腕のこともある。もし、右腕が使えなくなったら……そのときの親父の気持ちを考えると、今から気が重くなってくる。

　東海さんには親父の事故のことは知らせておいたので、自分のことのように心配してくれた。

　数日ぶりにバイトに行くと、そんなに休んでいたわけでもなかったのに勘が鈍るというか、どうもスムーズに動けず俺は困った。それでも忙しく動いている方がなにも考えなくていいから楽だった。

「パスタランチでわたりガニと生クリームとトマトソースのスパゲッティでございますね。お飲み物はいかがされますか？　紅茶で……はい、かしこまりました」

　俺はオーダーを聞いて厨房に伝える。店内は相変わらず若い女性で賑わっていた。

「久谷君」

　名前を呼ばれて振り返ると、アンディ・マックィーン氏だった。

　マックィーン氏は、灰色のスーツに白のワイシャツで黒っぽいネクタイをしていた。どちらかというと地味な出で立ちだったが、逆に落ち着いた雰囲気を与える。大企業のトップなのに威張った感じはなく、真面目で誠実そうな人だ。俺は急いで彼のテーブルへ行った。

「お呼びでございますか？」

「お父さんが事故に遭われたと聞いたけど、大丈夫なのかい？」

「は、はい」

（誰が喋ったんだよ……）

「おかげさまで今はＩＣＵに入っていますが、二ヵ月ほどで退院できるそうです」

「それはよかった。君のお父さんって風景写真家の久谷九作さんだったんだね。僕は彼のファンなんだ。それで、新聞で九谷さんが事故に遭われたと知って心配していたのです」

「ありがとうございます」

「二ヵ月で退院できるならよかった」

「はい。ご心配をおかけしまして」

「とんでもない。轢き逃げだと聞いたけど」

「そうなんです。それが父は酒好きなものですから、かなり酔っぱらっていたらしくて、なにも覚えていないのです」

「そうか……。それは運が悪かったな。君も大変だろうが無理をしないように」

「ありがとうございます」

　俺は礼を言って、彼のテーブルから離れた。マックィーン氏が親父のファンだったなんて思いもしなかった。

（まったくあの馬鹿親父ときたら……）

　心配してくれる人もいるというのに、最低の男だ。俺はつくづくそう思った。

　その日の夜、バイトを終わって帰ろうとホテルを出ると、鷲高さんが待っていた。

「鷲高さん、何かわかったのか？」

「そうではないのですが。お父さんがおられないから汀君はあの家に一人でしょう。不用心だからしばらく私の家に来ませんか？」

「え……鷲高さんのところに」

「そうです。私のマンションからなら病院にも近いし」

「そりゃあそうだけど……」

　今までだって親父が取材旅行でいないことはしょっちゅうあった。だから、一人は珍しいことではなかった。それに、親父はいればいるで手が掛かって煩いのだ。正直言うと俺は一人でも寂しいと思ったことはない。

　だが、俺が渋ると、それなら自分が俺の家に泊まると言いだした。俺はもちろん断ったが、彼は聞いてはくれない。しかたがないので俺はひとまず今夜だけは彼のマンションへ行くことにした。一度家に帰り着替えなどを取ってきたので、彼のマンションへ着いたときには夜中に近くになっていた。

「うっかりしていましたが、お腹は空いていませんか？」

「俺は大丈夫だけど、鷲高さんは？」

「私は夕方、平沢君たちと夕飯はすませました。それより汀君、君はよけいなことを言いましたね」

「え……？」

　わけがわからず見返した俺の鼻の先を鷲高さんは指で軽く突く。

「なにするんだよ！」

「汀君がこんなにおしゃべりだなんて知りませんでした」

「俺が……？」

「そうです」

　文句を言いながら鷲高さんは俺を抱き締めてくる。

（ちょっと待て！　手が早すぎるだろうが……）

　俺が睨んでも彼はやめようとはしない。それどころかますます嬉しそうな顔で、俺のシャツのボタンを外し始めた。

「鷲高さん！」

「真幸です」

「もう……やめろよ！」

「私は、お風呂に入ろうと思っているだけですが？」

　そう言いながら、彼は俺のボタンを全部外してしまう。

「入りたければ入ればいいだろう！」

「だから、入ろうとしているでしょう。汀君と」

（俺もか……）

　きっとこうなるとわかっていたから、泊まるのは嫌だったのだ。

「入りたければ一人で入れ！」

「そんな……汀君。一人では寂しいでしょうが」　

「俺は寂しくない！」

　俺は喚いて外されたボタンを慌ててはめ直した。すると彼はつまらなさそうな顔をする。

「なんで俺がおしゃべりなんだ？」

「平沢君に、私が右肩の傷が疼いて痛がっていると喋ったでしょう？」

「え……？　あ、あれね」

「おかげで、彼に病院へ行けとさんざん喚かれました」

「いや……その、なんだ。心配になったから平沢さんに聞いたんだ。俺も平沢さんの言うとおりだと思う。なんで病院へ行かないんだよ」

「汀君……」

「弾丸が入ったままにしておくなんておかしいよ」

「私のポリシーですから、放っておいてください」

「真幸さん……」

　俺はちょっとむかついた。

（俺には関係ないってことか……）

「これは私の罰なのです」

　彼の言い方は穏やかだったが、俺はまるで自分を拒絶されたような気がした。

「そうだよな。真幸さんの自由だもんな。俺には関係ないことだし」

「汀君。怒りました？」

「別に……。他人のことなんかどうでもいい」

「汀君」

「うるさいな、俺にさわるな！」

　俺は喚いて立ち上がる。これぐらいで苛つくなんて自分でもガキだと思う。だけど、俺は自分の苛立つ気持ちを抑えられなかった。

「じゃ、俺は先に寝るから。お休みなさい」

「汀君！」

（一人で痛がっていればいいんだ！）

　俺はカッとなって、そのままリビングを出て部屋へ行く。すると、鷲高さんはそんな俺を慌てて追いかけてきた。

「待ってください、汀君」

「なんだよ。俺には関係ないだろうが」

「怒らせたのなら謝ります。ですから、機嫌を直してください」

「……怒ってないよ」

「怒っています」

「怒っていないって言っているだろうが！　なんで俺が怒る必要がある」

　喚いて部屋のドアを閉めようとしたが、彼はそれを押しとどめる。しかたなく俺はそのまま部屋の中へ入った。

「これは私の罰なんです」

「そうか。それは大変だな」

（俺が知るか！）

　俺は勢いよく布団を剥ぐと、そのままベッドに寝る。彼は困った顔でそんな俺を見ている。彼の顔を見たくなかったので、俺は布団を思いっきり引き上げた。

（俺はなんで怒っているのだろう？）

　自分でも不思議だった。俺はただ彼の身体を心配しただけだ。それなのに鷲高さんは、そんなことは俺に関係ないと言ったのだ。すべて彼が悪い。

（そうさ……）

　ますますむかついてくる。イライラしてきて収まりがつかない。バイト中は自制しているが、俺はもともと短気な性格だ。鷲高さんはそんな俺に困ったようで、部屋から出ていこうとはせず、ベッドの傍に立ちつくしている。俺はだんだんふて腐れてきた。そのうちに鷲高さんも諦めたらしい。

「おやすみなさい」

　静かにそう言って部屋を出ていこうとした。ところが……。

「う！」

（え……！）

　驚いてベッドから飛び起きると、彼はドアのところで右肩を押さえてかがみ込んでいた。

「鷲高さん！」

　俺は急いで彼の傍に駆け寄った。彼はこの前の夜と同じように、とても苦しそうな顔だった。

「大丈夫です……心配はいりません」

　荒く息を吐いて苦しそうに言う。彼の額には脂汗が浮かんでいる。そっと額をさわると少し熱っぽい。たぶんさっきから痛いのを我慢していたに違いない。

「どうして……」

「大丈夫です……いつものことですから」

「どうしてなんだよ！」

「汀君……」

「なんで我慢をするんだよ！　なぁ、病院へ行こう」

「……」

　鷲高さんは俺に嫌だと頭を振る。俺はそんな彼を見ていられなかった。

「そうだ。クスリはないのか？」

「私のベッドの横のサイドテーブルに、痛み止めの薬が入っています。二番目の引き出しの中です」

「わかった。今、持ってくる！」

　俺は急いで彼の寝室へ行って、サイドテーブルの中から薬を取り出した。そして台所へ行き、コップに水を入れて戻ってきた。

「これを飲んで！」

　手伝って彼に薬を飲ませる。そして、そのまま俺がさっきまで寝ていたベッドに、彼をそっと寝かせた。相当痛いのだろう、痛みをジッと我慢している。ギュッと握りしめられた手は微かに震え、指が白くなってきた。俺はそれを見て思わず彼の手を握りしめた。なんとかして彼を助けたいと思った。彼を救いたいと……。

「汀……」

　彼は苦しそうに呻きながら俺を見る。とんでもない意地っ張りだと俺は思った。

「そんなに痛いのにやせ我慢なんかするなよ」

　俺は握りしめた彼の手を自分のシャツの中へと入れる。直に俺の肌をさわらせる。彼は震える指で俺の胸をまさぐり始める。俺はそんな彼が無性に愛しかった。しばらくそうしていると、少しずつ彼の呼吸が治まってくる。どうやら痛み止めが効いてきたらしい。彼は俺の胸からそっと手を離した。

「……ありがとう。少し楽になりました」

「病院へ行けよ。こんなことしていたら死んでしまう」

「大丈夫です」

「大丈夫じゃないだろうが！」

　怒鳴る俺に彼は苦笑する。

「汀君は私のことを心配してくれているのですね。ありがとう」

「礼なんか言っている場合かよ……」

　彼の額に手を当てて熱を見ると、まだ熱っぽかった。

「冷やしたほうがいい？」

「いいえ」

「鷲高さん！」

「そんなに怒らないでください」

「怒るさ！　俺は心配しているんだ」

「汀君……」

「つまんない意地を張って死んだらどうするんだ！」

　痛み止めでは所詮その場凌ぎにしかならない。平沢刑事の言うとおり、彼の肩に弾丸が入っているなら、それを取らない限り彼の痛みは消えないだろう。

「一年前です」

「え……？」

「一年前、私はある金融会社社長殺しの総指揮を執っていました。犯人は現場に残っていた遺留品などから、被害者と敵対していたある暴力団の組長だとすぐにわかったのですが、組長は逃亡し姿を隠したのです。捜査の結果、その組長が別の組にかくまわれていることがわかりました。それで、私は捜査令状を取って数人の部下と一緒にその組の事務所に乗りこんだのです。ところが……」

　そう言って、鷲高さんはつらそうにため息を吐く。

「よせよ。無理して話さない方がいい」

「いいえ、聞いてください。私はあなたにはなにもかも知っていて欲しい」

「真幸さん……」

「乗りこんだものの銃撃戦となり、そのさなかに、私は誤って部下の一人を撃ってしまったのです」

「え……！」

「もっと慎重に引き金を引くべきだった。ちゃんと相手を確認して撃つべきだった。私の勇み足が原因です。私が未熟だったばかりに加納かのう君を殺してしまった。彼は刑事になりたてで、一生懸命に頑張っていました。そんな彼を私は……」

　そう言って鷲高さんはつらそうに唇を噛みしめた。

「私は大事な部下を死なせてしまった。だから、これは私の罰なのです」

　彼はもう一度拳をギュッと握りしめる。そんな彼の顔には悲愴感が漂っていた。俺は彼の心の闇を見たような気がした。穏やかな顔の下で彼は苦しみを抱えていたのだ。

「私は管理官としても警察官としても失格なのです。それでも警察を辞めることができずに、こうやってズルズルとしがみついている。最低だ」

「真幸さん……。俺は……俺は、真幸さんが苦しむのなんか見たくない！」

「汀君」

「真幸さんのつらい気持ちはわかる。亡くなった刑事さんは可哀相だと思う。だけど、真幸さんは殺そうと思って彼を撃ったんじゃないだろう。その加納という刑事さんだって、ある程度の危険は覚悟の上のはずだ。不可抗力だろうが。それならしかたがないじゃないか！」

「汀……」

　俺は自分がどんなに勝手なことを言っているか自分でもわかっていた。わかっていたが言わなければ気がすまなかった。

「俺は真幸さんに苦しんでなんか欲しくない。そんなあなたを見たくない」

「君は……」

　俺はいつの間にか目頭が熱くなっていた。涙が出そうになるのを必死に我慢した。

「真幸さんは悪くなんかない。自分の罰だなんて、そんなのは間違っている！」

「泣かないで」

「泣いてない！」

　涙が零れそうになるのを必死に我慢して俺は喚く。すると彼はそんな俺をそっと引き寄せた。

「ありがとう」

　彼はそんな俺にそっと囁いたのだった。

　俺に傷のことを話した後、彼はホッとしたのか、いつの間にかウトウトし始めた。痛みは楽になったようだが熱はなかなか引かず、その夜心配で俺は一睡もできなかった。

　彼はかなり消耗しているようで、眠っている姿は酷くやつれたように見えた。鷲高さんはそんな身体で、昼間は普通と同じように仕事をこなしていたのだ。彼の強靭な精神力に俺は驚いた。

　冷たいタオルで一晩中冷やしてやると、朝方には熱はようやく治まり俺はホッとした。彼はときどき俺に助けを求めるように手を伸ばした。その手を握りしめると安心したようにまた眠る。俺はそんな彼が無性に愛しかった。

　ところが翌朝、彼はいつになく元気がなかった。まだ傷が痛むのかと思ったら……。

「せっかく汀君が泊まってくれたというのに、私はなんて不甲斐ないんでしょう。なにもできなかったなんて情けなさすぎます」

　ようするに彼は、昨夜肩の痛みが酷くて俺とＳＥＸできなかったことを残念がっていたのだ。

　俺はそんな彼を呆れて見返した。

「真幸さんは、そんなにやりたいのかよ」

「当然でしょう。汀君の身体はしなやかで抱き心地がとてもいいし、肌はしっとりとして柔らかで素敵です。でも、やはりなんと言ってもあそこが一番素晴らしい。嫌だ嫌だと言いながら私を締め付けてくる。あの感触はたまりません」

「このスケベ！　朝っぱらからいいかげんにしろ！」

　俺は真っ赤になって怒鳴ったのだった。人が寝ないで心配したというのになんて奴だ。それでもまた、今夜も泊まりにこいと鷲高さんは煩く言い、俺はしかたなく承知するしかなかった。

　なぜならそうしなければバイト先まで押しかけてきて、俺がウンと言うまで一日中粘ると言うのだ。そんなことをされたら営業妨害だろうが。

　俺が泊まると約束をしたので、彼は上機嫌だった。

　ところが俺が病院へ寄ってから大学へ行こうと準備をしていると、先に出かけたはずの鷲高さんが戻ってきた。

「どうしたんだよ？　傷が痛み出したのか？」

「いいえ。傷の方は汀君のおかげで今日は痛みません。それより、君にもう一度確認して貰いたいことがあって帰ってきたのですが」

「俺に？」

「そうです。昨日君の家から採取した指紋の中に、先日殺された被害者の指紋が発見されました」

「被害者って、島本有里子さんとかいう写真の女の人のことか？」

「そうです。指紋が出てきたということは、彼女は間違いなく君の家に来ています」

「俺の家にあの女の人が……？」

　俺はわけがわからず首をひねった。

「それも、彼女があなたの家に来たのは、そんなに以前のことではなく最近のはずです。我々の調べでは、彼女は十年前に亡くなった恋人の事故のことを調べていたらしく、そのことであなたのお父さんに会いに行ったと思われます」

「俺の親父に……？」

　わけがわからず俺は鷲高さんを見返していた。鷲高さんは俺にもう一度その女の写真を見せる。

　だが、何度見ても俺には見覚えがなかった。ただ、俺は親父を訪ねてきたお化けのような女がいたことを思い出した。

（そう言えば女が一人訪ねてきたよな……）

　だが、あの女はすっぴんで化粧なんか全然していなかった。

「待てよ……」

　俺はもう一度写真の女をしげしげと見た。やはりあの女とは違う。

「一人だけ、この前女が親父を訪ねてきたんだ。妙な女で親父と話して帰ったんだが、来たときは幽霊みたいに無表情な顔していたのに、帰るときはえらく感激して泣いていた。だけど、あの女はこんなにケバくはなかった」

「それはどんな女性でした？」

「四十少し前ぐらいかな……。セーターにスカートで地味な感じの女だった」

「髪は？」

「肩ぐらいまで伸ばしていた」

　すると、高さんは平沢さんに電話をして別の写真を持ってるように頼む。

「女性は化けますからね」

「そうだけどさ……」

「もし、その女性が殺された島本有里子さんだったとしたら話が合います」

「違うと思うんだがなぁ……」

　写真の女はとてもあのときの女には見えない。

「我々の調べでは、被害者には松田 まつだ実みのるという婚約者がいましたが。十年前の冬に山に登って亡くなっています」

「遭難……？」

「そうです。峰川ほうせん山、彼が遭難した山ですが、その山の中腹の崖から転落して亡くなっているのです。彼女と松田さんは数週間後には結婚式を挙げる予定だったとかで、一時は彼女も後追い自殺をするのではと周りは心配したようです。それでもなんとか立ち直ったらしいのですが、彼女は彼の遭難をずっと疑っていたようです」

「疑うって？」

「亡くなった松田さんは山登りが趣味で、峰川山には何度も登っていて山のことをよく知っていたはずなのに、その彼が道に迷って崖から落ちるなんておかしいと言っていたようです。彼の遺体が見つかった後も、何度も警察に掛け合っていたみたいです。それで、十年前の記録を調べてみたのですが、松田さんが遭難したときの山の天候はかなり悪かったらしく、雪も残っており、事件の可能性は低かったみたいですね」

「そうなのか……」

「ただ、彼女は諦められずに毎年のように峰川山に行って調べていたようです。それがここ最近になって親しい友人に、彼は殺されたに違いないと言っていたというのです。その友人は、亡くなった彼のことはもう忘れた方がいいと諭したというのですが……。彼女がなぜそんなことを言い出したのか不思議なんですよね」

「それで、彼女と親父となんの関係があるんだよ」

「その松田さんが遭難したとき、君のお父さんは撮影のために同じ山に登っておられたようです」

「親父が？」

「はい。ちょうど松田さんが遭難した日に朝から山に入っておられ、彼が下山時刻になっても下りてこないで騒ぎになる少し前に山を下りられています。お父さんは一般の登山者用のルートからではなく、峰川山の裏側のルートから入られていたようです。それを彼女は、お父さんが泊まっておられた山小屋の番人から聞いて、お父さんに会いに来たと思われます。番人の話では、彼女が十年前のことを聞きに来たときに、お父さんのことを思い出して、彼女にお父さんの名刺を渡したと言っていました。彼女の部屋から見つかった名刺は、そのときもらったものでしょう」

「それじゃ、彼女は親父に恋人の遭難のときのことを聞きに来たわけか？」

「たぶんそうだと思います」

　俺は首をひねった。もし、あの女が島本有里子さんだとすると、彼女は親父に何度も礼を言って帰っていった。親父は松田さんという男の遭難に関してなにか知っていたということだ。だが、それならば十年前に親父は警察に知らせたはずだ。いくら親父でも黙っているわけがない。俺は思わず唸ってしまった。

　それからしばらくして、平沢刑事が島本有里子さんの別の写真を数枚持ってやってきた。

「管理官、これでよろしいでしょうか？」

「すみません。お手数をおかけしました」

　平沢刑事は鷲高さんに写真を渡して、彼の傍らに直立不動で立つ。まるで忠犬みたいな態度に俺は呆れてしまった。

（すごいなぁ……）

「汀君、この写真を見てください」

　それなのに鷲高さんは平然とした顔で、俺に写真を差し出した。写真は三枚ほどあり、すべて島本有里子さんが写っていた。一枚は最初に見た写真と同じように店で撮ったらしい写真。もう一枚は古い写真らしく、ワンピース姿の女性が写っていた。俺はそれを見て驚いた。その顔は間違いなく俺が会った幽霊みたいな女の顔だったのだ。

「これ！」

「どうです、汀君」

「これも同じ人なのか？」

　驚く俺に平沢刑事が答える。

「それは、十年前ぐらいの写真だよ。彼女が水商売に入る前で、確かその直後に婚約者を亡くしている」

（そんな……！）

　俺は驚いて二枚の写真を比べた。確かに似ていると言えば言えなくはない。だが、まるで別人のようだった。

「俺が会ったのはこの人だ！」

「やはり島本有里子さんだったのですね。これで今回のすべての事件は、どうやら何らかの繋がりがあると考えられます」

「管理官、それはどういうことですか？」

「ですから、島本有里子さんは婚約者だった松田さんの遭難事件を調べていた。彼女はなぜかはわかりませんが、彼の死は事故ではなく誰かに殺されたと思っていたようです。そして、山小屋の番人から汀君のお父さんが、ちょうどそのとき撮影に来ていたことを聞いた」

（このケバイ女があのときの女だったなんて……）

　俺は自分の目が節穴だらけのようで情けなくなってくる。いくら化粧が濃かったからといっても気づかないとは、フォトグラファーとしての資質を指摘されたようで悔しい。

「それで、お父さんに会いに来た。そこで彼女はお礼を言っていたんですね。汀君？」

「ああ、そうだ。親父に彼女は、『ありがとうございました。これでなにもかもはっきりします！』とかなんとか、泣きながらそう言っていた」

「管理官、それじゃあ！」

「たぶん被害者は、お父さんから事件の手がかりとなる重要な証拠、もしくは証言を得たと考えられます」

「そして、殺された」

「そうです。その上、お父さんも事故に見せかけて殺されそうになり、汀君が留守の間に家には泥棒が入った。それも荒らされたのは仕事部屋だけだ。これはどういうことなのか……」

「もしかして、同じ犯人だと」

「ありえますね」

　俺はもう一度写真を見る。どう見ても二枚の写真に写っている女が同一人物とは思えない。

（俺の目が節穴だったなんて思いたくないよな……）

　思わず不安になってくる。

　俺は残りの一枚を取った。その写真にも島本有里子さんは写っていた。彼女を囲むようにして数人の白衣姿の男女が写っている。どうやらどこかの研究室のようだ。彼女は嬉しそうに笑って、横の眼鏡の男性を見ている。たぶんこの男が遭難した婚約者に違いない。そして、俺は何気なく二人の後ろに写っている人たちを見た。その中の一人に見覚えがあった。

（この人は……！）

　その人は一人だけずば抜けて背が高く、外国人だった。それは紛れもなくアンディ・マックィーン氏だったのだ。彼は今よりも少し痩せており、神経質そうに見えた。

「鷲高さん……！」

「どうしたのです？」

「これ、この後列の右端の人。アンディ・マックィーン氏だ。今、俺がバイトしているホテルに泊まっている客だよ」

「え……？」

　鷲高さんは俺の手から写真を取り上げる。

「一週間前から泊まっているんだ。なんでもアメリカの大企業のお偉いさんとかで、日本の企業プロジェクトを進めるために来日したという話だ」

　鷲高さんは俺の話を聞くと、難しい顔で唸る。

「平沢君、亡くなった松田さんについて調べてみてください。とくに、この男とどういう関係だったのかお願いします」

「わかりました、管理官」

「私は汀君のお父さんに会えるかどうかわかりませんが、病院へ行ってみます」

「俺も行く！」

　俺たちはすぐにマンションを出たのだった。







　だが、やはり親父は警察の事情聴取を受けられるほど回復はしておらず、面会は無理だった。

　それで、とにかく俺だけでも会って話を聞こうとしたが、親父は島本有里子さんの写真を見せても、「知らない」と答えて、それ以上はなにも言おうとしない。すぐに寝てしまい結局なにも聞けなかった。

　俺はそんな親父の様子が心配になったが、祖母ちゃんが言うには自分が面会したときには、「自善じぜん屋の肉まんが食べたい」なんて言ったらしい。医者の話でも病状はそれほど悪くはなく、今の様子だと来週にはＩＣＵから出られそうだという。それで俺は安心した。

「汀君、被害者が帰った後、何か気づいたことはありませんでしたか？」

「気づいたこと……？」

「そうです。お父さんの様子がおかしかったとか。どんな小さなことでもいいのです」

「そう言えば、彼女が帰った後で、親父の部屋を覗いたらネガが散乱していたっけ」

「ネガですか？」

「親父は仕事に関してはけっこう几帳面な方なんだ。あれはたぶんなにかを探したんだと思うんだが」

「なにを？」

「それはわからない。でも、俺の家に入った泥棒もネガを引っ張り出していたよな。まさか、泥棒はネガを探していたんじゃ……？」

「そうかもしれませんね」

（そんな……！）

「仮に泥棒がネガを狙ったとすれば、それが松田さんの遭難事件に関係があるということになりますね」

「その松田という人が遭難したのはいつのことだ？」

「十年前の三月二十二日です」

「俺は今から家に帰って、そのとき親父が撮った写真のネガがあるか調べてみる。見つけたら電話をするから」

「わかりました。では汀君、気をつけてくださいね。一応なにがあるかわからないので、あなたの家の周りは所轄の警察署に定期的にパトロールをするように頼んではいますが、くれぐれも用心してください」

「うん」

　俺は鷲高さんと病院で別れて、家へと帰ったのだった。

　帰ってすぐに親父の仕事部屋を調べたが、泥棒に荒らされていたので写真のネガは散乱しており、探すのにかなり時間が掛かった。ネガを一つ一つもう一度月日別に片づけていく。

（これも違う……。これじゃない）

　だが、どこを探しても、十年前の三月二十二日前後に撮ったと思われる写真のネガは見つからなかった。

（親父が処分したのだろうか……？）

　親父はどんなに気に入らない写真が撮れても、必ずネガは保存していた。その親父が捨てるはずはなかった。

（いったいどこにいったんだ？）

　とりあえず、鷲高さんにネガを見つけられなかったことを告げてバイトへ行った。ネガを探すのにけっこう時間をとられたので、危うく遅刻するところだった。

「遅いわよ、久谷君」

「すいませ〜ん」

　ギリギリで俺はカフェレストランに入った。

「親父の病院へ行っていたものですから」

　この際、嘘も方便だ。

「そうなんだってね。お父さんはどんな具合なの」

「おかげさまで、このまま順調にいけば来週には一般病棟に移れそうです」

「それはよかったわ」

「はい」

「コーヒーが入ったよ」

「あ、俺が持って行きます」

「六番テーブルだ」

「はい」

　俺はコーヒーポットを受け取ると、すぐに六番テーブルへ行った。そのテーブルにいた客はマックィーン氏だった。

「いらっしゃいませ」

「今日は久谷君の姿が見えないから休みかと思った」

「いえ、遅番でしたので今からなのです」

　マックィーン氏は相変わらず親しげに話しかけてきた。さっき見た写真の中の彼は今よりもずっと神経質な感じを受けた。

「お父さんはどう？」

「はい、おかげさまで来週には一般病棟に移れそうです。自善屋の肉まんが食べたいなんて言っていますから」

「そうか、それはよかった。あそこの肉まんは美味しいからね」

「マックィーン様も自善屋の肉まんをご存じなのですか？」

　俺が聞くと彼は懐かしそうに答える。

「僕も、昔日本にいた頃はよく食べていたんだ。その頃大学の研究室にいたんだが、貧乏だったんで給料が入ったときだけしか食べられなかった。だけど、美味しかったなぁ」

「マックィーン様は、なんの研究をされていたのですか？」

「燃料電池だよ」

「燃料電池ですか？」

「そうだ。外を見てごらん」

　彼に言われて外を見ると、何十台もの車が洪水のように道路を走っている。

「ガソリンは排気ガスを出してこの地球を汚染していく。自然のためにもクリーンなエネルギーが必要なんだ。だから、僕は少しでも今の自然を守るためにはガソリンに代わる新しいエネルギーの開発が必要だと考えた」

「新しいエネルギーですか？」

「そうだよ。それがなんだかわかるかい？」

「さぁ……」

　俺が首をひねると彼は楽しそうに答える。

「電気だよ」

「電気ですか？」

「そうだ。自動車をガソリンではなく、電気で動く電気自動車に変えるんだ。そうすれば自然破壊も止まる。ただ、今までの電気自動車では持続性が難しい。それを打開するのが燃料電池だ。燃料電池のコンパクト化が当時の僕には最大の目標だった。電池の持続性を高め、なおかつコンパクト化する。そして、やっと従来の燃料電池の数百倍の力を持つ小型の燃料電池の開発に成功した。ただ、それを実用化するのに十年掛かった。今度このプロジェクトが成功すれば、日本企業との協力で電気自動車の生産化のめどが立つ。これでやっと、長年の僕の夢が実現するんだ」

「すごいですね」

「ああ、そのために僕は頑張ってきたんだ」

　マックィーン氏はそう言って嬉しそうに笑う。その顔は自信に溢れていた。俺はあらためて彼をすごいと思った。そのとき俺は、例の写真のことを思い出し、島本有里子さんのことや亡くなった彼女の婚約者のことを彼に聞こうかと思ったが、なんとなく聞けなかった。自分の夢を熱く語る彼に殺人事件のことなど相応しくないような気がした。

「久谷君の夢は？」

「俺……いや、私ですか。私の夢はフォトグラファーになることです」

「お父さんみたいな？」

「いえ、父はアナログカメラにこだわっていますから。私はアナログよりもデジタルカメラを使って、写真にこだわらないもっとスケールの大きいものを撮れるようになりたいと思っています」

「それは、素敵な夢だ。夢は自分で叶えるものだよ。どんなに遠くても夢を捨ててはいけない。頑張っていればいつか道が拓かれる。僕はそう思う」

「マックィーン様……。ありがとうございます」

　俺は思わず彼にお礼を言っていた。すると彼は力強く頷く。そんな彼を見て、俺もいつか彼のように自分の夢を叶えられればいいと思ったのだった。




　　　　　◇◇◇




　その夜、バイトを終えてホテルを出ると、いつものように鷲高さんが俺を待っていた。

「鷲高さん、子供じゃないんだから来なくてもいいって」

「そうはいきません。汀君になにかあったら心配ですから」

「あるわけないだろう」

「汀君、世の中にはなにが起こるかわかりません」

　文句を言う俺に彼はしごく真面目な顔でそう言う。俺は呆れて彼を見返していた。なにしろ鷲高さんときたら、いつもの赤のフェラーリなのだ。こんな派手な車で来られたら目立ってしかたがない。女性スタッフにどういう知り合いだと聞かれたら困ってしまう。

　それなのに彼は楽しそうで、俺の文句など聞く耳持たないらしい。

「それで、マックィーン氏のことはなにかわかったのか？」

「ええ、彼は亡くなった松田さんと共同研究をしていたようです」

「え……？　それって燃料電池のことかよ」

「どうしてそれを汀君が知っているのです？」

「いや、その、マックィーン氏から聞いたんだ。燃料電池をコンパクト化して電気自動車を作るのが自分の夢だったって」

「彼にですか？」

「そうだ」

「まさか、汀君は彼が気になったわけではないでしょうね」

「気になるって？」

「彼は渋いし、それに燃料電池の開発で財産を持っていますからね」

「あのなぁ……」

　俺は呆れて鷲高さんを見返していた。それなのに当の本人は真顔だ。

「どうなんです」

「……男は間に合ってる。誰かさんだけで充分だよ！」

　俺は喚いてそっぽを向いた。すると彼がクスクス笑うのが聞こえる。

（……馬鹿野郎）

　俺は恥ずかしいような馬鹿馬鹿しいような、なんとも言えない気分だった。そのまま帰りがけに鷲高さんのお薦めの店で軽く夕飯をすませてマンションへ行った。

　彼はマンションへ戻ると、服を着替える間もなく強引に俺をベッドへと引っ張り込んだ。どう見てもやる気満々だ。肩が痛いなら大人しくしていればいいのに、そう思っても俺は強く拒否できない。俺も彼の変なところがうつったらしい。そのまま彼に抱き締められる。それでもやはり俺は彼の身体が心配だった。

「やめろよ。肩にさわる」

「大丈夫です」

「無理をするなって」

「無理なんかしていません。汀君は私の身体を心配してくれるのですね。ありがとう」

　鷲高さんは俺にそう言うと、俺の右手をそっと握りしめて、手の甲にキスをした。

（キザ……！）

「それでは汀君が手伝ってくれますか？」

「俺が……？」

　わけがわからず見返すと、彼は嬉しそうに微笑んだ。

　だからって、これはないと思う。彼は俺に、ようするに自分で動けと言うのだ。早い話が騎乗位というやつだった。

　当然俺は嫌がったが、彼は聞いてはくれない。それどころか、俺を全裸にすると舐めてやるから、彼の身体の上にまたがって尻を突き出せという。俺は恥ずかしがって逃げようとしたが、強引に彼の顔を挟むようにしてまたがされた。

「さぁ、汀君、お尻を少し突き出して」

「嫌だ！」

「わがままを言わないでください」

「これのどこがわがままだ！」

「手伝ってくれると約束したでしょう」

「そんな約束はしていない」

「汀君！」

　鷲高さんは俺を睨む。

「そんなに……睨んだって、怖くないからな！」

「言うことを聞かないと、お尻を叩きますよ」

（な……！）

「あのなぁ、俺は十九だ。幼稚園児じゃない」

「幼稚園児じゃないからいいんじゃないですか？　それとも叩かれる方が好き？」

（こいつ……最低！）

「さ、こちらにお尻を向けてください」

　無理やり彼は俺の尻を突き出させる。俺は彼の顔の上に座り込みそうになり、慌ててベッドの頭の部分を掴んだ。

「そう、いい子ですから。もう少し突き出して」

　こんな夜中にベッドの上で、それも全裸で同性の男に向かって尻を突き出さねばならない。情けなさすぎて悲しくなってくる。だが、彼は俺の尻を引き寄せると、そこを両方から手でギュッと開いた。

「あっ！」

　そのまま勢いよく俺のそこを舐め始める。

「やぁ……！　あ……っ！」

　襞を吸われ、舌で舐め回され、俺は知らず知らずのうちに尻を揺らしていた。彼は何度も何度も舌を差し込んでは奥まで舐めようとする。そのうち硬かった襞はほぐれだし、そこからぐちゃぐちゃという生々しい音が立ち始めた。

「あ……っ……はぁ……ん！」

　くすぐったいようなどうしようもない快感がそこから突き上げてくる。身体は熱くなり始め、心臓がおかしくなりそうなほどドキドキしてきた。俺のペニスはいつの間にか勃起していた。

　身体が燃えるように熱い。

　ペニスはさわられてもいないのに、血管が浮き出るほどに撓っていく。後ろを強く吸われるたびに肌が彼の舌に縋り付く。俺はどうしていいかわからなくなってすすり泣き出していた。前はますます痛み出す。熱がそこに集中してくる。彼は荒い息を吐きながら貪るように舐め続ける。そこは彼の唾液でベトベトになっていた。

　ようやく彼の舌から介抱されたとき、俺はがっくりとベッドに倒れ込んだ。だが俯せに倒れたら、勃起した自分のペニスが圧迫される。慌てて尻を浮かせた。すると彼は、そんな俺を引き寄せて、今度は自分の腹の上に持ち上げる。

「さぁ、自分で入れてください」

「え……？　無理だ」

「もう、柔らかくなっていると思いますが？」

　そう言って俺のそこを指でなぞる。

「ちょ……ちょっと待てって！」

　俺は焦って尻を浮かせた。すると、彼はそのまま指をぶすりと俺の中へ突き入れた。

「うわぁ！」

「痛いですか？」

「え……」

　痛いかと聞かれると、なんとなく妙な気分だ。痛いと言えば痛いのだが嫌ではない。俺はそんな自分が恥ずかしくて、答えられず真っ赤になっていた。彼はそんな俺を楽しそうに見ながらゆっくりと指で中を確かめる。

「あ……っ！」

　指がある一箇所を軽く突いた。その瞬間俺は一気に上り詰めそうになった。だが、それに気づいた彼は反対の手で俺のペニスの付け根を素早く強くにぎる。俺はイクのを止められる。

「真幸！」

「駄目ですよ。先にイッたら悪い子です」

「よせ……手を離せ！」

「イクときは一緒にいきましょうね」

　彼は俺が半泣きだというのに楽しそうにそう言って、俺のバンバンに勃起しているペニスを、サイドテーブルの上にあったピンクのリボンで縛る。

「ほら、可愛いです」

（どこがだ！）

「なんだよ……そのリボンは」

「ああ、これは交通課の婦警からもらったのです。旅行に行ったおみやげだそうです。でも、おみやげにサンローランのネクタイというのは豪勢ですよね」

（それは真幸に気があるからだろうが！）

　俺は喚いてやりたかったが、痛くてとてもできない。

「さ、これで安心ですね。自分で入れてみましょうね」

「真幸……」

「そんな可愛い顔をしても駄目です。諦めてください」

　彼は本当に楽しそうだ。俺は思わず、そんな彼の右肩を叩いてやろうかと思ったが、しかたなく、尻を少し浮かせる。彼のペニスはいつの間にか硬く勃起していた。

　俺はそれをマジマジと見て、ギョッとなってしまった。

（これが俺の中に入るのか……）

　今さらなのだが、同じ男の、それも完全に勃起したものを見るのは初めてだ。彼のペニスは黒光りして撓っている。硬い毛がそれに絡みつき、赤い血管が脈を打っているのがはっきりと見えた。

　俺はそれを見て思わず、自分のことを忘れて（痛そう……！）と思ってしまった。すると鷲高さんは困ったような顔で言う。

「汀君を見ているだけでこうなるんですよ。困ってしまいます」

「なんだよ……それ」

　俺がムッとした顔をすると、彼はクスリと笑う。

（俺はオナペットじゃねぇ！）

　ムカついたが、文句を言っても聞いてくれそうにない。

「さぁ、自分でお尻を広げてください」

（俺は初心者なんだぞ……）

　って、そんなことで怒っている場合ではなかった。彼は「さぁ、入れろ！」とばかりに俺をせっつく。俺はしかたなく、後ろ手で自分のそこを押し開いて、彼の硬い肉棒の先端にそっと押し当てた。

　だが、もともと男同士のＳＥＸには慣れていないし、当然のことだが自分で入れたこともない。

　そんなに簡単に入るはずもなく、少し入れただけで彼のペニスはスルリと中から抜ける。彼の先端から吹き出した雫で滑りやすくなっていた。もう一度後ろ手で自分のそこを開いて、反対の手でペニスを掴んでやってみるが、思うように入らない。

　悪戦苦闘しているのに、彼は嬉しそうにそんな俺を見ていた。

「夢でも見ているみたいです。あなたのそんな姿を見られるなんて、私はなんて幸せなんだ」

「それなら自分で入れろよ」

「そんな邪険なことを言わないでください。私があなた目当てにあのカフェレストランに日参していたことを汀君は、知らないでしょう？」

「え……？　嘘だろ。いつからだよ……」

「もう、一週間ほど前からですよ。でも、なかなかあなたと会えなくてとても寂しかった」

「なんだよそれ……」

　女性スタッフがそれを知ったら嘆くに違いない。俺は呆れてため息を吐いた。

「ほら、遊んでいないでちゃんと入れてください」

「入らないって」

「見えないからかもしれませんね。そうだ。そこの引き出しに手鏡がありますから、それを使ってみてください」

「手鏡……？」

　わけがわからずサイドテーブルの引き出しを開けると、取っ手のついた手鏡が入っている。

「さぁ、鏡を私が持っていますから、それを見ながら入れてみてください」

　言われるまま、俺は手鏡を見ながら入れようとしたが、やはりそう簡単には入らない。俺はだんだん焦れったくなってきた。

　汗は噴き出してくるし、俺のペニスは痛いほどに張りつめている。リボンで締め付けられているからイきたくてもイけない。息を吐くのさえ苦しくなってきた。身体はひたすら貪欲に快感を求めだしている。欲しいのに与えてもらえないジレンマに身体中が飢えてくる。俺はいつの間にかすすり泣き始めた。

「真幸の……馬鹿……。大嫌いだ！」

「汀君、泣かないで」

「煩い！　真幸は意地悪だ」

「困りましたね。そんな可愛い顔で泣かれると、我慢ができなくなります」

　彼はぼやいて俺の尻をギュッと掴む。

「しかたがありません。手伝ってあげましょう」

　そう言うなり、指で俺のそこを左右にグイッと開き、自分の猛っているペニスに押し当てた。

　そのまま一気に俺の身体を引き下ろす。俺は思わず仰け反って悲鳴を上げる。自分の体重でペニスが一気に奥まで入ってくる。

「うわぁ……っ！　だ、駄目だ！　やぁ……！」

　いつしか俺は彼に泣きながら許しを請うていた。それでも、彼はやめようとはしない。

「ほら、泣いていないで、ちゃんと動いてください。そうすれば、すぐに気持ちがよくなります」

「なら……ない」

「なります。だから、お尻を動かして」

「ならないったら……ならない！」

「聞き分けのない子ですね」

　彼は苦笑して、俺の尻を力任せに持ち上げる。とたんに中に受け入れていた楔がズルズルと引き出された。

「あ……！」

　腰の一番敏感な部分を彼の楔に擦られる。その瞬間、甘い疼きが俺の中を駆け抜けた。俺は思わず彼の楔を出すまいとギュッと縋り付く。それに気づいて彼が笑った。悔しかったが快感には勝てない。そのまま半泣きで尻をゆっくりと落とした。彼の楔は俺の中へと潜り込んでいく。

「あ……っ！　はぁ……ん！　あぁ……！」

　そのまま、いつしか自分で身体を激しく上下させていた。彼の楔が俺の中でさらに撓っていく。

　身体が熱くなり、おかしくなりそうなほど彼を感じていた。

「真幸……もっと……やぁ……！」

　俺はただひたすら彼の名を呼んで乱れ続けた。彼もそんな俺に合わせて身体を揺らし始める。

　自分の身体を支えることができずに、彼に助けを求めるように両手を伸ばした。すると彼はそんな俺の両手をギュッと握り返す。俺は彼に支えられて、何度も何度も身体を上下させる。

　そして、甲高い声を上げて思いっきり後ろに仰け反ったとき、俺を締め付けていたリボンはほどけて落ち、その瞬間俺は一気に放っていた。彼も俺の中に同時に上り詰めた。

　俺はそのままゆっくりとベッドに崩れ落ちた。俺たちの荒々しい息づかいだけが部屋の中に充満していた。

　気持ちが少し落ち着くと、俺はベッドから起きあがった。身体は汗でベタベタして、気持ちが悪かったのだ。鷲高さんはグッタリしている。

「俺、身体を洗ってくる」

　俺がそう言うと、彼は無言で頷く。俺はベッドの端を掴んで立ち上がると、彼に布団を掛けてやり風呂場へ行った。中にはまだ彼の楔が入っているような感覚がしていた。浴室へ行きそのままシャワーを浴びる。

（真幸も拭いてやろう……）

　そんなことを思っていたら、急に漏れるような感覚が走ったのだ。ギョッとして思わずタイルの上に座り込むと、後ろからなにかがどろりと漏れる。

　それが彼のだと気づいて、俺は自分で赤面していた。

「ちゃんと出しておかないと、腹をこわすとか言っていたよな？」

　悲しいかなつまらない知識だけはあった。それで、俺は自分でシャワーのノズルをそこに当てて、指で自分の中をひっかきだした。だが、慣れていないのでなかなか上手くいかない。シャワーの蛇口を間違えて頭の方に向けたら、お湯が目に入りそうになるしさんざんだった。

（俺はなんでこんなことをやっているんだろう……）

　惨めな気分になってくる。夜中の風呂場で、シャワーを後ろ手に持って自分のそこを掻きだす。まともに考えたら情けない。

　身体を拭いて着替えをすませてから寝室へ戻ると、鷲高さんは気持ちよさそうに寝息を立てて眠っていた。俺は彼の幸せそうな顔を見てなんだか嬉しかった。

　ところが、彼の首の回りの汗だけでも拭いてやろうかと思ったとき、インターホンが鳴る。

（こんな夜中に誰だよ……？）

　怪訝に思いながら、それでもせっかく眠っている彼を起こすのも忍びないので俺はインターホンに出た。するとやって来たのは平沢刑事だった。

『夜分にすみません』

「平沢さん？」

『その声は久谷君か？　管理官は？』

「今、寝たところだよ」

『あ、すまん。管理官に渡したいものがあるんだ。開けてくれないか』

　平沢さんがそう言うので、俺はしかたなくドアを開けた。平沢さんはすぐに上がってくる。俺は彼がドアホンを押す前にドアを開けて彼を中に通した。

「やぁ、ごめんごめん！」

「平沢さん、声が大きいって。今寝たばかりなんだから」

　俺が注意すると、彼は慌てて小声になった。

「すまん。じつはこれを管理官に渡そうと思ってきたんだ」

　そう言って平沢さんは、大きな鉢に入ったアロエを差し出した。

「それはアロエだろう？」

「そうだ。これは噛んでもいいし、傷口に塗ってもいい。俺が家で育てていたんだが、管理官の傷に少しでも役に立たないかと思って持ってきたんだ」

「え……」

「どこに置いたらいい？」

「えーと、とにかく中へ」

「ああ、そうだな」

　平沢さんはアロエの鉢を持ってリビングへと行く。

「病院へ行ってくれるといいんだが、あの人も頑固だからな」

「平沢さん、鷲高さんは自分が部下を間違えて撃って殺したと言っていたけど、本当なんですか？」

「管理官から聞いたのかい？」

「そうです」

「そうか……。それなら話が早い。君からも病院へ行くように説得してくれよ」

「俺も言っているんですが、聞いてくれないんです。これは自分の罰だと」

「違う！」

「平沢さん、声が大きいって」

「あ、ごめん」

　俺が注意すると、平沢刑事は慌てて謝る。

「俺もあのとき一緒にいたんだ。あのとき勝西しょうさい組の奴らがいきなり拳銃をぶっ放したんだ。俺たちは一応拳銃を携帯してきていたが、使うつもりはなかったんだ。奴らがあんなに大量に拳銃を隠し持っていたのはこちらの捜査不足だったが、先にぶっ放したのは奴らの方だ。それで、俺たちも応戦して……加納は後から来たんだよ。あいつは署で他の容疑者の取り調べをしていたはずだったんだ。それが、いきなり現れて俺も驚いたんだが……」

　そう言って平沢さんは唸って頭を掻く。

「管理官が拳銃を構えたとき、俺はちょうど管理官の斜め後ろぐらいにいたんだ。撃ち合いになったときは確かに滅茶苦茶で、誰が誰だかわからなくなっていた。なにしろ組員は数十人いたからな。だが、管理官が拳銃を構えたとき、加納がいきなり飛び出した」

「え……？」

「俺は確かに管理官を信奉している。だけどこれでも警察官だ。嘘はつかない。もちろん、俺は査問委員会でも証言した。あのときの加納の行動はおかしかった。それが今でもどうしても解せないんだよな。奴が死んでしまったので、なぜそんなことをしたのか知る手がかりはなくなったが……」

「鷲高さんはそれを知っているんでしょう」

「もちろん。だが、あの人は自分で自分が許せないんだと思う。管理官の本音は辞職したいんだと思うよ。あの事件の後、管理官は辞表を提出された。もちろん却下されたが。俺はそれでも管理官には辞めないで欲しいんだ。俺たち現場の警官のために」

　そう言って平沢さんはギュッと拳を握りしめた。

「おっと、俺は今から峰川山に行かなければいけないんだった」　

「今からですか？」

「うん。車を飛ばせば朝方には着くだろう。松田が遭難した状況をもう一度確認してくる。山小屋の番人から、君の親父さんのことや殺された被害者のことも聞きたいし」

「ご苦労さまです」

「管理官が起きられたらそう伝えてくれないか。それから松田とあの外国人……なんて言ったっけ？」

「アンディ・マックィーン氏ですか？」

「そうそう、そいつ。亡くなった松田と大学の研究室で燃料電池の共同研究をしていた。当時の教授に聞いたんだが、二人は松田が遭難する前、アメリカの会社から援助を受けるかどうかで揉めていたらしい。結局、松田が亡くなったので、彼はその研究を持って渡米したということだ。詳しいことは峰川山から帰ってから報告すると伝えてくれ」

「わかりました」

　俺が頷くと、平沢刑事はバタバタと帰っていった。俺は彼を見送った後、酷く複雑な気分だった。マックィーン氏は、燃料電池を使った電気自動車を開発することが長年の夢だと言っていた。

　あの誠実そうで熱心に自分の夢を語った彼が、事件に関わりがあるとはとても思えない。できることなら無関係でいて欲しい。それほど親しい間柄ではなかったが、親父のファンだと言ってくれたあの人が、殺人事件に関わりなんかあって欲しくない。俺はそう思ったのだった。

　翌朝、俺が目を覚ましたときには鷲高さんはすでに起きていた。

「おはようございます」

「おはよう、汀君」

　リビングへ起きていくと、彼はソファに座って新聞を読みながらコーヒーを飲んでいる。その姿があまりに決まっているので、俺はなんだか見とれそうになり慌てて顔を洗いに洗面所へ行った。やはり格好いいと思う。彼をモデルにして写真を撮りたい。どんな写真が撮れるだろうか？

　顔を洗ってリビングに戻ると、彼が俺のためにコーヒーを淹れてくれる。

「たまには逆もいいでしょう」

　俺は礼を言ってそれを受け取った。

「夕べ、平沢さんが来たんだ」

「朝一番に彼から電話がありましたよ」

「それじゃ、マックィーン氏が亡くなった松田さんの共同研究者だったことも聞いたんだ」

「はい。平沢君から報告を受けました。亡くなった松田さんはアメリカの企業に研究を渡すことに反対していたようです。亡くなる前日まで二人は揉めていたと言います」

「もし松田さんの遭難が事故ではなく、島本有里子さんの言うとおり殺されたとしたら、犯人は……まさか、マックィーン氏を疑っていないよな？」

「マックィーン氏にとっては松田さんは邪魔だったでしょうからね」

　鷲高さんは不敵に笑う。その顔は警察官の顔だった。

「そんな……」

「そのときの報告書によると、松田さんが峰川山で遭難したとき、彼は大学の研究室にいたそうなのです。ただ、一人で部屋に籠もっていたとかで証人はいませんが、松田さんの遭難を知って島本有里子さんや他の同僚たちと一緒に峰川山に来ています」

「それじゃ、彼は関係ないってことだろう」

「それはわかりません。平沢君にそのときの彼のアリバイを確認させていますが、大学の研究室から峰川山まで高速を走れば往復しても二時間しか掛かりませんからね。松田さんの遭難がわかったのは彼が山に入って半日ほどしてですし、彼を殺して帰ってくることもできないとはいえません」

　俺はなんと言っていいかわからなかった。あのマックィーン氏が人殺しをするとはとても思えない。すると、そんな俺を鷲高さんは怪訝な顔で見た。

「どうしました？　気に入らないようですね」

「違う……」

「では、なぜそんなにふて腐れた顔をしているのです。汀君」

「別にふて腐れてなんかいない」

「ふて腐れているじゃありませんか」

　鷲高さんは意地悪く聞く。

「まさか、彼に気があったとか言うのではないでしょうね」

「あのな、男はあんたで間に合っている。もう充分だって言っているだろうが！」

「そうですか？　充分ではないようですが」

　鷲高さんはクスリと笑ってそう言うと、いきなり俺を引き寄せた。

「ちょっと真幸！」

「では、間に合っていると証明してもらいましょうか？」

「朝っぱらから、馬鹿なこと言ってんじゃない！」

「馬鹿なことですか……」

　そう言って彼は俺のパジャマをいきなり引き上げる。

「ちょっと待て！　それ以上妙なことをすると強姦罪で訴えるからな」

「汀君、男の場合は暴行罪ですよ」

（このぉ……！）

　なんて男だ。俺は、彼の笑顔の裏に隠された本当の顔を見てみたいと思った。他人に見せない陰の顔を。だが、それはこんなとんでもない顔じゃない。俺が知りたかったのはもっとシリアスで現実的な顔だ。こんな、ただのスケベのような情けない顔じゃない。俺はあらためて自分の目が節穴だったと痛感した。

（これじゃ、木村伊兵衛写真賞なんて取れないよなぁ……）

　そんな自分が情けなかった。それなのに、彼は俺が止めないのをいいことに、俺のパジャマをさらに引き上げて胸をさらけ出させる。俺は慌てて彼の手を押しやった。

「いいかげんにしろ！」

「汀君……」

「おあずけ！」

　思わず喚く。すると、鷲高さんはふて腐れる。俺はそんな彼をウンザリして見返していた。

「なぁ」

「なんですか？　その気になりましたか」

「なるかよ。あのな、マックィーン氏が犯人かどうかはこっちにおいておくとして、親父が松田さんの遭難に関して何か知っているというのは間違いないんだろうか？　そりゃあ、親父は殺されそうになったし、家にも泥棒が入った。だけど、もし、親父が遭難に関することで知っていたら、そのとき警察に届けていたはずだ」

「確かにそれは考えられます。ですから、お父さんはそれが遭難に関することだと気づいていなかったのではないかと思われます。いいですか。平沢君の調べでは、松田さんが遭難したとき、お父さんは登山道から少し離れた沢で写真を撮っていたようなのです。普通に考えればそのときにお父さんは何かを見たか、知ったか、あるいは……」

「撮った」

「そうです。そのことに島本有里子さんは気づいた。たぶんそのことを証拠として犯人を脅した。そして、逆に殺されたと考えられます」

「だから、その犯人が親父を口封じのために殺そうとしたり、俺の家に泥棒に入ったりしたというのか？」

「私はそう見ています」

「俺が親父の部屋を探したとき、松田さんが遭難したときに撮った写真のネガはどこにもなかった。親父がそのネガだけを処分したとは考えられないから、犯人が持ち去ったと思う」

「そうですね。たぶん犯人はその証拠となるネガを探しに泥棒に入ったのでしょう。汀君が家にいなくてよかった。もし、いたらとんでもないことになっていたかもしれません」

「うん……まぁな」

　そう思うと、俺はゾッとする。口封じのために親父まで殺そうとした犯人だ。もし、俺があのとき家にいたら、悪くすると俺も殺されていたかもしれない。

「そういえば……」

「どうしました？」

「親父がさ。最初に面会に行ったとき、妙なことを言ったんだ」

「妙なこと？」

「うん。お袋の写真を大事にしろって。いまさら写真なんか大事にしてどうすると思ったんだが……あれはどういう意味だったんだろう」

「お母さんの写真ですか？」

「うちのお袋は写真が嫌いで、写真は一枚しかないんだ。俺が中学のとき新聞配達のバイトをして初めてデジカメを買った。それでお袋を撮ったんだよ。その写真は記念だから写真立てに入れて、自分の机の上に飾っているんだけど……まさか！」

「汀君、すぐにその写真を調べてください！」

　俺は頷いて、急いで着替えると鷲高さんと一緒に家へ帰ったのだった。

　そのまま二階の自分の部屋へ駆け上がった。

「あった！」

　机の上の写真立てを取る。だが、写真立てには別に変なところはない。

（親父は間違いなく、お袋の写真を大事にしろって言ったよな……？）

　中からお袋の写真を取り出そうとすると、お袋の写真の後ろにもう一枚写真が入っている。

「これは……！」

　その写真は山の景色を写したものだった。どこかの冬山らしく、山は雪に覆われ手前の川には氷が張っていた。

「たぶんこの写真は峰川山で撮られたものですね」

「うん」

　それは一見ただの風景写真だった。だが、

「真幸さん、ここ！　ほら、この木立の間に人が見える！」

「え……？」

「虫眼鏡がどこかにあったはずだ！」

　俺は慌てて引き出しの中から虫眼鏡を取り出して写真を拡大してみた。

　そこには山へ入っていく二人の男の姿が写っていた。一人は横を向いており、もう一人はその男を振り返って見ている。横を向いた男が島本有里子さんと一緒に写っていた松田さんで、彼を振り返って見ている男はマックィーン氏だった。

（そんな……！）

　俺は唖然となった。もし、俺が事前に彼女のこともマックィーン氏のことも知っていなかったら気づかなかったかもしれない。

「これで間違いなく松田さんの遭難にはマックィーン氏が関わっていることがはっきりしましたね。ですが、これだけではどんなふうにでも言い逃れができます。証拠が足りません」

　鷲高さんはそう言うと、すぐに署に連絡を入れて、マックィーン氏の身辺を調査するように指示を出した。

（あのマックィーン氏が馬鹿な……）

　俺は信じられずに、写真を握りしめていた。

　マックィーン氏は島本有里子さんが殺された夜一度ホテルに戻ってきたものの、すぐに出かけていき、帰ってきたのは夜中の三時過ぎだったという。親父が事故に遭った夜も、夕方から昔の友人に会うからと言って接待を断りどこかへ出かけていたらしい。帰ってきたのはこれも朝方だったそうだ。両方とも俺がバイトしているホテルのフロントマンが見ていた。

　鷲高さんたちは彼への容疑を強め、有力な手がかりを求めて捜査を行っていた。祖母ちゃんから親父が予定よりも早くＩＣＵから出されたと電話があったのはその翌日のことだった。

　それで俺は鷲高さんと一緒に病院へ行った。親父の回復力は医者の想像以上だったらしい。明日からは点滴の量を減らして流動食に切り替えるそうだ。右腕の方も検査の結果、時間が掛かるがリハビリをすれば元通りになるという。俺は正直ホッとしていた。あの親父からカメラを取ったらなにも残らない。親父は一般病棟には移されたものの、それでもまだ手術後の日にちがそんなにたっていないので、ナースセンターの隣の個室に入れられていた。

　あの親父のことだから、素直に事情聴取を受けるとはとても思えなかった。それで、鷲高さんにはロビーで待ってもらい、祖母ちゃんには親父と二人で話したいことがあるからと席を外してもらった。

　親父はずいぶん顔色がよくなり、元気になっていた。たいした生命力だと思う。あの重いカメラの機材を抱えて、一人で何日でも山に籠もるような男だからもともと体力はある。それがよかったのかもしれない。

「親父、具合はどうだ」

　俺が聞くと、親父は退屈そうに言う。

「ぼちぼちだな」

「右腕はリハビリすれば治るそうじゃないか。よかったよ」

「当たり前だ。こんな怪我ぐらいで駄目になってたまるか。祖母さんから聞いたが、うちに泥棒が入ったそうだな。俺のカメラは無事か？」

「カメラは大丈夫だったけど、ネガをやられた」

「ネガを……？」

「そうだ。この写真のネガだ」

　俺はポケットから例の写真を取り出して親父の目の前につきだした。すると親父はそれを見てクスリと笑った。

「なんだ。見つけやがったのか」

「なんだって、あのなぁ、どうして警察に話さなかったんだ」

　やはり親父はなにもかも知っていたのだ。

「親父が最初からコレのことを話していたら、こんなことにならなくてもすんだんだろうが！」

「煩い！　俺は病人だぞ。ギャアギャア騒ぐな」

「わざと重病人のふりをしていたくせに」

　俺が文句を言うと、親父はつまらなさそうな顔をする。

「面倒に巻き込まれるのはごめんだ」

「今さらもう遅いよ」

　俺は呆れて言い返した。

「島本有里子さんにもこの写真を渡したんだな？」

「そうだ。俺は断ったんだが、あの女はしつこくってな。最初は電話で、松田とかいう男が遭難したとき、俺があの山で撮影した写真を見せてくれと煩く言ってきたんだ。それで俺はそのときのネガは処分したと嘘をついて断ったんだが、うちまで押しかけてきやがった。彼女は、その男の遭難がただの遭難じゃないと疑っていたようだった。真実が知りたいから協力してくれと言って聞かない。あんまりしつこいから俺も根負けしてしまって、あのとき撮った写真を現像して見せたんだ。写真を見せれば気がすむだろうと思ったんだ」

「それで、その中の一枚がこれか？」

「そうだ。彼女はこの写真を見ていきなり泣き出し、この写真をくれと言って聞かない。俺は断ったが引き下がらない。それで、いらなくなったら写真を必ず処分するという約束で渡したんだ。だが、どうも気になってな。彼女の話から想像すると、あのときの遭難はただの事故ではないようだった。だから、彼女が帰った後に念のためにもう一枚現像して、おまえの写真立ての裏に隠しておいたんだ」

「なんでそんなことをしたんだよ。自分の部屋に置いておけばいいじゃないか？」

「馬鹿じゃねぇか！　俺が、こんな写真を手元に置いておけるか」

「え……？　親父、まさか……この写真は露出ろしゅつ 補正ほせいを」

　俺がそう言ったとたんに、親父はすごい形相でいた。

「汀！　露出補正がなんだ！」

「いや……あの」

　俺はその剣幕に圧倒されて口ごもった。

「おまえは、この俺が露出補正を忘れたとか言うんじゃないだろうな。俺は、『久谷九作』だぞ。そんな初歩的なミスをしてたまるか！」

（忘れたんだろうが……）

　親父はムッとした顔のままだ。俺は唖然としてしまった。確かにこの写真を見たときに俺も思った。写真は画面が少し暗かった。それは露出補正に失敗したものだ。写真には雪が写っていた。

　雪のように明るい被写体の時は、そのまま写せばどうしても暗くなる。だから露出補正を少しだけプラスにする必要があった。親父はそれを忘れたのだろう。

　それでも、写真自体のできから見たら、それはほんの些細なことでそれほど悪くはない。だが親父はそれが気に入らなかったらしい。

（それで、警察に言わなかったのかよ……）

　親父は自分のプライドが大事だったわけだ。だけど、もし一歩間違っていたら、右腕は動かなくなり、もう二度とカメラは握れなくなったかもしれないのだ。それなのに親父は不愉快そうな顔で言う。

「こんなもの世の中に出したら、俺の名前に傷が付く。末代までの恥だ」

「あのなぁ、そんなしょうもないことにこだわるから、こんな目に遭うんだろうが！」

　俺は呆れて喚いたのだった。

　親父の話では、島本有里子さんは親父からその写真を受け取ると「これではっきりできる」と言っていたらしい。それがどういうことか詳しいことは親父も聞いてはいなかった。親父は鷲高さんにもこの写真を公に出さないでくれと頼んだ。さすがに彼は理由を聞いて苦笑していた。

「素晴らしいお父さんですね」

「どこがだ！」

　親父の事情聴取を終えたあと、鷲高さんは俺にそう言う。俺は思わず言い返していた。

「親父が平沢さんにこの写真を見せてたら、こんな回りくどいことにはならなかったんだ」

「それはそうですが、そのおかげで私は汀君とこうやって一緒にいられるのです。お父さんには感謝しています。ですが、さすがに緊張しました。事情聴取でこんなに緊張したのは生まれて初めてです」

「馬鹿だなぁ……」

「この私が手に汗をかいていたんですよ。警視総監に直訴したときでさえ、動揺しなかったのに駄目ですね。これぐらいで動揺していては、汀君をお嫁さんにくださいなんてとても言えません」

（な……！）

　俺は呆れて彼を見返したが、彼はしごく真面目な顔だ。

「それでこれからどうするんだ」

「とにかくこれだけでは、やはり物的証拠が少なすぎます。もっと状況証拠を揃えないといけません」

「大変だな」

「ええ、仕事ですから」

　彼はサラリとそう答えた。その顔からは穏やかな笑みが消え、厳しい表情になった。獰猛な野を思わせる。

　俺はそんな彼を撮りたいと思った。フォトグラファーとしての腕は半人前の俺だが、彼を撮ってみたい。まるで別人のような彼を写真に捉えたい。　フォトグラファーとしての本能がうずき出す。

「あのさ、今度、写真を撮っていいか？」

「私のですか？」

「そうだ」

「汀君に撮ってもらうなんて嬉しいです。ですが、それなら私もあなたを撮ってみたいなぁ」

「俺を？」

「はい。私にも汀君を撮らせてください」

「俺なんて駄目だよ」

「そんなことはありません。汀君の身体はとても素敵ですから」

「身体って、ひょっとしてヌードかよ！」

「決まっているでしょう。こんなに素敵な身体なのに隠しておくなんてもったいないですよ。どんなポーズがいいかなぁ〜。四つん這いになってお尻を突き出してもらって、お尻の方から舐めるように激写するのなんてどうでしょう。それとも全裸に制帽だけ被ってカメラに背を向けてお尻を少し突き出す。それを私が下から撮るなんていいですね」

「どっちも尻が中心じゃないか」

「もちろんです。汀君のお尻はチャームポイントですから」

「そんなチャームポイントはいらねぇ〜！」

　俺は思わず喚いていた。




　　　　　◇◇◇




　それから数日後、俺がバイトしているホテルの大宴会場で、日本のある自動車会社とマックィーン氏の会社との業務提携を祝うパーティーが開かれた。それは、政治家から大企業のお偉いさんまで、ざっとその数は八〇〇人という大規模なパーティーだった。

　そのために俺たちアルバイトも動員され、朝から会場作りに大忙しだった。昼頃にはようやく準備も整い、客たちが次々と到着してくる。マックィーン氏からなにか飲み物を持ってきて欲しいと電話をもらい、俺はミネラルウォーターを持って彼の控え室へ行った。

　俺が入って行くと、彼はスピーチの練習をしていた。

「こちらでよろしいですか？」

「すまない。なんだか喉が渇いてしまって」

「本日はおめでとうございます」

「ありがとう。やっとここまでこぎつけたよ。だが、これからが大変なんだ。これは、僕の夢の一歩にしか過ぎない」

　彼はそう言って、俺が持ってきたミネラルウォーターをグイッと飲んだ。そんな彼の顔はとても嬉しそうだった。

「あの、マックィーン様、少々お時間を頂いてよろしいですか？」

「ん？　なんだね」

「父の撮った写真を見ていただきたいのです」

「僕に？」

「はい。父のファンだと仰っていただきましたので」

「それは嬉しいな。ぜひ、拝見させてもらおう」

「ありがとうございます」

　俺は彼に礼を言って、ポケットから冬山の写真を取り出した。

　平沢さんたちの調べで、島本有里子さんが殺された夜、彼女のアパートから飛び出してきた男を見たという目撃者が見つかった。ただ、その男は、黒っぽいコートに帽子を深々と被り、サングラスをしていたという。顔はわからなかったらしいが、背格好がマックィーン氏とそっくりだった。だが、それだけではまだ証拠は足りない。

　鷲高さんはマックィーン氏がアメリカへ帰ることを心配していた。そうなると日本の警察はなかなか手を出しにくくなる。

「この写真なのです」

　俺は写真をマックィーン氏に見せる。すると、彼はその写真を見て、一瞬だけ怖い顔になった。

　だが、すぐに平然とした顔になる。

「綺麗な写真だね」

「そうでしょう。でも、父は気に入らないようなのです」

「どうして？」

「露出補正を忘れたために、全体が暗いからです」

「僕にはそんなふうには見えないが……」

「ええ、私もそんなに悪い写真だとは思わないのですが、こんな写真を世に出したら、『久谷九作の恥だ！』と言うのです。その写真の木立の中に人の姿が写っていますよね。その人に見覚えはありませんか？」

　俺が尋ねると、彼は厳しい顔になった。

「君はなにが言いたいんだ」

「そこに写っているのは、あなたと亡くなった松田さんですよね」

「だからなんだと？」

「その写真は松田さんが遭難される少し前に父が撮ったものです。島本有里子さんは、松田さんが遭難されたとき、父がちょうど撮影していたのを知って尋ねてみえました。そして、その写真を見て、父に『これではっきりわかった』と言われたそうです。マックィーン様、本当のことを仰ってください。私は自分の夢を叶えようと頑張っておられるあなたが、そんな恐ろしいことをされるとは信じられないのです」

「久谷君……」

「私にあなたは言ってくださいましたよね。夢を捨ててはいけないと。夢は叶えるものだと。そのために努力すべきだと。マックィーン様！」

「……」

　彼は目を閉じて小さくため息を吐いた。

「タバコを一本吸わせてくれないか？」

　そう言うとポケットからタバコを取り出した。俺はあいにくライターを持ってはいなかった。

　すると、彼はそのうちの一本を口にくわえ、自分のライターで火を付ける。そして、気持ちよさそうに吸い出した。

「燃料電池のコンパクト化を成功させ、電気自動車の大量生産に踏み切る。これは僕の長年描いていた夢だった。だが、それには研究室の少ない予算ではとうてい無理だ。どうしても外部の援助が必要だった。このままでは何十年掛かるかわからない。僕は焦っていた。それで、日本の企業にあたってみたが、どこも実用化には相当な金額が掛かるので断られた。唯一アメリカの企業だけが融資をしてもいいと言ってきたのだ。だから、僕は松田に一緒にアメリカへ行って研究を続けようと持ちかけた。だが、松田は……」

　マックィーン氏はつらそうな顔になった。

「松田は反対した。アメリカの企業の話を受けたら、自分たちは彼らの手足にさせられ利用されるだけだと。それに今まで研究させてくれた大学と教授に申し訳がたたない。そう言って首を縦に振らなかった。僕は何度も彼と話し合った。だけど、答えは平行線のままだ。あの日、松田が休みを取って峰川山に登りに行ったとき、企業からどうするか急いで最終返答をするようにと電話をもらった。それで急いで松田を追いかけて山へ行ったんだ。峰川山には何度も松田と登ったことがあったから、彼の登山ルートは知っている。登山道の中ほどで彼を捕まえて、もう一度考えてくれるように頼んだ。だが、彼はウンとは言わない。話し合いはこじれてしまい、彼はアメリカへ行きたいのなら僕一人で行けと言い出した。だが、研究は二人でやってきたものだ。僕一人のものではない。言い合いをしているうちに、気がついたら松田を突き飛ばしていた。僕は怖くなってその場から逃げ出し研究室に戻った。殺すつもりなんかなかった。殺すつもりでは……！」

　そう言って彼は唇を噛みしめる。その目には涙が浮かんでいた。

「松田が遭難したことになったあと、僕は研究のすべてを持ってアメリカへ渡った。そして、夢中で燃料電池のコンパクト化に全力を注いだ。それに成功し、企業のトップまで昇り詰めた。やっと日本の自動車会社との共同開発でついに、念願の電気自動車の大量生産にこぎつけたのだ」

「島本有里子さんを殺したのもあなたなのですか？」

「彼女は以前から松田の遭難を疑っていた。峰川山に何度も登り、あの山を知り尽くしていた彼が遭難するとはおかしいと言っていた。彼女はたぶんずっと調べていたのだろう。日本に帰ってきてから数日して、彼女から電話をもらった。彼女は松田が遭難する前に僕が彼と一緒だった証拠の写真を持っている。だから会いたいと言ってきた。それで僕は彼女のアパートへ行ったんだ。そこで彼女はその写真を見せて僕をなじり、今すぐに警察へ行けと罵倒した。僕はせっかく共同開発が軌道に乗ろうとしているときに、警察には行けない。なんとかもう少し待ってくれと彼女に頼んだ。だが、彼女は聞こうとはしない。それで、つい、傍にあったコードで彼女の首を絞めて殺してしまった」

「俺の家に泥棒に入ったのもあなたですね」

「そうだ。彼女から写真を撮ったのが君のお父さんだと教えられた。写真があるということはネガもあるはずだ。それに君のお父さんは彼女から何か聞かされているかもしれない。怖かった。君の家に行くと、ちょうどお父さんは家から出てくるところだった。それで、後をつけて、チャンスを狙って、お父さんを事故に見せかけて車で轢いた。そして、ネガを探すために君の家に忍び込んだんだ。あのとき撮られたネガを盗み証拠が残らないようにすべて燃やして処分した。頼む、久谷君。もう少しだけ、僕を見逃してくれ。このパーティーが終われば僕は警察に出頭する。このパーティーだけは無事にすまさせてくれ。これは僕の長年の夢だったんだ。やっと夢が叶うんだ！」

　マックィーン氏は俺に向かってそう言った。

「あなたの気持ちはわかりますが無理です」

　俺が答えると、部屋のドアが開いて鷲高さんが平沢刑事を連れて入ってくる。鷲高さんは真っ直ぐにマックィーン氏の傍へ行くと、静かに言った。

「あなたは、まず自分の犯した罪を償うべきです」

　マックィーン氏はがっくりとその場に倒れ込んだのだった。

　こうして事件は解決した。パーティーはマックィーン氏不在のまま予定どおり行われたのだった。




　　　　◇◇◇




　その夜、いつものように鷲高さんは俺を迎えに来てくれて、俺は彼と一緒に彼のマンションへ行った。マックィーン氏は観念してすべてを自白し、近々送検されるという。しばらくは大企業のトップの犯罪なので、マスコミがなにかと騒がしいだろうと鷲高さんは言う。今回の事件に関わったので俺が騒ぎに巻き込まれるかもしれないと心配してくれた。俺はそんな彼の優しさが嬉しかった。

　マックィーン氏は夢を掴もうと急ぎすぎたのだと思う。急ぎすぎて、彼は罪を犯してしまった。

　俺はそんな彼をなぜか憎めなかった。彼の罪は許せない。二人もの人間を殺し、そのあげくに親父まで殺そうとした。だが、自分の夢を叶えたいという彼の切実な思いには共感できた。鷲高さんの話では、マックィーン氏は逮捕された後、弁護士を通して企業の最高責任者という地位を辞任したという。彼がトップを務めていた企業は正式に彼とはもう関係がないという声明を発表したらしい。それもすべて彼の希望によるものだったそうだ。彼が熱望した電気自動車の開発は予定どおり行われるらしい。それだけが俺には救いだった。

　ところが、彼と一緒にマンションへ帰ると、ロビーに一人の男が待っていた。

　その男は俺よりも少し若く高校生ぐらいに見えた。ただ、男の服装は黒のスーツに白のワイシャツ、それに黒いネクタイという葬式帰りのような出で立ちだった。若い男は俺たちに気づくと鷲高さんに声を掛けてきた。

「君は？」

　鷲高さんは怪訝な顔でその男を見返した。

「加納の弟で渡辺わたなべ 時夫ときおと言います」

「加納君の……」

「はい。聞いていただきたいことがあって来ました」

　彼は酷く思い詰めた顔でそう言った。緊張しているらしく手が微かに震えている。そんな彼を見て、鷲高さんは彼をそのまま自分の家へ連れて行った。

　二人はリビングで話し始めたので、俺はキッチンで二人にコーヒーを用意して持っていった。

「母が一昨日亡くなりまして、今日は納骨を済ませてきたところなのです」

「それは、お気の毒なことでしたね」

「はい。ガンで半年持たないと言われていました。それでも一年持ったから良かったと思っています。それで、今日俺は鷲高さんに謝りにきました」

「私にですか……？」

　鷲高さんはわけがわからない様子だった。俺はコーヒーを出すと、邪魔をしては悪いと思ってキッチンへ戻った。

「本当は兄が亡くなったとき、すぐ警察に出頭しようと思ったんです。でも、俺はどうしてもできなかったんです。俺が刑務所に入ったら、母が一人になる。母には、さんざん迷惑を掛けたから、せめて死ぬときだけは傍にいて看病もしてやりたかった。だから、俺はすぐに警察に行けなかった。本当に、すみませんでした」

「時夫君……」

　彼は鷲高さんに向かって思いっきり頭を下げる。

「兄が死んだのも俺のせいなんです」

「それは、どういうことですか？」

「俺は、兄が死んだとき、勝西組にいたんです」

（なんだって！）

　俺は唖然となった。鷲高さんも驚いたようだ。

「俺たちの両親は俺と兄貴がガキの頃に離婚して、俺は母親に、兄貴は父親に引き取られました。俺はその……兄貴と違って勉強は嫌いだったし、教師にいろいろ言われるのが嫌で、中学の頃から学校には行かずに遊びあるいていた……。高校に上がる頃には一端いっぱしの不良になっていて、高校も一年で中退しました。あとは、悪い仲間と一緒になってカツあげやったり、勝西組の使い走りをしたりしてブラブラしていました。兄はそんな俺を心配して、何度も真面目になるように言ってくれたのですが、あの頃の俺は兄に反発するだけだった。勝西組には俺を可愛がってくれる人がいて、その人から杯さかずきをもらって組員になったんです。それがあの事件が起こる少し前、母が倒れて入院しました。ガンで半年持たないと言われて、俺はやっと目が覚めたのです。このまま心配だけ掛けて母を死なせたら、俺はとんでもない馬鹿だと思い、ちょうどあのとき、組を抜けさせてもらうように頼みに行っていたのです」

「それでは、加納君はそのことを」

「知っていました。行く前に兄には相談しましたから。兄も喜んでくれて、何かあったら俺が何とかしてやるからと言ってくれました。だけど、勝西組の事務所で組を抜けさせて欲しいと話していたら、鷲高さんたちが乗りこんできて、あの騒動になったんです。俺も応戦しろとピストルを押しつけられて、どうしていいかわからず困っていたら兄が来たのです。兄は俺に逃げろと……。でも俺は怖くて、夢中でピストルを握り締めていました。だから鷲高さんを狙うつもりなんかなかった。信じてください。でも、そのせいで兄が俺を庇って……」

　彼はそのときのことを思い出したのか、急に泣き出した。

（なんてことだ……。だからその加納という刑事は来たのか）

　俺は平沢刑事が不審がっていたことがわかった。

「本当にすみませんでした。すぐに自首しようと思ったのですが、弱っている母を一人にできなかった。兄の葬式の時も言いだせなかった。申し訳ありません。母のことが片づいたのでこれから警察に自首をするつもりです。でも、その前に鷲高さんに一言謝っておきたかった。俺が兄の言うことを聞いてもっと早くに足を洗っていたら、兄は死ななくてすんだんだ」

「わかりました。よく話してくれましたね」

「鷲高さん……」

「つらかったでしょう」

「俺は……」

「加納君は君を守りたかったのですね」

「今から警察に自首してきます」

　彼がそう言うと、鷲高さんはどこかに電話を入れる。どうやら相手は平沢刑事のようだ。

「君のことは平沢君に頼みましたから、彼を訪ねて行くといい」

「ありがとうございます」

　彼は何度も鷲高さんに頭を下げて帰っていった。

　彼が帰ったのを見て、俺はすぐにリビングへ戻った。鷲高さんはリビングの窓から外をジッと見ている。そんな彼の横顔は怖いほどに鋭かった。まるでなにかを睨み付けるように、夜の闇を見ていた。彼が俺に気づいて振り返る。とたんに穏やかないつもの顔になった。

「コーヒーを入れてくれてありがとう」

「これぐらいお世話になっているから当たり前だ」

　俺はそう言ってコーヒーカップを片づけた。カップをキッチンに運び、それを洗う。その間中、彼はまた外の景色を見ていた。

　しばらくして、誰かと話す声が聞こえてくる。なんだろうと思ってキッチンから顔を出したら、鷲高さんが携帯で電話をしていた。

「そうですか、彼は自首してきましたか」

　相手はどうやら平沢刑事のようだ。

「彼のことは君に任せますから、よろしくお願いします」

　鷲高さんはそう言って電話を切る。

「汀君、ここに来て一緒に夜景を見ませんか？」

「うん」

　俺は頷いて、彼の傍へ行った。すると、彼はそんな俺を引き寄せ、後ろから抱き締めてきた。

「真幸……」

　顔だけ振り返ると、そのままでキスをされた。それはとても優しいキスだった。それでも俺は彼の唇が離れた後、腰が砕けそうになって慌てて彼に支えられた。

（本格的なキスをするなよなぁ……）

「見てごらんなさい。綺麗な夜景でしょう」

「うん」

「あの明かりの下、人はみんな一生懸命に生きているんです」

　街の灯はキラキラと宝石のように輝いていた。

「私はあの自分に向けられた銃口に気づいて反射的に撃った。冷静な状況判断に欠けていたせいです。私の失敗です。たとえ、どんな理由があっても、私が加納君を殺してしまったことに変わりはない」

「真幸……」

　鷲高さんはそう言って俺の頬にそっと押しつけた。窓ガラスに俺たちの姿が映っている。

　彼はとても優しい目で俺を見ていた。だが、俺には彼がまるで泣いているように見えた。

「どうしたんだよ。なんでそんな悲しそうな顔をするんだ」

「私が悲しそうに見えますか？」

「見える」

「汀君は怖いですね」

「誤魔化すなって」

　俺が文句を言うと、彼は苦笑する。

「なぁ、肩の手術を受けろよ」

「必要ありません」

「ありがとう」

「真幸！　俺も平沢さんも心配して言っているんだぞ。言うことを聞けよ」

「ありがとう」

「ちゃんと聞けよ。手術しろ。そんな弾丸なんか、さっさと取ってもらえ」

「弾丸付きの男は嫌いですか？」

「ああ、嫌いだ。大嫌いだ！」

「汀君……」

　彼は困ったような顔をした。俺はそんな彼の腕を押しやって、ソファに腰掛ける。

「どいつもこいつも意固地になりやがって！　俺に心配ばかりさせて馬鹿ばかりだ！」

　俺はむかついて喚く。すると、彼も俺の横に来て腰を下ろす。そんな彼の胸を、俺は思わず手でバチバチと叩いていた。

「そんなに弾丸が好きなら、一生入れていろ！　痛がって苦しめばいいんだ！　俺の知ったことか」

　喚いているうちに涙が出て泣きそうになって慌てて我慢する。こんな男のために泣いてなんかやるもんか！

「汀君、私のことを好きですか？」

（え……？）

　思わず叩くのをやめて彼の顔をマジマジと見返していた。

「ちゃんと聞いたことがなかったのですが、私のことをどう思っています」

「どうって……別に」

「別に、なんですか？」

「それじゃあ、真幸は俺のことをどう思っているんだよ」

　俺が聞き返すと、彼はとびっきりの笑顔で答える。

「大好きです」

「あ、そ……」

「汀君」

　俺が素っ気なく答えたので、彼は不服そうだ。

「ただの、友達だ」

「こんなことをしていても？」

　そう言って鷲高さんは俺を抱き締めてきた。俺は思わず怒鳴った。

「そうだ。友達だったら友達だ！」

「友達ですか……。普通は友達とはこんなことはしませんよ」

「俺はするんだ！」

　喚き返したら、彼はムッとした顔になる。

「それは許せませんね。私以外の誰かとこんなことをするなんて、私は許しません」

「あのなぁ、俺はあんたの持ち物じゃない。俺がなにをしようと俺の勝手だろうが」

　もちろん本心ではなかった。売り言葉に買い言葉という奴だ。ところが、俺がそう言うと彼はとたんに怖い顔になった。そして、なにを思ったのか、いきなり抱き締めていた俺の両腕をギュッと掴む。俺は焦って喚く。

「なにをするんだ！」

　だが、彼はそんな俺に構わずに、いきなり俺の両手に手錠をがちゃりと掛けたのだ。

「真幸！」

　そのまま、どこへ連れていくのかと思ったら、彼は嫌がる俺を抱きかかえ、リビングの窓を開けて、ベランダへと連れ出した。

「なにするんだよ！　これを離せ！」

　俺が喚くのも構わず、ベランダの手すりに手錠をロープで縛り付ける。

「てめぇ、それでも管理官か！」

　ベランダは六畳ほどでけっこう広く、丸いテーブルと椅子が置いてあり、天気のいい日にはそこで日光浴もできるほどだった。彼はテーブルを俺の傍に引き寄せると、俺が暴れるのも構わず、その上に抱え上げた。俺はまな板の上の鯉状態だった。

「取れったら、取れ！」

「そう喚かないでください。たまには夜空を眺めるのも悪くありませんよ」

「どうせ夜空なんか見ないくせに！　アオカンなんて俺は嫌だからな！」

　俺が思わず喚くと、鷲高さんは嬉しそうに言う。

「そうですね。アオカンも刺激的でいいかもしれない。では、友情を深めましょうか。私たちは友達なんですから」

「もう、いいって！」

　彼は俺が足をばたつかせるのも構わず、俺のジーンズのチャックを外して、そのまま引き抜く。

　その上、今度は下着を脱がせて、靴下を取り、下半身を裸にされた。

「うーん、とても官能的な格好です」

「わかった！　謝るから！　もうやめてくれ！」

　俺が言っても聞こうとはしない。それどころか、ウットリした顔で俺を見ている。俺は半泣きになっていた。

「もう……嫌だぁ！」

「ほら、そんなに騒いだら、ご近所迷惑ですよ」

（てめぇが悪いんだろうが！）

「私のことをどう思っています。好きですか？」

（こんな格好でそれを聞くか？）

　俺が答えないでいると、今度は俺のシャツのボタンを外しだした。それも実に楽しそうな顔でだ。俺は前もはだけさせられ、情けない格好にさせられる。

「さぁ、答えて。好きですか？」

「……言わない」

「汀君」

「言って欲しかったら、手術を受けると約束しろ」

「え……」

「手術を受けるなら言ってやる！」

　俺が喚くと鷲高さんは困った顔になった。

「どうだ！」

　そして、ため息を吐く。

「わかりました。受けます。手術して弾丸を取り出します」

「本当に？」

「本当です」

「嘘じゃないよな」

「嘘じゃありません」

「約束するか？」

「約束します。だから、言ってください」

「俺は……」

　さすがに照れくさい。俺が口ごもると、鷲高さんは早く言えと目で催促をした。

「俺は真幸が、大好きだ！」

　喚いて真っ赤になった。すると、彼はそんな俺をぎゅっと抱き締める。

「ち、ちょっと待てって！」

　二人分の重みを受けて、テーブルが軋む。だが、彼はやめようとはしない。それどころか、そのまま俺の顔に滅茶苦茶にキスをするのだ。俺はくすぐったくて悲鳴を上げていた。

「やぁ……！　これを外せって！」

　だが、彼は聞いてはくれない。そのまま俺の首筋から胸へとキスしていく。俺は我慢できなくなって喘ぎだしていた。

「あ……！　やめろ！　あ、駄目……そんなところを舐めるな！」

　鷲高さんは、そんな俺の反応を目で楽しみながらキスを繰り返す。乳首をしゃぶって、歯で軽く噛む。俺は思わず甲高い声を上げていた。

「やぁ！」

　すると彼はさらにしつこくそれを舐めだした。身体はしだいに熱くなって、夜の冷たい空気が心地よかった。夜風が俺の髪を散らしていく。肌は火照りだし、身体の芯がうずき始める。俺は知らず知らずのうちに身体をくねらせていた。

　後ろがどうしようもなくむず痒くなってくる。　前はうずきだし、熱を放って熱く撓りだした。

　俺の身体はおかしくなりだしていた。ここが外で、どこから見られるかわからないベランダだということさえ忘れそうになっていく。彼が与えてくれる快感だけが俺を支配していき、俺は全身で喘ぎ始める。鷲高さんはそんな俺をさらにたかめようと、俺のペニスをそっと握りしめた。

「あ！　あぁ……っ！」

　俺は我を忘れてよがり出す。自分のあさましさなど考えている余裕はなかった。ただ、燃えさかるようなこの熱を静めて欲しい。欲望という名の淫らな快感が俺を虜にしていく。俺は気がつくと、彼を誘うように身体を揺らしていた。彼はそんな俺を目で楽しみながら、さらに追い上げていく。俺のペニスは彼の手の中でビクビクと震えている。そのたびに、先走りの雫が月明かりに照らされて、夜の闇の中にキラキラと舞っていった。

「うっ……！　あぁ……ん！　やぁ……！」

「どうして欲しいですか？」

「もっと……もっと、下も舐めてくれ。あ……！」

　俺は我慢できずに彼にねだる。すると彼は頷いて俺の両足を大きく開かせ、そこをむき出しにさせた。

「すごく綺麗ですよ。このまま写真に撮りたいくらいだ」

（この野郎……！　そんなことをしたらただじゃすまないから！）

　文句を言いたくてもそこをペロリと舌の先で舐められ、俺は言えなかった。彼は嬉しそうに俺の両足をさらにグイッと開かせて舐めだす。それでも勃起し始めた俺のペニスには触れようとはしない。わざとそこを外して、周りの産毛を丁寧に濡らしていく。

　俺はいつしかすすり泣いていた。身体はどうしようもなくなってくる。ますますむず痒くなり、掻いて欲しくてたまらなくなってきた。息をするのも苦しくて、涙で目が潤んでくる。

　彼はそんな俺をさらに煽るように舌と指で直に弄りだした。そして、丁寧にそこをほぐしていく。そこはすぐにわななきだし、彼の指を飲み込んでいく。

　俺は思わず彼の頭を太ももでギュッと締め付けていた。すると彼はお返しとばかりに、そこを強く吸い上げた。

「あ……！　やぁ！」

　全身を震わせてわななく。なにがなんだかわからなくなっていく。もっと彼が欲しい。彼の熱い楔が欲しいと思った。

「真幸……もう、もう……駄目だ」

「汀君」

　彼は少し顔を上げて俺を見る。

「早く……あ！　中を……俺の中を掻いてくれ！」

　たまらなくなって俺はねだる。すると彼はとても嬉しそうな顔で頷く。そして、ゆっくりと自分のズボンのチャックを下ろして、己のペニスを取り出した。それはすでに硬く勃起していた。

　俺はそれを潤んだ目でジッと見た。

　彼はそっととそれを俺のそこに押し当てる。そして、そのままグイッと突き入れた。衝撃が俺を襲う。俺は呻いてそれに耐える。俺の襞は彼を飲み込んで嬉しそうに震えている。

　彼が中へと突き入れるたびに、緩やかに開いて、彼を招き入れようとする。彼はさらに俺の中で硬くなっていく。それを俺はダイレクトに感じ肌を震わせる。

（あ……入ってくる！）

　彼の硬い肉棒を身体の奥深くに受け入れながら、俺は全身で歓喜していた。そして、彼は一度すべてを受け入れさせると、俺の身体が彼に慣れるまでそのまま抱き締めて動かない。

　俺はそのうちそれが焦れったくなって腰を少し揺する。すると彼はそんな俺を目でとがめる。

　俺はつらくて涙をこぼしていた。
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「もう、我慢できませんか？」

「だって……」

　言葉の代わりに唇でねだる。すると彼はそんな俺を慰めるように軽くチュッとキスをする。手錠が引っ張られて、ベランダの手すりが悲鳴を上げた。俺を見る彼の目はとてもセクシーで俺をさらに煽った。

　ゆっくりと彼が動き出した。俺の中をえぐるように強靭な力で攻め立てる。俺はただひたすら喘ぎ続け、手錠は擦れて喧しいほどにガチャガチャと音を立てる。

「やぁ……！　はぁ……っ！　あぁ……ん！」

　俺たちはただの獣になって、ただひたすらお互いを貪り合った。そして、荒々しく求め合った後、彼は勢いよく俺の中に放ち、俺も彼より少し遅れて放っていた。

　おかげで、初めて好きだと告白した夜のＳＥＸは酷くスリリングなものとなった。




　　　　　◇◇◇




「この頑固親父！」

　俺は怒鳴って玄関の戸を勢いよく開けた。

「今はもうデジカメの時代だ！　親父の石頭！」

「なにが石頭だ。あんな嘘っぽいもの写真じゃないと言っているだろうが！」

　親父は負けじと喚き返す。事件が解決して二ヵ月後、親父は無事退院して今はリハビリに励んでいる。相変わらず俺たちは毎日喧嘩ばかりしていた。

「デジタル写真のどこが嘘っぽいんだ！」

「嘘じゃないか！　あれは実際に見たものじゃない」

「それがどうした。デジタルは印刷する紙を選ばないんだぞ」

「あんなもの写真じゃねぇ。絵と同じだ」

「ざけんな！　そんなにアナログがいいなら一生銀鉛フィルムにしがみついていろ！」

「おい、待て、汀！　てめぇ、どこへ行く気だ！」

「どこって……病院だよ」

「また、あの何とか言うお巡りのところか？」

「お、お巡りじゃない、管理官だ」

「一緒じゃねぇか。おまえなぁ、だいたいあの野郎とどういう関係なんだ」

「どうって……親父が入院していたときに世話になったんだ。ゴチャゴチャうるせぇ！」

「こらぁ！　ちょっと待て！　汀！」

　俺は喚く親父を無視して玄関を出る。そのまま勢いよく玄関の戸を閉めた。鷲高さんは俺との約束どおり、仕事が落ち着いた後、弾丸の摘出手術を受けた。

　今は、親父が入院していた病院へ入っている。

　それで、俺は毎日、学校にバイト、彼の見舞いと、忙しい日を送っていた。

（いつかきっと親父を見返せるようなフォトグラファーになってやる！）

　見上げると空は青く澄み切っており、今日はいい天気だ。

（さぁてと……。行くか！）

　俺はリュックを背中に背負うと、チャリを勢いよくこぎ出した。









甘く淫らなフォトグラファー










「なぁ、汀」

「なんだよ？」

「なんだよじゃねぇ。おまえ最近、帰りが遅くないか？」

　親父は大事そうにライカの掃除をしながら俺に聞いた。俺は内心ドキッとしていた。

　なぜなら、鷲高さんが退院してからというもの、一週間に三日はバイトで夜勤だと嘘をついて、彼のマンションへ泊まりに行っていたのだ。

「バイトだって言っただろうが……」

「おまえはウエイターなんだろう？　ウエイターに夜勤なんかあるのかよ？」

「人が足りないからベルボーイの仕事もしているんだ」

「おまえがか……？」

　親父は、ブロアーブラシを使ってほこりを取りながら、信じられないという顔で俺を見る。

「そうだ」

「なんか……胡散臭いんだよなぁ……」

　親父はそう言って首をひねる。

「文句があるなら生活費をちゃんと入れろよ。息子に苦労をさせるんじゃねぇ！」

「なにが苦労だ。おまえは、もう十九だろうが。自分のことぐらい自分でしろ」

「自分でって……。あのなぁ！」

　俺は呆れて親父を睨んだ。だが、親父はすました顔で、今度はレンズの手入れを始める。

（俺一人だったら、食費も電気代も半分以下ですむんだぞ！）

　本当は喚きたかったが、こんな親父に文句を言ったところで同じことだ。どうせ聞きはしない。

　だから、俺はさっさとバイトに行くことにした。

「じゃ、俺はバイトに行くから。今夜はこのまま夜勤だから、明日は直接大学へ行く」

「また、帰ってこないのか？」

「そうだよ」

「おまえ、まさか女でもできたんじゃないだろうな？　半人前のくせに孕ませるんじゃねぇぞ」

（孕ませるって……！）

「うるせぇ！　親父と一緒にするな！」

　俺は思いっきり喚き返して、家を出たのだった。

　亡くなったお袋と親父はいわゆるできちゃった婚で、どうも親父はまだ結婚するつもりはなかったらしい。だが、俺ができて周りからどうすると責められてしかたなく結婚したようだ。お袋はいわゆる「深窓の令嬢」だったから、あんな親父にころりと騙されたんだと思う。確かに親父は酒好きだが、女とギャンブルには手を出さない。そのかわりどうしようもないカメラ馬鹿だ。

　お袋や俺よりもカメラが大事だと平然と言うような男だ。お袋は幸せだったのか不幸せだったのか、お袋が死んでしまった今では聞くこともできないが、俺はもっと楽な人生があったのではと思う。息子の俺が言うのもなんだけどな。

（誰が孕ませるんだよ……。馬鹿じゃねぇの！　俺が孕ませるわけないだろうが）

　俺はむかつきながらバイトへ行った。

　その日は木曜日で大学の授業はなかったから、俺は朝からバイトに入っていた。

「いらっしゃいませ。お二人様ですか？　おタバコはお吸いになられますか？」

　いつものようにウエイターの仕事をこなしていると、昼を少し過ぎた頃に鷲高さんがやってきた。彼を見て女性スタッフたちは目配せをして微笑み合う。さすがの彼女たちも、東海さんがいるので露骨に騒げないらしい。俺は鷲高さんが来たことに気づいていたが、素知らぬふりをして料理の補充をしていた。鷲高さんは入ってくると東海さんと二言三言話をして、いつもの席に座った。いつ見ても彼は本当に格好いいと思う。優雅に足を組み、洗練された仕草で窓の外の景色を見ている。そこにいるだけで存在感があった。俺はあらためて彼のことをすごい人だと思う。

　彼の肩に残っていた弾丸は、摘出がもう少し遅かったら神経を破損するところだったらしい。

　それを聞いたとき、俺はゾッとしていた。それなのに彼ときたら、「右腕が駄目になっても左腕がありますから」なんてすまして言うのだ。

　手術をしてからは彼の右肩も痛まなくなり、彼の表情は以前よりもずっと明るくなった。俺を惹きつけた、あの冷たい眼差しは消え去った。それはそれで少し残念だったが、その代わり彼はとても優しい目をする。その顔には自信が溢れ、本来の彼に戻ったのだと俺は思っている。

　ただ、ときどき傲慢で自己中なところがあるが、俺に甘えているのだと諦めて許している。

（とくに、ベッドの中でだよな……）

　夕べだってそうだ。俺が家に帰ると言ったら、とたんに機嫌が悪くなって文句を言い出し、そのあげくに具合の悪いふりまでして俺を引き留めようとした。さすがにそれには俺もキレて、怒って帰ってきたのだが、この頃は俺が呆れるくらい見境がない。まるで盛りのついた猫みたいだ。

　彼の場合は猫というよりは、虎か……。毛並みのいい白虎。そんなイメージが浮かんでくる。

「久谷君、鷲高様にメニューをお持ちして」

「はい」

　俺は頷いて、メニューを持っていく。するとそれを見ていた女性スタッフが一斉にため息を吐いた。どうやら東海さんは彼女たちが騒いでいるのに気づいているようだ。それで俺にメニューを持っていくように指示したに違いない。迂闊に彼女たちの中から選んだら、それこそ裏で血の雨が降るかもしれない。女って怖いんだよなぁ……。

「いらっしゃいませ」

　俺がメニューを渡すと、彼は優雅な仕草でそれを受け取った。

「今日のお勧めはなんですか？」

「本日は、活オマール海老のリゾットがお勧めです」

　俺がそう答えると、鷲高さんはニッコリ微笑んで言う。

「では、それをお願いします」

「セットになりますがよろしいでしょうか？」

「パンとコーヒーで」

「かしこまりました」

　オーダーを聞いたので、俺は恭しく一礼をして彼の傍を離れようとした。ところがそんな俺に彼は小声で囁いたのだ。

「身体は大丈夫？」

（な……！）

　俺は思わず唖然となり、固まってしまった。それなのに鷲高さんは楽しそうな顔だ。

（なんてことを聞くんだ！　この野郎……）

　俺は軽く咳払いをすると、

「すぐにお持ちいたしますのでしばらくお待ちください」

　わざとらしくそう言って、彼を軽く睨み付けてから席を離れた。

　鷲高さんは甘党ではないので、コーヒーはいつもブラックでしか飲まない。

（見ていろ……砂糖を山のように入れてやるから！）

　俺はそう思いながら、カウンターへ戻ったのだった。




　　　　◇◇◇




　その日の夕方、いつものようにバイトを終わった俺は、彼に迎えに来てもらい彼のマンションへ向かうため彼の車に乗った。

「汀君、あのコーヒーは酷いですよ」

　俺の顔を見たとたんに、鷲高さんは文句を言ってきた。

「自業自得だ」

「そんな。甘くて飲めませんでした」

「そりゃぁ残念だったな」

「江君〜」

「うるさい！」

　俺は喚いてさっさと助手席に乗る。すると、彼はそんな俺を苦笑して見返したが、文句を言っても埒が明かないと諦めたのか、すぐに車をスタートさせた。

「汀君、今夜は家で食事をしませんか？」

「いいけど」

（いつもいつも外食ばかりでは、もったいないしなぁ……）

　そりゃあ、金を払うのは鷲高さんだが、そうそう彼に奢られてばかりでは気が引ける。彼は、遠慮するなと言うけど、俺はやはり気が咎めた。

　確かに彼の実家は旧華族で資産家かもしれない。そうでなければ、いくら管理官とはいっても一警察官にしか過ぎない彼が、こんな高級車に乗れるはずがなかった。俺から見ればそれだけでも充分贅沢だと思うのだが、金持ちというのは俺のような一般人とは価値観が違うらしい。俺には理解しがたいことだ。俺なんて食費に一日千円以上使ったら後悔するのに、彼は何万円もするフランス料理を普通に注文する。最初はそのことに呆れていた俺だが、もともと金の価値観が俺の育った環境とは違うのだと思って諦めた。鷲高さんのような人から見たら、俺の価値観の方がわからないかもしれない。それに彼は俺を高級レストランに連れていってよく言う。

「美味しい料理はもちろんですが、こうやってあなたと、ゆっくりとした静かな時間も過ごせますから、その時間にならいくらお金を出しても惜しくありません」

　俺みたいながさつな人間にはわからない言葉だ。だけど、最近になって少しはわかるような気がする。それは、バイトでウエイターをしているせいかもしれない。ホテルに来る客の中には、目に見えないものを求めている人もいる。

　だけど、たまには二人で普通に冷蔵庫にある物で何か作ってすませるのも悪くないと思った。

　そりゃあ、俺は料理は下手だけど、簡単な手料理ぐらいならできる。

　ところが、彼と一緒にマンションへ戻ると、とんでもないことになっていたのだ。

「お帰りなさいませ」

　ドアを開けて一歩入ったとたん、俺は唖然としてその場に立ちつくしていた。俺たちを待っていたのは、六十過ぎぐらいだろうか白髪の上品な老人だった。地味ではあったが仕立ての良さそうな黒のスーツを着ており、いかにも真面目で厳格な感じがする。俺はいきなり現れたこの人にすっかり驚いてしまったが、鷲高さんは彼を見ても平気な顔だ。

「萩原、食事の用意はできていますか？」

（萩原……？）

「はい。できております」

　萩原さんは恭しく一礼をして答えた。

（え……？　萩原さんって確か執事さんだよな？）

「汀様、初めてお目に掛かります。私は鷲高家の執事をしております萩原と申します。どうぞ、お見知りおきくださいませ」

「はぁ……どうも」

　俺は突然のことに戸惑い、間抜けなことにまともに挨拶を返せなかった。だってそうだろう。いつもどおりのつもりでドアを開けたら、そこには萩原さんがいたのだ。驚かない方がおかしい。

　萩原さんのことは、鷲高さんから聞いたことがあったので名前は知ってはいたが、実際に会うのは初めてだった。

「汀君、なにをそんなに驚いているんです？」

　鷲高さんはクスクス笑いながら俺に聞く。どうやら彼は今夜萩原さんが来ることを知っていたようだ。俺は思わず、「なんだよ！　これは！」と、喚いてやろうかと思ったが、あまりにも大人げないのでやめた。

「さぁ、どうぞ」

　萩原さんは、にこやかな顔でそんな俺たちを招き入れる。しかたなく彼に案内されてリビングへ行くと、そこにはウエイターらしき若い男性とシェフが四人控えていた。リビングのテーブルには今朝まではなかった豪華なテーブルと椅子が置かれており、いつでも食事が始められるように、ナイフとフォークがセッティングしてあった。まるで、映画のワンシーンのようだ。

（嘘だろう〜！）

　俺はそれを見て唖然として立ちつくした。

「お腹が空いたでしょう。さぁ、食事にしましょう」

　鷲高さんはさっさと席に着いた。

「汀君？」

「あ、はい……」

　俺もしかたなく席に着いた。素早くウエイターの一人が椅子を引いてくれる。それは俺もバイトで客をテーブルに案内したときによくするが、俺とは違って動きがスマートで洗練されていた。

　たったそれだけのことだったが、俺はキャリアの違いを感じてしまった。なんか悔しい。バイトの俺なんかと比べるのがおかしいのだろうが、うちのホテルのレストランスタッフよりもすごいような気がした。

　俺がバイトしているホテルには、カフェレストランとは別に季節ごとにテーマを決めてフランス料理を食べさせる高級レストランがある。そこは単品料理でも五千円、コースになると二万以上するが、そのスタッフはレストラン部門の中でも選りすぐられたメンバーで、俺のようなバイトはお呼びではない。だけど、そこの連中よりも教育が行き届いているように見える。

「お飲み物はなにになさいますか？」

「そうですね。汀君はお酒は駄目ですからどうします？」

「え？　俺は……ウーロン茶」

「では、私にはブランデーを」

「かしこまりました」

　萩原さんは頷いて、台所へと行く。俺は思わずウーロン茶と答えて、（しまった……！）と、思った。

（冷蔵庫にはウーロン茶は入っていなかったよな……）

　昨日、冷蔵庫を見たときには、牛乳しか入っていなかったはずだ。だが、それはよけいな心配だったらしい。すぐにウエイターの一人がウーロン茶を持ってきてくれた。どうやらすべて準備されているらしく、俺は呆れるしかなかった。

「汀様はフォアグラがお好きだと伺いましたので、メインディッシュはフォアグラの瞬間スモーク筍のフォンダン添えをご用意させていただきましたがいかがでしょう？　他に、湧別ゆうべつ産帆立貝のタルタルオシェトラキャビア添えや、乳飲み仔羊のローストなどもできますが？」

「え……フォアグラで結構です」

　俺が焦って答えると、萩原さんは優雅な仕草でシェフに指示を出す。俺は冷や汗をかいていた。

　そりゃあ確かにフォアグラは好きだ。キャビアは食べてもなにがなんだかよくわからないが、フォアグラは柔らかくて美味しいから食べたという感じがする。だけど、それは鷲高さんに連れていってもらうようになってからで、今までは名前は知っていたが食べたことはなかった。

　だから、最初に食べさせてもらったときにこれがあの有名なフォアグラかと感激したんだ。だけど、それだからといって好きかと言われると違うと思う。俺はあえて反論する勇気が出なかった。そんな俺と裏腹に鷲高さんは満足そうにブランデーを飲んでいる。一人だけ動揺している自分がなんとなく恥ずかしかった。俺はあらためて、育った環境の違いというのは大きいと悟った。

「失礼ですが、汀様のお母様は鳥井とりい 絹子きぬこ様でいらっしゃいますよね」

「はい。鳥井は母の旧姓ですが？」

　急に聞かれて、わけがわからないまま俺は答えた。すると、鷲高さんが萩原さんに言う。

「萩原、よしなさい」

「申し訳ありません」

　荻原さんはすぐに謝る。そして、それ以上はなにも聞いてこなかった。

（なんなんだ……？）

「汀君、私は昨日カメラを買ったのですよ。デジカメですが」

「え？　デジカメを買ったのですか？」

　驚いて尋ねた俺に、彼は嬉しそうに頷く。

「機種は？」

「たしか……」

　その夜の食事は高級レストランに負けないほど美味しく、最後にデザートだと言われて、七種類ものデザートから選べと言われたときにはさすがに迷ってしまった。そんな俺に彼はデザートは別腹だから全部食べてみてはと勧める。それで俺は開き直って七種類全部一通り食べてしまった。我ながら意地汚いと思う。だけど、チーズケーキにイチゴのコンポート、それにチョコレートケーキ、イチジクのシャーベットなど、どれを取っても美味しかったのだ。シェフもウエイターも鷲高家に長年仕えている人たちだったらしい。後で鷲高さんから、「うちのシェフは以前はフランスの五つ星レストランで総料理長をしていた人なのです」と聞かされた。俺は、（そんなすごい人をよく連れてくるなよなぁ……）と思ったのだった。

　食事が終わると、彼らは片づけてすぐに引き揚げていき、俺たちはようやく二人っきりになった。

　あれ以来、俺は最初に泊まった部屋を使わせてもらっている。最近ではすっかりこの部屋にも慣れてしまった。うるさい親父がいないので、自分の部屋よりも落ち着くから不思議だ。

「汀君、お風呂に入りませんか？」

「お腹いっぱいだから後で入る。真幸だけ入ってきたら」

「私だけですか？　寂しいですよ」

「なに言っているんだよ。いい年をして」

　呆れて文句を言うと、彼は苦笑して俺を後ろから抱き締めてきた。

「こら！」

　嫌がって振りほどこうとしたが、彼は聞いてはくれない。

「それじゃあ、お腹が空くように運動しましょうか？」

「なんの運動だ？」

　俺が喚いても彼は楽しそうに笑っている。部屋の壁際にはクローゼットが置いてある。その一つの扉は全身が映せるように細長い鏡になっていた。何気なくその鏡を見ると、そこには俺たちの姿が映っていた。鷲高さんの目は妖しく輝き、その顔は欲情している。俺はそんな彼を見て、思わずドキッとなった。あそこがギュッと疼く。たったそれだけだというのに感じてしまうなんて、我ながら情けない。だけど、身体は正直にたかぶり始める。

「どうしました？」

「別に……」

　素っ気なく答えると、彼はクスリと笑う。悔しくて思わず鏡の中の彼を睨んでいた。

「感じたの？」

　すると彼は俺を煽るように目で俺を捉えたままで、耳元でそっと囁いた。その声は扇情的だった。思わずゴクリと唾を飲み込んでいた。息がだんだん苦しくなってくる。ただ後ろから抱き締められているというだけなのに、身体は火がついたように熱くなり、俺は自分が発情していくのを感じていた。そんな俺に見せつけるように、鷲高さんは俺の着ていたシャツを引き上げる。胸までまくし上げられた。俺が嫌がったら、今度はジーンズのホックを外してジッパーを引き下ろす。俺には、その音がやけに生々しく聞こえる。下着の中から俺のペニスを取り出すと、俺に見せつけるようにそれを手で持つ。

「ほら、もうこんなに硬くなってますよ」

「真幸のせいだ……」

「そうですね」

　彼は楽しそうに笑って腰をグイッと俺に押しつけた。そこに硬い塊を感じて俺は思わず喘いでいた。

「あ……！」

「私は汀君を見ているだけで、こんなになってしまいます」

「馬鹿……猥褻物わいせつぶつ陳列罪ちんれつざいで現行犯逮捕されても知らないからな」

「猥褻物ならあなたもですよ」

　鷲高さんは笑いながら俺のペニスを軽く扱く。とたんにそこからは先走りのものが吹き上がった。

「あ！」

　思わず肌を震わせた。

　こらえ性のない自分の身体が悔しい。それでも、彼の手の中で俺のペニスはピクピクと震えている。さらに彼はそんな俺に見せつけるように、反対の手でむき出しになった俺の胸をまさぐり始める。乳首を指で摘まれ、前を扱かれる。さわられてこんなに気持ちがいいなんて、彼に出会うまでは知らなかった。彼に出会い、身体を合わせ、彼とのＳＥＸで初めて快感を知った。その快感を味わった俺の身体は貪欲に求めだし、欲望のままに流されていく。

　それは甘い疼きとなり俺を追いつめ、逃げ場を与えない。それでも、彼が紡ぐ「愛しています」という言葉に、俺は理性や常識などをあっさり手放してしまう。「愛」の前にはなにもかもよくなってしまい、快感に流されることさえ崇高な儀式のような気がしてくる。彼と出会い心も身体も彼に変えられた。それが不幸せなことなのか幸せなことなのかすら考える暇さえ彼は俺に与えてくれなかった。ただ、俺の逃げ場をなくし、身体と心の両方から攻め立てた。その上、俺たちの身体の相性はいいらしく、男同士のＳＥＸに慣れていない俺でも彼は気に入ったようだ。飽きずに求められ、俺はそれさえ嬉しいと思うようになった。

「真幸……やぁ！　あぁ……！」

　俺の口からはすぐに喘ぎ声が漏れ出していた。

「どうして欲しいですか？」

（え……？）

「おねだりしてくれないとわかりませんよ」

　彼は意地悪く聞く。俺は困ってしまった。自分からねだるなんてそんな恥ずかしいことはできない。すると彼は戸惑っている俺を見て、握りしめていた俺のペニスをそっと外す。

「真幸！」

　俺は嫌だと目で訴えたが、鏡に映る彼はクスリと笑うだけだった。

「汀がどこをどうされるのが一番好きなのか教えてください」

（俺は……）

　そんな彼の余裕のある態度に俺は少しだけむかつく。

（どうせ俺はガキだ）

　彼から見たら、頼りにならないガキだ。だけど……。今さらながら彼と自分との年の差が悔しい。せめて、同い年か、二つ違いぐらいだったらよかったのに。年が駄目なら、せめて俺にもう少し経験があったら、彼と対等に渡り合えたかもしれない。それができない自分が悔しかった。

　どうしようもないジレンマに思わずの中の彼を睨み付けた。

「……意地悪だ」

「え……？」

「真幸は意地悪だ！　俺がガキだから、そうやって俺のことを苛めるんだ。どうせ俺は経験がないし、真幸には物足りないかもしれない。だけど、だからってそんな意地悪をしなくてもいいじゃないか！」

「汀……」

　彼は少し驚いた顔で俺を見返した。そして、急に怖い顔になった。

「誰もそんなことを言ってはいないでしょう」

「言っている！　俺がつまらないなら、つまらないって言えよ！」

「もし、私がそう言ったら、汀はどうするつもりなのです？」

「え？　どうって……」

　そこまで俺は考えてはいなかった。

「まさか、他の男で勉強するとか言うんじゃないんでしょうね」

「それは……」

「もし、そんなことをしたら許しませんよ」　

　その声は酷く抑揚がなく、彼は険しい顔になり俺を睨み付ける。マジモードで叱られて、俺は思わずビビっていた。

（怖いって……）

　俺が押し黙ると、彼はさらにきつい顔になった。

「その……俺がそんなことするわけがないだろう。俺が信用できないのか」

「していますよ。ですが、世の中には絶対ということはありませんから」

「それなら、真幸の方が信用できない！」

「私がですか？」

「そうだ。真幸は格好いいから、もてるだろう」

　俺が言い返すと、彼は心外だという顔で俺をギュッと抱き締める。

「私はこんなにあなたに夢中なのですよ」

「だって……」

「不安なのですか？」

「……うん」

「汀は可愛いですね」

「馬鹿」

「私が本気を出したらあなたを壊してしまいそうだから、大事に大事に愛してあげているのに、しかたのない子ですね」

「だから、子供扱いをやめろって」

「嫌ですか？」

「うん」

「そこが子供なんですよ」

「悪かったな。そんな子供にこんなことやあんなことをしている自分はなんだよ」

「うーん、困りましたね」

　彼は本気で困った顔をする。そんな彼がなんだかおかしい。俺なんかより彼の方がよっぽど子供っぽいと思ってしまった。

　鏡には俺たち二人の姿が映っている。俺はシャツをまくし上げられ、胸をさらけ出し、ペニスはむき出しになったままだ。そんなみっともない格好だというのに、身体のたかぶりは止められない。快感を求めだした身体はなにもかも忘れて、ひたすら解放へと突っ走る。俺のペニスは半勃ちになったままで切なげに震えていた。そのうちに俺は我慢できなくなってきた。早くさわって欲しい。もっと強く抱いて欲しい。俺の中の欲望が飢えて暴れだす。知らず知らずに身体をくねらせていた。

「なぁ……もう、しようよ」

「ギブアップですか？」

「うん」

　みっともないが身体には逆らえない。

「では、素直におねだりしてください」

「しているだろうが！」

「だから、どうして欲しいか言ってくれないとわからないでしょう。汀のいいところを私に教えて？　あなたの望むように抱いてあげるから」

「俺のいいところ……？」

「そうです」

（いいところってどこだろう？）

　そんなことを考えたこともなかった。俺が困った顔をすると、鷲高さんは嬉しそうに笑う。

「それではどこがいいか、一緒に調べましょうか？」

「……うん」

　俺が頷くと、彼は嬉々とした顔で俺の胸をさわりだした。

「胸はどうです？」

「くすぐったいって」

「ここは？」

　乳首をギュッと摘まれる。思わず俺は呻いた。

「痛い？」

「少しだけ。だけど、痛いけど……」

「痛いけどなに？」

「そこを引っ張られると、あそこが……その、ギュッと締まったような気がする」

「お尻が？」

「うん」

「なるほど。では、両方摘んでみましょうか？」

「い、痛いって！」

「あ、強すぎました」

（馬鹿野郎……手加減しろ！）

「それでは、今度は汀の大事な男の子の印はどうでしょう」

　鷲高さんはさっきとは打って変わってやけに楽しそうだ。そのまま俺の股間に手を伸ばし、俺の茂みをグシャッとかき回す。俺は思わず喘いだ。

「やぁ！」

「なるほど、ここを弄られるのも好きなんですね」

　彼は一人納得して、そこを何度もしつこくさわる。俺のペニスはますますたかぶりだしていく。

　彼はさんざんさわった後、今度は俺のペニスはさわらずに、その下の袋を指で揉みだした。その頃には俺の息は上がりだし、目は潤み、口はだらしなく半開きになっていた。

「感じますか？」

「……うん。もっと強くそこを揉んでくれ」

　ねだると彼は、頷いて指の先でコリコリと擦るように揉みだした。あまりの気持ちよさに俺は声を上げる。

「あ……っ！　ああ……！」

　汗が噴き出し、俺の顔は欲望に取り込まれて、彼を誘うように淫らに揺れている。後ろに押し当てられた彼のたかぶりも、さらに強くなっていく。そのうち俺は前をさわられるだけでは物足りなくなってくる。もっと強い刺激が欲しくなる。俺はいつしか尻を振っていた。

「後ろもさわって欲しいですか？」

　素直に頷く。

　身体は火がついたように熱くなっている。俺のペニスからは先走りの雫が休むことなく吹き上がり、彼の手を濡らしてカーペットにシミを作っていた。

「真幸……後ろ、さわって！」

　我慢できずにねだる。すると彼は満足そうに微笑んで、俺のジーンズを一気に引き下ろす。そしてそのまま下着も抜き去った。俺は自分でシャツを脱ぎ捨てた。全裸の俺が鏡に映っている。ペニスは勃起してそそり立ち、肌はうっすらと上気していた。快感に溺れだした俺の目は誘うように潤み、物欲しげに彼を見ている。

「綺麗な身体です」

　鷲高さんはそんな俺の身体を手でなぞる。それだけで俺は感じて肌を震わせていた。

「後ろをほぐしましょうね。さぁ、お尻を少し突き出してください」

　彼に言われるまま尻を突き出すと、彼は吹き出した俺の蜜を指で掬い、その指で硬い襞をほぐし始めた。指の先で何度も何度もそこに擦りつけられる。俺は痛いようなむず痒いような、なんとも言えない感触にいつしかすすり泣いていた。

「ほら、そんなにお尻を振ったら、中までちゃんとほぐせませんよ」

　彼はクスクス笑いながら俺を叱る。俺は恥ずかしさと情けなさでますます羞恥に身体を染めていく。そんな俺を労るように、彼は指で中をほぐしながら、俺の首筋や耳にキスをした。

「あ……っ……！　やぁ……ん！」

　俺の口からは休むことなく甘い声が上がり、俺は彼に翻弄され続ける。そのたびに彼の指は俺の奥深くへ潜り込んでいく。指の出し入れが激しくなった。グチュグチュと音がそこから上がってきた。その頃には俺はどうしようもなくなっていた。

「もう……いい！　もう……いいから……やぁ！」

「まだ、奥まで塗っていません」

「いいって！」

「駄目です。もう少し我慢をしてください」

　彼はまるで子供にでも言い聞かせるようにそう言う。彼の指が俺の中をひっかき回すたびに、もっと強く掻いて欲しくて、ついついそれを締め付ける。指は二本から三本になり、最初はかたくなに彼を拒んでいたそこは、彼の指を飲み込んで嬉しそうにひくつきだす。そこから快感が疼きだしてきた。

「やぁ……！　真幸の……意地悪！」

　俺は悪態をついて彼にねだる。すると彼は困ったような顔をする。

「なんとか我慢をしているのに、そんなに可愛い顔でおねだりをされたら我慢できなくなります」

　彼はぼやいて、自分のズボンのジッパーを引き下ろす。そして、自分の猛ったものを直に取り出した。それはすでに熱くたかぶっていた。俺はその塊を目の端で捉えてゴクリと喉を鳴らしていた。あの塊が俺を解放へと導くのだ。彼のものは血管が浮き出てパンパンに撓っている。硬く膨らみ、熱い熱を放っていた。欲しいと俺は思った。

「真幸……はやく、それで突いてくれ！」

　あさましさを忘れて、彼にねだる。すると彼は頷いて俺のそこにそれを押し当てた。

「あ……っ！」

　焼け付くような熱を感じて、俺は全身を震わせた。そして彼を待つ。その瞬間、彼はゆっくりと俺の中へと入ってきた。ほぐれたはずの襞が、あまりの大きさに擦れて悲鳴を上げる。焼け付くような痛みがそこから走ったが、俺はやめろとは言わなかった。ただ、ひたすらその痛みに耐えた。その先におかしくなるほどの快感があることを俺の身体は知っていた。彼の挿入に合わせて俺は静かに深呼吸をする。

　ゆっくりと彼に合わせて。ともに一つになろうと俺はしていた。あさましくも崇高な繋がり。それは原始的で野性的な行為ではあったが、彼と俺とを繋ぐ唯一の手段だと思うと嬉しい。

　彼が俺の中に少しずつ入ってくる。鏡の中の彼は妖艶に輝き、満足そうに微笑む。そんな彼に俺はさらに煽られる。不思議な幸せが俺を包み、愛されている、求められているという至福に身体の痛みさえ飛んでいく。

　襞が彼の大きさに慣れだした頃には痛みも薄れ、ただ快感だけが俺を虜にしていた。鏡に両手をついて俺は彼に向かって尻を突き出して自分の身体を支えた。立ったままの行為は不安定で、その場に崩れそうだった。

　そんな無理な結合がさらに俺たちを煽った。

　締め付ければ締め付けるほど彼のたかぶりは大きくなり、俺の中で猛り出す。俺のペニスは最初の間は痛みのために萎えたが、すぐに快感を感じてまた高ぶりだした。先端からは雫がダラダラと止めどなく流れつづけている。後ろには彼の硬い楔を受け入れ、前は勃起させ、男としてはあさましい格好だというのに、俺は欲望に取り込まれていた。

「やぁ……っ！　あぁ……ん！　はぁ！」

　少しでも気を抜けば一気にいってしまいそうな自分が怖い。彼より先に自分だけいくのはあまりにもみっともなかった。いくのならば彼と一緒いきたい。彼が俺の中で吹き上げる瞬間に俺も最高の快感を感じたい。彼とともに……。そんな思いが流されそうになる身体をかろうじて押し殺す。彼の熱い飛沫を注ぎ込まれ、彼が俺の名前を呼ぶときの、あの上擦った声を聞くだけで俺は幸せを感じる。鷲高さんは低く呻きながら俺の中にねじ込んでいく。彼が呻いて身体を揺らすたびに、その目はさらに艶を帯びて妖しく輝いた。彼の目の中に俺が映っている。ゾッとするような快感が身体の芯から突き上げてくる。

（欲しい……彼がもっと欲しい！）

　言葉より先に全身で彼に訴えていた。すると彼はそんな俺を見て嬉しそうに微笑んだ。その瞬間、俺の目は彼に釘付けになった。

（撮りたい！　その顔を……！）

　フォトグラファーの本能が突き上げてくる。今、この手の中にカメラがないのが悔しい。俺は快感に我を忘れそうになるのを必死に耐えながら、彼のその顔を自分の脳裏に焼き付ける。汗で髪が額に張り付き、透き通るほどに青い肌。その肌に血のように赤い唇がくっきりと浮かび上がり、彼は快感に取り込まれていた。その目は真っ直ぐに俺に向けられ、彼から目をそらすことさえできなかった。

「汀」

　彼が俺を呼ぶ。荒く息を吐きながら。俺はそんな彼に夢中で応えていた。全身で彼に求められることが嬉しい。

「真幸……あっ！」

　ともにお互いの名前を呼び合いながら、俺たちはさらに高みを目指した。俺の身体は彼の楔を少しでも奥に受け入れようと、貪欲に飲み込もうとする。彼が突き入れるたびに、自分でもあさましいほど乱れていた。そして、彼はすべてを俺に受け入れさせると、後ろから俺をギュッと抱き締めて動くのをやめる。

「私がわかりますか？」

「うん……真幸が、俺の中にいる」

　答えたとたんに俺は思わず甲高い声を上げていた。

「あ！」

　彼が俺の中でさらに猛ったのだ。それを身体の芯でダイレクトに感じて、俺は全身を震わせた。

　身体がすべてだとは思わない。これはただの肉欲かもしれない。むなしいだけの排泄行為。だけど、たとえそうでも彼を感じられることが嬉しい。そして、彼が俺に感じてくれているのが嬉しい。俺は言いようのない幸せを感じていた。もし、この場に二人して息を止めさせられても、俺は後悔しないだろう。むしろ彼と繋がって果てることを幸せに思う。好きな人を幸せにできる。

　これ以上の幸福が何処にある。俺は彼を幸せにするためならば、この命を投げ出してもいいと思った。愛していると言葉にできないことがもどかしい。それを言葉にすればあまりにも薄っぺらに感じそうな気がした。言葉にできないほど彼を愛している。俺はあらためてそう思う。

　彼は俺を労るように、そっと俺の頬に口づけをする。俺は少しだけ振り向いて、彼の唇に自分の唇を押しつけた。俺たちはついばむようなキスを交わす。身体は燃え上がり、心はおかしくなりそうなほど幸せだった。

「愛しています」
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「……卑怯だ」

「え……？」

「真幸は……卑怯だ！　俺より先に言うな！」

　怒って喚いたら、彼は苦笑した。そして、とても幸せそうに笑う。俺もつられて笑っていた。

「もっと気持ちよくしてあげます」

　俺はもう充分なっていると言い返したかったが、彼がグイッと身体を引いたので言えなかった。

「あ！　真幸……！」

　そのまま彼は一気に俺の中から自分の楔を引き抜く。

「やぁ！」

　俺は思わず身体を揺らしてそれを止めようとした。だが、彼の楔はズルズルと俺の中から抜け出し、ギリギリのところで止まった。

「真幸の……馬鹿ぁ！」

「大丈夫です。汀がもう嫌だと泣くまで愛してあげますから」

　彼は俺にそう言うと、今度は勢いよく捻り込んできた。俺は悲鳴を上げた。だが、彼は構わずに腰を大きくグラインドさせて一気にねじ込む。中をまるで抉るようにねじ込まれ、俺はすすり泣いた。そこから燃え上がった炎が俺の全身を焼いていく。その炎は俺の快感を煽り、俺をただの獣に戻す。なにも考えられなくなる。ただ、彼の与える快感だけを俺は貪欲に追った。彼が呻いて揺するたびに、俺は淫らに尻を振りつづける。彼は深く突いたかと思うと、また一気に引き出し、俺が嫌がって泣くと、今度はさらに奥まで突き入れ、それを何度も繰り返した。その動きはしだいに速くなり、俺はただひたすら彼に置いていかれまいと尻を振り続けていた。獣のような彼の呻き声と、俺のすすり泣きが、部屋の中に満ちていく。ただ、求められるまま身体を開き、彼の望むまま身体を与える。自分が自分ではなくなる恐怖に耐えながら、彼に愛されている幸せだけを感じて、俺はひたすら快感を求め続けた。俺のペニスの先端からは止めどなく雫が流れ落ち、それはしだいに勢いを増していく。

「あ……あぁ！　やぁ……！」

「汀、もっと私を感じて。もっと強く！」

　彼は何度も俺に言う。繋がっている部分は、肌が擦れて痛み出した。それでも彼は決してやめようとはしない。荒々しく本能のままに俺を求め続ける。俺はそんな彼に少しでも遅れまいと、ひたすら身体を揺らし続けていた。目の前に赤いスパークが炸裂し、その瞬間世界が真っ赤になった。

「まさ……ゆき……あぁ……！」

「汀！」

　ともに名前を呼び合ったとき、彼は俺の中に勢いよく放ち、俺も同時に放っていた。彼の熱い飛沫が俺の中に滝のように注ぎ込まれる。彼が感極まった声を上げ身震いをした。俺はその声を聞いて幸せを噛みしめていた。そのままズルズルと足元に崩れ落ちた。

　そんな俺を鷲高さんは慌てて支える。

「大丈夫ですか？」

「大丈夫な……わけ、ないだろうが……！」

　俺は思わず文句を言っていた。息を吐くのさえつらい。それでもなんとか呼吸を整えようと肩で大きく息をする。それなのに、彼はそんな俺を嬉しそうな顔で見るのだ。

「とても、素敵でしたよ」

（馬鹿か）

「ほら、そんなに潤んだ目で見ないでください。また、欲しくなります」

「ざけんな！」

　喚いて俺は身体を動かそうとした。ところが、腰にまるで力が入らない。倒れそうになり慌てて彼にしがみつく。最悪だった。俺の方がずっと若いというのに、なんてことだ。

（やっぱり体力がいるよなぁ……）

「さぁ、気持ち悪いでしょう。　お風呂に入りましょうか？」

「うん……」

　俺のそこは自分の吹き上げたものでベトベトに汚れている。カーペットも汚れていた。

（あちゃあ……最悪だ）

「違う！」

　それなのに俺のペニスは今吹き上げたばかりだというのに、先端から雫がチロチロと流れ続けていた。若いからだと言い訳をするのはなんとなく悔しい。あまりの節操のなさに俺は情けなくなってきた。

「まだ、足りないようですね」

「違う！」

「でも、ここは足りないって言っていますよ」

　鷲高さんはクスクス笑いながら、俺のペニスの先端を指で触れる。そのとたんに俺はビクッと身体を震わせていた。俺のペニスは素直に膨らんだ。俺は恥ずかしくて俯くしかなかった。

「可愛いです」

「……ほざけ」

「汀に、そんな言葉は似合いませんよ」

「悪かったな。俺はガキの頃からこうなんだ」

「身体は素直なのに困った人です」

「だ……誰がだ！」

「さ、お風呂で綺麗にしてあげましょうね。それとも、もう一度ここでします？」

　どうだと聞かれて、俺は思いっきりノーと頭を振っていた。

（こんなところで二回もやられてたまるか！）

　すると、彼はそっと身体を動かす。そのとたんに俺の中から彼のペニスがズルリと出ていく。そのとき、俺は初めて彼がまだ俺の中にいたことに気がついた。それはイった後も適度な硬さを保って俺の中にまだ入っていたのだ。

（嘘だろう……！）

　唖然として彼を見返すと、鷲高さんは苦笑する。

「汀があんまり可愛いから、もったいなくてなかなか離れませんでした」

　俺はそれを聞いて真っ赤になった。それなのにそこは出された後もまだ彼のものが入っているような感覚がしている。それでもなんとなく物足りない。　

（あ……！）

　思わず漏らしそうになり焦った。すると、彼はそんな俺に気づいたのか、いきなり俺を抱え上げた。

「ちょっと、真幸！」

「お風呂に行きましょう」

　彼はそう言うと、俺を抱きかかえたままで風呂場へ連れて行ってくれた。萩原さんが準備をしてくれていたのかいつでも入れる状態になっていた。鷲高さんは俺を抱えたままでそっと湯船に入る。鷲高さんは風呂が好きで、そのせいか彼のマンションの風呂は普通の家庭の風呂とは比べ物にならないほど、浴槽も洗い場も広かった。浴槽の窓の外は小さな庭になっており、そこには色とりどりの花や背の低い木が植えてあった。風呂に入ると、彼は俺の身体をたっぷりとボディソープのついたスポンジで洗ってくれた。

「後でシャワーで洗い落としてあげますね」

「うん」

　俺は身体を動かすのが面倒だったので、彼に任せてなにもしなかった。彼と一緒に風呂に入るのは初めてのような気がする。彼は一緒に入ろうと俺を誘うが、俺は恥ずかしかったので嫌がっていたのだ。そのせいか彼は嬉しそうな顔で俺を洗ってくれる。

「なぁ」

「なんです？」

「俺さ、このままでいいよな？」

「え？　なにを言っているんですか」

「だって……」

「さっき私が言ったことを気にしているのですか？」

「そうじゃないけど……俺は真幸から比べたらガキだし、それに俺は」

　彼は喚こうとする俺の唇を指で止める。

「汀は今のままで充分です」

「本当に？　嘘じゃないな」

「嘘ではありません。それ以上あなたが素敵になったら、私は心配で、あなたをどこかへ閉じこめたくなります」

「え……？　警察官が監禁してどうする」

「そうでしょう。私を犯罪者にしたくないなら、今のままでいてください」

「変な奴……」

　俺はぼやいて苦笑した。たぶん自分がどうしようもなくにやけていると思うが、素直に嬉しかった。俺は俺で良いのだ。今のままで。それがすごく嬉しい。俺はどんなに頑張ってもやはり俺でしかない。鷲高さんを好きになって俺は一つだけ自分が大人になったような気がする。

　その後、彼は俺の身体を丁寧に洗ってくれて、彼は俺の身体を綺麗に拭くと、そのまま自分の寝室へと俺を運んだ。お姫様抱っこは照れくさかったが、身体を動かすのも面倒だったので、俺は彼のなすがままになっていた。彼はそんなベッドまで運んで言う。

「汀、パジャマを着ましょうね」

「面倒だから……いい」

「風邪をひきますよ」

「いいって。このままで」

　俺は布団に潜り込んだ。なんとなく眠くなってくる。

「しかたのない人ですね」

　彼はぼやいてクローゼットからパジャマを取り出して着始める。俺はそんな彼をぼんやりと見ながら、いつの間にかウトウトしていた。そのうち暑苦しくなってきて、俺は布団が邪魔で押しやった。

「う……ん……」

　ところが、布団を押しやったので涼しくなって再び眠り始めた俺の目に、パッとまばゆい光が飛び込んできた。

（え……？）

　なんだろうと思って目を開けると、鷲高さんがデジカメで俺の写真を撮っていたのだ。

「真幸！　なにやっているんだ！」

「なにって、汀の素敵な写真を撮っているのです。ほら、動かないでください。シャッターチャンスなんですから」

「シャッターチャンスって……あのなぁ」

「どうせならお尻をもう少し突き出してくれると嬉しいのですが」

「……馬鹿か！」

　俺は呆れて彼に喚いた。どんな写真を撮られたのかと思い、俺は焦って彼の手からデジカメを取り上げる。それを見ると、そこには……。下半身をさらけ出したままで寝ている俺のだらしない姿が写っていた。

「汀、『消去』しないでください。せっかく撮ったのですから」

「こんな写真を撮るな」

「どうしてです？　汀のチャームポイントはお尻なのに。隠しておくなんてもったいないですよ」

「隠してるんじゃない！　普通は出さないんだ！」

　俺は問答無用で「全消去」のボタンを押す。

「汀！」

　彼がそれを見て、悲鳴を上げたが、俺は無視してやった。

（まったくもう……最低）

「酷いですよ。消さないでくださいとお願いしたでしょうが。せっかく私のパソコンの壁紙にするつもりだったのに」

「アホか！」

　俺は嘆いている彼に向かって思いっきり怒鳴ったのだった。







　俺はそのとき、鷲高さんは俺の写真を撮ることを諦めたと思っていた。ところが、そうではなかったのだ。それから数日後、その日はバイトが休みで俺は大学の授業が終わると真っ直ぐに家に帰った。鷲高さんは出張で出かけており、帰りは明日ということだった。彼のいないマンションに一人で待っているのは寂しいものだ。すると、玄関に見慣れぬ靴がある。どうやら来客中らしい。だか、その靴は鷲高さんが履いているリーガルと同じものだった。

（まさかな……）

　そう思って、台所へ行くと居間から話し声が聞こえてきた。

「久谷さんの撮られた写真は雄大で心が洗われるような気がします」

　その声は間違いなく鷲高さんだった。

（嘘だろう！）

「それでぜひ、私も写真を撮ってみたいと思いました。私は今までカメラにさわったこともありません。ライカの資料を取り寄せたのですが、ライカといってもいろいろあり、どれを買っていいかよくわからないのです。それで、失礼だとは思ったのですが、久谷さんにご教授願えたらと思いまして伺いました」

「ライカはいいよ〜！　ライカは」

　親父は上機嫌のようだ。俺は驚いて客間のドアを開けた。すると、やはり親父と話していたのは鷲高さんだった。

「鷲高さん………」

「お帰りなさい、汀君。お邪魔しています」

　鷲高さんは唖然としている俺に向かって、にこやかな顔で挨拶をする。

「汀。なにやっているんだ。いきなりドアを開けて失礼だろうが」

「う……うん」

「今日は、久谷さんにカメラのご教授を願いたくてお伺いしました」

　呆れる俺に鷲高さんはすました顔だ。それなのに親父はいつになく乗り気でおかしいと思ったら、ソファの横には鷲高さんが持ってきたらしいウイスキーの大きな箱があった。

（酒で釣ったのか……）

「じゃ、俺が使っているライカを持ってきて見せよう」

「よろしいのですか？　ありがとうございます」

　鷲高さんはそう言うと、親父はうきうきとした顔でカメラを取りにいく。

「出張じゃなかったのかよ」

「予定よりも早く終わったので、急いで帰ってきたのです」

「本気で親父にカメラを習うつもりなのか？」

「もちろんです。この前は汀にデータを消されてしまいましたから、今度は消されないようにしっかり撮ります。どうせなら綺麗に撮りたいので、久谷さんにご教授願おうと思いまして」

「親父にか？」

「汀の素敵な写真を撮ってみせますから、楽しみにしてくださいね」

「いいけどさぁ……」

（俺が真幸を撮りたかったのに……）

　俺は内心ほやいていた。それなのに彼の賄賂が気に入ったのか、親父はすっかり鷲高さんと意気投合してしまい、彼にカメラを教えると親父は張り切っている。俺は複雑な心境だった。

　ところがそれからしばらくして、来客があった。

（誰だろう……？）

　と思って出ていくと、祖母ちゃんだった。

「汀、このお花を仏様にと思ってね」

　祖母ちゃんは菊の花を俺に渡すと、「あら、お客様なの？」と聞く。

「鷲高さんといって、親父が事故に遭ったときにお世話になった警察の人が見えているんだ」

「そう。鷲高……？」

　祖母ちゃんは鷲高さんの名字を聞いて、妙な顔をした。そして、急に怖い顔になり、そのままツカツカと居間へ入っていった。

「祖母ちゃん……？」

　わけがわからず俺も慌てて祖母ちゃんを追いかけた。

　母の実家である鳥井家は、戦国時代から徳川家に支えた三河武士を先祖に持つ、名門の家柄だった。それだけにお袋が親父とできちゃった結婚をしたとき、お袋は家の恥だと言われて鳥井家を勘当された。だが、それはあくまで世間体だけで、実際には普通に行き来をしており、お袋が亡くなったときも、不甲斐ない親父に代わって祖母ちゃんが葬儀一切を取り仕切った。だからカメラ馬鹿の親父も唯一祖母ちゃんには頭が上がらない。

　祖母ちゃんがいきなり入ってきたので、親父は慌てたようだ。

「義母さん、どうされたのですか？」

「どうって、絹子にお花を上げにきたのですよ。それより、そちらの方は鷲高さんて仰るそうですね」

「はい。初めまして、鷲高真幸と申します」

　鷲高さんは、いつになく少し緊張した顔で挨拶をする。すると祖母ちゃんはそんな彼に然とした態度を示す。

「こちらこそ。初めてお目に掛かります。久谷の義理の母でございます。このたびは息子がご迷惑をおかけいたしましたそうで、申し訳ございません」

「いいえ、とんでもありません。久谷さんにご協力を頂いたおかげで事件を解決することができました」

「そうですか。それでは少しはお役にたてたのですね。鳥井の者が鷲高さんのお役に立てるなんて、光栄ですわ」

　そう言って祖母ちゃんは笑った。だが、なんとなく妙だった。祖母ちゃんと鷲高さんを包んでいる空気がビリビリとしている。

「ですが、鷲高さん。今後この家への出入りは控えていただきます。この久谷は義理とはいえ、鳥井の家に繋がる者です。その者がご先祖様の敵と親しくしているとあっては、ご先祖様に申し訳が立ちません」

（はぁ……？）

「義母さん、それはいったい？」

「久作さん、よろしいですか、この鷲高さんのご先祖とわが鳥井家とは、維新戦争のときに敵として戦ったのですよ」

（維新戦争って……いつのことだ？）

「義母さん、そんな昔のことを言われても」

「お黙りなさい！　ご先祖様の無念を忘れるなんて私が許しません。それでもあなたは絹子の夫ですか！」

「いや、今さら維新戦争だ、ご先祖の敵だと言われてもなぁ……」

「なんて不甲斐ない！」

「祖母ちゃん……」

　俺は親父を叱る祖母ちゃんを呆れて見返した。俺は同じ男だということを除けば、鷲高さんと普通に出会い、普通に恋をして、普通に好きになった。普通の恋愛をしているつもりだ。彼も俺を好きだと言ってくれて、愛していると誓ってくれた。だけど、どうやら俺たちの恋は男同士ということを除いても、かなりハードな恋愛になりそうだ。

（俺って、やっぱり不幸かも）

　喚いている祖母ちゃんを見て俺はそう思う。だが、そんな俺に鷲高さんはニッコリと微笑む。

　彼はたぶん俺たちの家のことを知っていたに違いない。

（前途多難かぁ……）

　それでも、彼の笑顔を見ていると、そんなことはどうでもいいような気になってくるから不思議だ。俺は彼が好きで、彼も俺が好き。

（ま、いいか！）

　俺はそう思ったのだった。




終わり
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